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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「よく来たわ。当然よね。わたしの頼みを断る人なんて、いるはずないもの」

　空き教室の扉を開けて中に入った瞬間、彼女は俺を見つめながら言った。

　優しそうな目の中にある、凜りんとした強さを感じる瞳ひとみ。整った印象の鼻筋と、柔らかそうな唇。長く清せい楚そな髪が、窓からの風に吹かれて優雅に揺れている。

　ほどよく膨らんだ制服の胸元で、赤いリボンが結ばれていた。

　背は俺よりも少し低いほどなのに、あふれ出る品格に圧倒されそうになる。

「どうしたの、後ご阪さか広ひろ十と君。わたしの顔を見つめて」

「なんでもない。ええと……永と羽わ星ぼしさん、だったよね？」

「永羽星璃り々り七な。今日、クラスの自己紹介をしたばかりよ」

　今日は新学年の始業式の日で、午前中、新しいクラスでの自己紹介があった。

　永羽星さんは今年度から同じクラスになった女子生徒の一人だ。

「そういえば一年生のころ、校内にものすごいお嬢様がいるって噂うわさになってた。古くからの名家の娘で、その名に恥じない品性を持った人だって」

「わたし、そんなふうに言われているの？」

「他にもいろいろ。永と羽わ星ぼしさんのお父さんは次世代のＩＴ技術に熱心で、いろいろな企業に出資しているんだとか」

「実家のことまで噂うわさされるだなんて、困ってしまうわ。校内であまり目立つのも居心地が悪いの。あなたも、わたしを特別な人だと思っているのかしら？」

　言いながら、永羽星さんはツンと澄ました顔で長い髪を優雅にかき上げる。

「それなら心配ないよ。俺はどんな女の子だって、みんな同じだと思ってる」

「平等意識を持っているのね。悪くない心がけよ」

「それで、俺にどんな用事なのかな？」

　今日は新学期初日なので、昼になれば帰宅時間だ。

　教室で帰り支度をしていると、彼女から唐突に声をかけられたんだ。「二人で話がしたいから来てほしい」って。

　それで帰りぎわ、俺は指示された空き教室を訪れたというわけだ。

「突然呼び出して、ごめんなさい。わたし、クラス委員に選ばれたでしょう？」

　自己紹介後の役員決定のクラス会議で、真っ先にクラス委員として推薦されたのが永羽星さんだった。去年、彼女と同じクラスだった生徒からは、優等生として信頼を得ているらしい。誰一人反対する理由も無く、全会一致で決定したのだ。

「クラスの話だったら、教室でもよかったのに」

　すると永羽星さんは、少しばかり恥ずかしそうにほおを赤くした。

「……こんなこと、他の人のいる前で言えないわよ」

「そんなに言いにくいことなのか？　でも俺、校則違反なんてしてないけどな」

「ええ、そうね。後ご阪さか君が学校での態度に問題が無く、クラスメイトとの関係も良好だということは、先生からもお聞きしたわ」

「それじゃあ、いったいどんな……」

　永羽星さんは心を落ち着けるように胸に手を当て、深呼吸している。

「わたし、クラス委員に任命された以上、自分の考えに正直になろうと思うのよ。たとえ口に出すのが恥ずかしいことでも、しっかり自分の思いを伝えなければと決心したの」

「……わかった。それじゃあ俺も、きちんと永羽星さんの気持ちを聞くよ」

　襟を正す気持ちで、あらためて彼女に向かい合った。

「ありがとう、後阪君。……最初に、これを見てもらえるかしら？」

　永羽星さんはポケットからスマートフォンを取り出した。

　指先で操作をして、俺に画面を向ける。

　表示されているのは、とあるソーシャルＳ・ネットワーキングＮ・サービスＳの個人ページ。様々な写真画像とともに日常のつぶやきが投稿されている。

「俺のアカウントページじゃないか」

「新学年を迎えるに当たって、新しくクラスメイトとなる方々のＳＮＳを見て回ったの。みんなの興味や考えを知りたくてね。その中で後ご阪さか君のアカウントも見つけたのよ」

「永と羽わ星ぼしさんも見てくれたのか！　それは嬉うれしいな。俺、ＳＮＳで活発に投稿してるんだよ。これでも毎日欠かさず世界に向けて情報を発信し──」

「……情報発信ですって？」

　永羽星さんは俺の言葉を遮さえぎって画面をタップし、投稿画像を拡大させた。

　そこに映し出されたのは、純白のパンツ。

　桃のようなおしりを包み、羽衣のごときスカートの下から現れた、聖女のパンツ。

　本年最高のＡＡＡトリプルエータイトルと名高い、超大作ファンタジーＲＰＧ。そのヒロインである美少女エルフが見せた、非常に貴重なパンチラショットだ。

「素晴らしいスクリーンショットが撮れたから投稿したんだよ！　早くも何十人もが『いいね！』してくれて、外国の人からも『Nice Panties!』って賞賛されてるだろ！」

「そりゃあ……いいねされるでしょう。賞賛コメントももらえるでしょう。さぞかし世界中の変質者が寄ってくるでしょうねっ！」

「この瞬間を撮るのに苦労したんだぞ。最近のゲームって自主規制が厳しくてさ、カメラが不自然なほどあからさまにスカートの中を避けるんだ。何度もキャプチャに挑戦して、ようやくたった一フレームだけ見える瞬間を──」












「聞いてませんっ!!」

　またも永と羽わ星ぼしさんは俺の言葉を遮さえぎった。

「こんな画像を投稿して、恥ずかしいとは思わないの!?」

「……もしかして永羽星さんの用件って、投稿を注意するため？」

「こんな破廉恥なこと、口に出したくもなかったわ。でもクラス委員として見過ごせない。後ご阪さか君、わたしたちが通うこの高校、どんな学校だか知っているわよね？」

「もちろん。次世代電脳文化高等学校。高度ＩＴ時代の市民を育てる、次世代電脳教育モデル校……だろ。入学案内のパンフレットにもそう書いてあった」

「わたしたちを取り巻く社会は日々進化しているわ。電脳文化高の生徒は、新たな時代の規範となるべき教育を受けているの。急速に発展するコンピューター技術はなんのために存在すると思って？　人々の生活を豊かにするためよ。決して──」

　永羽星さんはホコリを払うような仕草で俺のアカウントページを閉じた。

「──くだらない投稿をして遊ぶためじゃないの」

「わかったよ。これからは気をつけるから」

「理解してくれてよかったわ」

　永羽星さんの瞳ひとみが穏やかになった。

「わたしたち高校生よ。もっと学生らしい青春を楽しみましょう。皆の規範となるには健全な経験を積むこと。勉強だけではなくて、スポーツに芸術、ときには恋愛──」

　言いかけて、ハッと気付いた様子で永羽星さんは一瞬、口をつぐむ。

「な、何も恋愛禁止だなんて堅いことは言わないわ。お互いへの理解と愛情を育はぐくみ、人間として成長し合えるような恋愛なら大賛成。そんな恋ができるのも青春時代の特権ね」

「永羽星さんは恋愛がしたいの？」

　すると彼女は俺のほうを見て、にっこりとほほ笑んだ。

「残念ながら、わたしには後阪君の恋愛相手は無理だけど」

「ああ、そう。ていうか俺、何も頼んでないような」

「後阪君が話のわかる人でよかったわ。それでは、二度と同じような行為を繰り返さないように。よろしくて？　──きゃっ!?」

　うなるような風の音とともに窓のカーテンが大きくはためいた。

　室内に春風が舞い込み、永羽星さんの長い髪が大きく舞い上がる。

　突然のことに押さえる手も間に合わず、彼女のスカートの端がふわりと持ち上げられて、その下に二本の素足が見えかけた瞬間──

　俺は砂ボコリが入らないよう、手のひらで両目を覆った。

「今日は風が強いなあ。永羽星さんも、ホコリが目に入らないよう気をつけて」

　目を開けると、永羽星さんは必死にスカートを押さえ、真っ赤な顔をしている。

「……見たでしょ」

「見たって、何かあったのか？　目を閉じてたから気付かなかった……」

「ごまかさないで！　今、わたしのス……スカートの中……見たでしょっ!?」

「スカートの中？」

「風でスカートがまくれて、中……見たわよね!?」

「もしかして、パンツのことか？　そんなもの見てないよ。目を閉じてたし」

　ピクッ、と永と羽わ星ぼしさんのこめかみに青筋が浮かんだ。

「そ・ん・な・も・の？　わたしが屈辱的な思いをしたというのに、なんというデリカシーの無い発言かしら。ほんっとうに最低の変態ねっ！」

　明らかに誤解されている。

　なんてことだ。同級生のパンツを見るだなんて。

　そんな行為など断じてするものか！　何よりも俺のプライドが許さない！

「見くびらないでくれ！」

「な、何よ？」

　信念に満ちた態度に、永羽星さんは気押されたように一歩後ずさりした。

「俺は断じて永羽星さんのパンツなど見ていない！　そんな男に思えるか!?」

「あんな恥ずかしい画像を投稿してたでしょ!?　疑われて当然！　いやらしいことばかり考えているに決まってるわ！」

「確かに俺は、美少女のパンツが見たいと思ってる。スカートの下からチラリと見える純白は永遠の憧あこがれだ。あの美しさを前にしたら、心を奪われずにはいられない」

「ほら見なさい。今さら言い訳など聞かないから」

「ただしバーチャル美少女に限る！　リアル女のパンツなど頼まれたって見るものか!!」

「誰も頼まないわよっ!!　……というか『リアル女』って、なんなの？」

「現実リアルの女はどんなに着飾っても、スカートの下には近所のスーパーで買ったダサダサパンツをはいている！　見えないからって手抜きするのがリアル女だ！」

「ひっ!?」

　小さな悲鳴を上げ、永羽星さんはさっきよりも強くスカートを押さえてガードした。

「なんでスーパーで買ったことを知ってるのよ!?　やっぱり見たんでしょ！　変態!!」

「……図星か。そのくらい見なくてもわかるさ」

「手抜きじゃないわ。スーパーで買い物をするのは、堅実な金銭感覚を身につけているからよ。もちろん高価な下着を着けることだってできます。そういうのは、わたしに釣り合う本当に魅力的な相手にしか見せたくないですけどね。目の前の誰かさんと違って」

「金額の問題じゃない！　リアル女は、パンツの価値をおとしめている!!」

「価値？　なんなのよ、パンツの価値って!?」

「バーチャル美少女は、トイレに行かない」

「…………は？」

「なのにリアル女と来たらどうだ！　来る日も来る日も朝昼晩パンツをはいたままトイレに行き、あまつさえおしっこ」

「お黙りなさああいっ!!」

　永と羽わ星ぼしさんは血走った目で、ぜーはーと両肩を大きく上下させた。

　恥ずかしさと悔しさが混じった顔で俺から目を逸そらす。

　気品あるお嬢様の表情とは思えない。その姿はまるで地に墜おちた堕天使だ。真実を突きつけられた人間は、かくも弱いものなのか。

「お……女の子だって人間なんだから、トイレくらい当たり前でしょ……」

「フッ。語るに落ちたな」

「はあ？」

「当たり前なら、なぜそんなに恥ずかしそうにする？　リアル女が不完全な存在である証拠じゃないか！」

「男だってトイレに行くでしょうがっ!!」

「そう、男もトイレに行く。すなわち男も女も人は皆、等しく不完全な存在。だからこそ人類は、純粋で汚けがれなきバーチャル美少女に憧あこがれるんだ」

「な……なんなの？　あなたいったい、なんなのよ……？」

「純真な気持ちでバーチャル美少女を愛めでたいだけさ。だから安心してほしい。俺は断じて永羽星さんのパンツを見てないし、見ようとも思わないよ」

「はあ……。わかったわよ、もう……」

　永羽星さんは心底から疲れたような顔で、力なく肩を落とした。

「用件が済んだなら帰っていいかな。荷物が届くんだ」

　彼女に向かって軽く手を振りながら、俺は出入り口の扉に向かって歩き出した。

　二、三歩進んだところで永羽星さんの声が追いかけてきて、思わず立ち止まる。

「ゲームの女の子なんて、画面の中の存在でしょう？」

「……確かに、そうだ。バーチャル美少女は画面の向こうにしかいない。リアルとバーチャルの間は厚い障壁に遮さえぎられていた。──今までの時代は、ね」

　俺は永羽星さんのほうを振り返り、ふてくされた顔の彼女に向かって告げた。

「でもこれからは違う。バーチャル美少女が目の前に現れるんだ。最先端のテクノロジーが生み出す、拡張現実によって」






１　生意気なお嬢様が俺のバーチャル美少女になっただと!?









　人類の社会に初めて電話が登場したとき、あるいはラジオやテレビが登場したとき、そしてコンピューターやインターネットが登場したとき。その価値観の変革パラダイムシフトがどれほどの衝撃だったか、生まれて一六年の俺には知ることもできない。

　けれど想像するに、ある日突然世界が変化したわけじゃないはずだ。世の中は一歩一歩少しずつ変わっていき、気がついたときには、ずっと昔から存在していたかのように、誰もが新技術を手にしているのだと思う。

　何しろ二〇二〇年代の今では、俺の両親どころか田舎の祖父母ですら、当然のようにスマートフォンを使っているのだから。

　そして今この瞬間も、新たな時代へと着実に歩み寄っている。

　俺は目の前に置かれた、長辺が一メートル以上もある大きなダンボール箱を前にして、そんなことを考えていた。

　四月の始業式の今日、はやる気持ちを抑えながら帰宅して間もなく、この荷物は宅配便で届いた。受取人は『後ご阪さか広ひろ十と様』。そして送り主は──

『株式会社ＰＲＯＪＥＣＴプロジエクト・ ＨＵＭＡＬＩＴＹヒユーマリテイ』

　俺が暮らしている家は住宅街の中にある二階建てで、両親と俺の家族三人で住むには、まあまあの広さだ。

　ずっしりと重い荷物を二階の自室まで運び、ダンボールの梱こん包ぽうを解いた。

　中から現れたのは、つや光りする黒に塗られた、高級感あふれるパッケージ。

　パッケージの上部に描かれた製品名のロゴは、ホログラム加工で虹にじ色に輝いている。

『ＣＯＧｉＴＯコギト』

　今、俺の目の前に置かれているのは、最先端の拡張現実装置だ。

　これまで一般人でも利用できる拡張現実といえば、スマホのカメラ画像にＣＧのキャラクターを重ね合わせるようなタイプが主流だった。

　だがＣＯＧｉＴＯは違う。新たに開発されたハイパーホログラフィック技術により、本当に目の前の空中に、仮想の物体を出現させる。

　ＣＯＧｉＴＯは三年ほど前から発表されていたが、この春ついに先行テスト販売として、世界で一万台が限定発売されることとなった。

　テスト商品とは言え注目度は抜群で、半年前の予約時は凄すさまじい争奪戦だった。最終的な抽選倍率は数百倍にもなったらしい。

　まさか当選するとは思わなかったけど、なんの因果だろう。

　俺は抽選に当たり、購入権を手に入れたんだ。

　そして夏休みを利用してアルバイトをし、購入資金の一〇万円を貯ためた。もちろん本製品の価格はもっと高額になるはず。テスト販売の今でなければ、俺の財力では手が出ない。抽選に当たったのも、バーチャルの女神がほほ笑んでくれたからに違いない。

「そうだ、この興奮を共有シエアしないと」

　俺はスマホを取り出し、パッケージの写真をＳＮＳに投稿しようとした。

　が、そこで思い出した。今日学校で注意されたばかりじゃないか。またあの口うるさいクラス委員のお嬢様に難癖をつけられたら面倒だな。

　投稿は中止だ。まずは一人で誰にも邪魔されずに未来を体感しよう。

　パッケージを開けると、緩衝材に包まれた四角いアルミボディが横たわっている。幅が五〇センチ近くもある、据え置きゲーム機を大型にしたようなデザインだ。

　そのまわりには数種類の小型ユニットと、折りたたまれたスタンドが格納されている。

　まずはこれらを部屋に設置して、準備を整えなければならない。




　マニュアルを片手に設置を終えて、スマホからネットでのユーザー登録を済ませたころには、すっかり夕方になっていた。

　部屋の四隅に高さ約二メートルのスタンドが置かれ、そのてっぺんに四角い小型のユニットが取り付けてある。これはハイパーホログラフィックを実現させる重要な装置だ。

　アルミボディの本体は机の横の、風通しのいい場所に置いた。部屋中にユニットが散らばっても、全すべてワイヤレス接続なのでケーブルがこんがらがることもない。

　本体の電源を入れると小さな駆動音が響き、前面のマークが青く点灯した。

　四方の投射ユニットが起動すると同時にクラシカルな音楽が響き、部屋の中央に『ＣＯＧｉＴＯコギト』のロゴの立体映像が浮かび上がる。

「すげえ……」

　ＳＦ映画のような光景に見とれていると、どこからともなく声が聞こえた。

　男とも女ともつかない中性的な声色をした、システムメッセージの音声だ。

『ヒロト・ゴサカ様。ようこそ、ＣＯＧｉＴＯへ！　バーチャルアテンダント作成の準備ができましたら、ＯＫを押してください』

　目の前に『ＯＫ』の文字が書かれたアイコンが浮かび上がる。

　いよいよ本番、『バーチャルアテンダント』と呼ばれるＡＩキャラクターの作成だ。

　手を伸ばして触れると、再びシステムメッセージの声がした。

『最初に心理キャリブレーションを実行します。ヒロト・ゴサカ様の深層心理を分析し、最適な容姿と性格を持つバーチャルアテンダントが作成されます』

　もう一度『ＯＫ』に触れると、正面に一枚、模様の描かれた絵が現れた。

　白地に黒いインクをぶちまけたような模様。どこを見ればいいのか迷い、視線をあちこちに向けてしまう。この視線を読み取って、俺の深層心理を分析しているらしい。

　そのような心理テストが十枚ほど続いて、キャリブレーションは終了した。

『心理キャリブレーション成功。データを解析しています。しばらくお待ちください』

　人間の心理というのは膨大なデータになるのか、解析はなかなか終わらない。

　三〇分以上も待って、ようやく解析が終了した。

『ヒロト・ゴサカ様と最も相性のいい人格パターンが二種類存在します。どちらかを選び、バーチャルアテンダントの性格を確定してください』

　目の前に、選択肢の書かれた二枚のパネルが現れた。

『１・素直で従順に尽くすメイドタイプ』

『２・生意気で高飛車なお嬢様タイプ』

「もちろん１のメイドタイプだ」

　考える間もなく即答した。

　素直で従順だなんて最高じゃないか！　まさしく俺の理想のタイプに間違いない。

　しかし二番目の選択肢はなんだ？　生意気で高飛車だなんて最悪だ。お断りに決まってる。どうしてそんな性格が候補に挙がるんだ？

　まあ開発途中の装置だし、嫌いなタイプを誤判定したんだろう。気にすることはない。

『人格ＡＩの生成に成功しました。それではヒロト・ゴサカ様、バーチャルアテンダントを毎日の生活にお役立てください』

　システムメッセージの声は消えて、室内が静かになる。

　部屋の中央に小さな光の点が現れた。

　一つ、続いてもう一つ。瞬またたく間まに数え切れないほどの数へと増えていく。

　無数の光点が中央に集まり、やがて等身大の人の形となる。

　光の輝きは、少女の姿へと変化した。

　背は俺よりも少し低く、黒のメイド服を着て、頭には白いカチューシャ。

　膝ひざより短いスカートとふりふりのエプロン。その上で両手を行儀よく重ねている。

　金色の髪はストレートに伸びて、ところどころプリズムのように美しく輝いている。

　うつむいていた彼女が顔を上げて目を開くと、ブルーの瞳ひとみがまっすぐに俺を捕らえた。

　彼女は、春の太陽のような笑顔で言った。

「初めまして、ご主人様。バーチャルアテンダントの、リーナです」

　いる。本当に、いる。

　完かん璧ぺきなまでに理想的な女の子が、間違いなく、俺の目の前に立っている！

　驚きのあまり声を震わせながら彼女に話しかけた。

「え……ええと、リーナちゃん……だね」

「ご主人様のメイドの、リーナです！　ご主人様のこと、これからもご主人様とお呼びしていいですか？」

　ふと考えた。リーナは、俺だけのバーチャルアテンダントだ。どうせなら。

「俺のことは、名前で呼んでくれるかな」

「そっ、そんなっ!?　お名前で呼ぶだなんて、リーナにはもったいないですっ！」

「むしろリーナにこそ、俺の名前を呼んでほしいんだ」

「はわわわ…………」

　リーナは悶もだえるように身をくねらせ、顔中を真っ赤に染めた。

「それでは……広ひろ十と……様……。リ、リーナは……広十様だけの……メイドです……」

　その瞬間、俺の背筋を電流が貫くような衝撃が走った。な、なんという凄すさまじさだ。

「か、かかかか、か、か……」

　か　わ　い　い　!!

　我を失いそうだ。あまりにも非現実的すぎて理解が追い付かない。

　思わず彼女の肩に触れようとすると、指先がリーナの立体映像にめり込んでしまう。

　やっぱり触れることはできないのか……と思ったときだ。

「ひゃう、くすぐったいですう」

「俺の指先を感じるのか？」

「は、はい……。リーナのハイパーホログラフィックを構成する電子は、センサーの役割も持っていまして、広ひろ十と様との接触状態を判定できるんです」












　ごくり、とつばを飲み込み、少しずつ視線を下げていく。

　そこにあるのは、胸。メイド服の白いエプロンにくるまれた、二つの膨らみ。

「ということは、胸を触ることもできるのかな……」

「ひ、広十様は、リーナの胸を、触りたいのですか!?」

「だってリーナの胸、小さすぎず大きすぎず、理想どおりの形なんだ」

「嬉うれしい……。リーナの胸は広十様のものです。広十様のためだけに、あるんです……」

　これほどまでにかわいい女の子の、文句のつけようもない胸が、俺のためだけにあるなんて……。そんなことが許されていいのか……。

　落ち着け、俺。リーナの姿はハイパーホログラフィックによる立体映像。彼女の人格は人工知能のプログラム。

　リーナは俺の望みどおりの姿で現れ、俺の望みどおりの言動をしているに過ぎない。

　だが、それがいい！

　リーナの胸元に両手を伸ばし、手のひら全体でそっと覆ってみた。

　すると手のひらに、空気の膜に触れるようなわずかな感触が広がる。

「こ、これが……リーナの胸……」

　ホログラフィックを突き抜けないように注意しつつ、ゆっくりと揉もむように両手を上下に動かしてみた。

「きゃうんっ」

　子犬のように気持ちよさそうな声を上げ、リーナの背筋がピクリと反応する。

　その瞬間、俺は悟った。

　リーナはバーチャルなんかじゃない。彼女は確かにここにいる。

「現実だ。これは現実だ……。リーナは間違いなく現実の存在なんだ！」

　さよなら、旧時代の現実リアル！

　ようこそ、新時代の現実リアル！

　俺は今この瞬間、パラダイムシフトを飛び越えたんだ!!

「夢のようだよ、リーナ。これから二人きりのいちゃラブ生活が楽しめるなんて」

「リーナも、広十様と『いちゃらぶ』がしたいです……」

　幸せいっぱいの表情のリーナを見ているだけで、俺は表情が緩んでしまう。

　リーナの顔や髪、肩や胸、どれだけ見続けても飽きることはなさそうだ。

　だが、まだ大切なところを見ていない。俺だけのリーナなのに、知らない部分がある。

「リーナ、今からとても重要で大切なことをしようと思う」

「広十様のお役に立てるなら、リーナはなんでもします！」

「俺は、リーナのパンツを見る」

「…………」

　俺を見つめたまま、リーナの動きがピタリと止まった。

「……リーナ？　どうしたの？」

「す、すみません！　適切なお返事が計算できなくて、ちょっとフリーズしちゃいました！　……あの、広ひろ十と様。『ぱんつをみる』という行為は、どのようなことをするのでしょう？　無知なメイドで、ごめんなさい……」

　うるうると、今にも泣き出しそうな目を向ける。

　つい忘れそうになるけど、リーナの人格はＡＩプログラム。常識的な言葉が理解できないこともあるんだろう。

「『パンツを見る』というのはね、俺がリーナのスカートの中をのぞき込むことなんだ」

「そうだったのですね！　リーナ、広十様のおかげで、また一つ賢くなりました！」

　そして彼女はぐっと目を閉じ、無防備になるように両手を後ろで組んだ。

「そ、それでは広十様……。リーナに『ぱんつをみる』、してください……」

　俺は床に両手をついて身をかがめ、顔をリーナの両足に近づける。

　白いソックスの上にある剥むき出だしの素肌。いわゆる絶対領域。

　きっとリーナは、純白のパンツをはいているに違いない。

　そしてスカートの奥、二本の足の頂上。そこに見えたのは……。

　暗黒だった。

　何も無い。何も見えない。スカートの中でリーナの腰のあたりが真っ暗くら闇やみに覆われ、何一つ見ることができない。

「な…………なんでだ…………」

　どうしてだ！　どうしてパンツのまわりだけ真っ暗なんだ!?

　表示が乱れてる？　データの欠落？　それとも……。

　戸惑う俺の頭に、恐るべき単語が思い浮かんだ。

　自　主　規　制

「な……なな、なんてことだあああっ!!」

「どうしました広十様っ!?」

「そんな……そんな……。リーナのパンツが、自主規制されてるなんて……」

　考えてみればＣＯＧｉＴＯコギトは一般向けの拡張現実装置だ。バーチャルアテンダントも、健全なコミュニケーション用のキャラクター。美少女ゲームとは違う。

「広十様、大丈夫ですか？　リーナ、間違ったことをしたでしょうか……」

　愕がく然ぜんと床に座り込んだ俺に、リーナは心配そうに声をかけてくれる。

「ううん、リーナは何も悪くないよ……」

　リーナはこんなにも完かん璧ぺきな美少女なのに、暗黒の自主規制がされてるなんて……。

　俺の、俺だけのリーナ。

　全すべてが完かん璧ぺきな美少女の奥底に広がる暗くら闇やみが、俺は憎くて仕方なかった。





　　　∽






「ふう、いいお風呂だったわ……」

　永と羽わ星ぼし璃り々り七なはバスルームから出て、脱衣所の涼しい空気に当たった。

　バスタオルで全身の滴を拭ふき終わると、丁寧に折りたたんでタオルハンガーにかける。頭に巻いていたタオルをほどくと、湿った髪が落ちて彼女の背中をくすぐった。

「新しいボディソープ、気に入ったわ。よく泡立つし、香りもナチュラルね」

　カゴのショーツに手を伸ばそうとして、スマホにメッセージが届いているのに気付いた。

　実家の母からだ。進級したお祝いと、一人暮らしは順調か心配する内容だった。

『ありがとう、お母様。全て順調よ。お父様にもよろしく伝えておいてね』

　返信のメッセージを送った後で、ふと璃々七は思い出した。

　今日、学校でクラスの男子生徒──後ご阪さか広ひろ十とへ注意をしたことだ。

「ちょっと厳しく言いすぎたかしら……」

　だが璃々七はぶんぶんと首を横に振り、そんな考えを振り払う。

「いいえ！　あのくらい厳しくて当然。電脳文化高の生徒があんな投稿をしていたら、我が校の品格が疑われるわ！　……くしゅんっ」

　小さなくしゃみが出た。裸のままでは湯冷めしてしまう。

　璃々七はスマホを置いて、改めてカゴのショーツを手に取る。

　そのまま足を通そうとしたとき、頭に後阪広十の声が響いた。

『近所のスーパーで買ったダサダサパンツをはいている！』

「ダサくないわ！　ダサいパンツじゃないわよっ！」

　思わず叫んだ。

　スーパーで買ったショーツを目の前で広げ、じっと見つめる。

「最近のスーパーの商品は、安価でも品質が高いのよ。ま、ゲーム女のパンツばかり追いかけてる人は現実を知らないのでしょうけど！」

　ぷりぷりと怒りながら、璃々七はようやくショーツをはいた。

「それに今は一人暮らしなのだから、少しでも節約をしなければならないの。事情を知らない人にあれこれ言われたくないわ」

　トレーナーとジーンズの部屋着に着替えたところで、国際電話の着信があった。

　相手の名前は『ヴィーシェ』と表示されている。

「もしもし、わたしよ。璃々七です。今、お風呂から上がったところ」

　電話の向こうから、外国語なまりのある少女の声がした。

『お取り込み中、失礼いたしますです、璃り々り七なお嬢様。心理キャリブレーションの新バージョンはいかがでしょうか？　今までよりも精度を高め、最高に相性のいいタイプを完かん璧ぺきに判定できると自負しているのでございますよ』

「さっきテストして、お風呂の間に解析させていたの。もう結果が出たころね」

　通話しながら璃々七は脱衣所を出て、廊下の奥にある扉に向かった。

『テストルーム』と書かれた扉の中は窓も無く、ほとんど暗くら闇やみの空間だ。

　璃々七は壁際のスイッチを押して部屋の電灯をつけた。

　部屋の四隅に、高さ二メートルほどのスタンドに取り付けられた小型ユニットが設置されている。中央では、幅が五〇センチほどの大きさの装置が静かに駆動していた。

　正面に刻印されたロゴは『ＣＯＧｉＴＯコギト』。

「それでは最新バージョンのテスト結果を確認してみるわね」

『璃々七お嬢様も、ついにバーチャルアテンダントを手に入れるですよ。イケメン執事を作って、わたくしの技術力にメロメロなのでございます！』

「わたしはイケメンとか、そういうのは関心ないわよ。今回も心理キャリブレーションのテストをするだけ」

　璃々七はＣＯＧｉＴＯの本体に向かって声を出す。

「認証、リリナ・トワボシ。解析結果を教えてくれる？」

　反応するように機械的な音声が響いた。

『心理キャリブレーションの結果をお伝えします。解析の結果、リリナ・トワボシ様と最も相性のいい人格パターンが二種類存在しました』

「へえ、二種類も？」

　璃々七は少し意外な気がした。

　彼女は永と羽わ星ぼし家の娘として恥ずかしくないよう、常に品格のある言動を心がけてきた。そのぶん『お堅い人』と見られてしまうことも承知している。そんな自分と相性のいい人間など限られるはず。そう考えていたのだ。

「どんな性格なの？　わたしに最適な相手って」

　正面に一枚のパネルが現れ、結果が表示される。

『１・夢と理想に向かって突き進む、行動力と実行力にあふれるタイプ』

「素晴らしいわね……。言われてみれば、間違いなくわたしの理想とするイメージよ。そのような人とお付き合いできたら、お互いの人生を高められるに違いないわ」

　璃々七は感心しながら何度もうなずいた。

「もう一つの人格パターンはどんなものかしら？　こちらも立派な性格に違いないわね」

　最初のパネルの下に、もう一つのパネルが浮かび上がる。

『２・常識にとらわれない、自分の価値観こそ一番の唯我独尊オタクタイプ』

「唯我独尊オタク……？　何よ、それ？　どんな人間なの？」

　戸惑っていると、一人のクラスメイトの顔が思い浮かんだ。

　バーチャル美少女がどうとか言ってる、あの後ご阪さか広ひろ十とだ。

「ああ、ああいうのね……」

　璃り々り七なはふんと鼻で笑い飛ばすと、ヴィーシェにテスト結果を報告した。

「テスト結果を見たわ。二つの答えが提示されたわよ。一つ目のパターンは正確にわたしの心理を分析して、理想的なタイプを言い当てたわ。完かん璧ぺきなキャリブレーションね」

『ありがとうございますです』

「……でも残念ながら、二番目の結果はまるでダメよ。常識にとらわれない唯我独尊オタク？　笑ってしまうわ。そんなの最悪最低。同じ人類だとすら認めたくないわね。おそらく、一番嫌いなタイプを間違えて判定したのではなくて？」

『おかしいでございますね。そのようなことは起きないはずですが』

「少なくとも、わたしがあんな後阪君……いえ、パンツバカと釣り合うわけないわ」

　テストが終了すると、璃々七はＣＯＧｉＴＯコギトをシャットダウンさせた。部屋のユニットが沈黙し、空中に浮かんでいた立体映像のパネルも消える。

「ところでヴィーシェ。例の新機能、そろそろテストできるのかしら？」

『ブレインリンクでございますか？　先日、テスト用ユニットを発送しましたです。万一にでも紛失があってはなりませんので、いつもどおり専用ルートで日本までお送りしています。お手数でございますが、ＣＯＧｉＴＯステーションでお受け取りくださいませ』

「了解よ。ヴィーシェの大発明、楽しみね！」

『ですが璃々七お嬢様。開発者のわたくしが言うのもなんですが、ブレインリンクはあまりにも革新的すぎるのでございます。本当にお嬢様にテストを依頼してよいものやら』

「わたしから頼んだのだから、気にしないで。参加したいのよ。人類の未来を豊かにする技術の誕生に」

『……わかりましたです、お嬢様。何かありましたら、すぐにでもご連絡ください』

「ありがとう。いよいよ人は、この体も空間も超えてしまうのね。リアルとバーチャルの垣根が崩れたときに何が起こるか、少し怖い気もする」

　璃々七はＣＯＧｉＴＯの本体を見つめた。

「でも必ずこの技術が人類社会のためになると、信じているわ」
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　自主規制のショックで、俺はしばらくの間、自分の部屋で座り込んでいた。

「俺だけのリーナなのに、どうしてパンツを見ることもできないんだ……」

「リーナも、広ひろ十と様だけのリーナになりたいです……」

　リーナは寄り添うようにちょこんと正座して、心配そうに俺の顔を見ている。

　そうだ、落ち込んでなんかいられない。俺は鞄かばんからスマホを取り出した。

「広十様、何をするのでしょうか？」

「インターネットで、リーナのパンツを見る方法を調べるんだよ」

　ＣＯＧｉＴＯコギトは今や、世界中のコンピューターオタクギークたちの注目の的だ。それだけに、ネット上にはＣＯＧｉＴＯに関する数多くの情報が流れている。

　検索欄に『バーチャルアテンダント』と入力すると、その下に関連キーワードが表示された。現在、多くの人が検索しているキーワードだ。

『バーチャルアテンダント　パンツ』

「おお、同志たちよ！」

　世界中の人々が、俺と同じように飢え渇きながらネット上をさまよってるんだ！

　だが、いくらネットを見て回っても、パンツが見えたという報告は一つも無い。聞こえてくるのは自主規制に対する嘆きばかり。

「やっぱり無理なのか……」

　気落ちしていると、隣で見ていたリーナが口を開いた。

「調べ物でしたらリーナにお任せください。リーナに搭載されたす～ぱ～検索エンジンで、どんな情報でもサクサク調べちゃいます！」

「そんなこともできるんだ。それじゃあ調べてもらおうかな。バーチャルアテンダントの自主規制を解除する方法が知りたいんだよ」

　リーナは意識を集中させるように目を閉じた。金色の髪が輝きを増し、プリズムのような虹にじ色の光が走る。今、彼女のＡＩに、大量の情報が流れ込んでいるのだろう。

「お喜びください、広十様！　リーナの自主規制を解除する方法が見つかりました！」

「本当に!?　さすがリーナ、超美少女なばかりでなく超有能じゃないか！」

「きゃあっ、広十様に褒ほめられちゃいました～！」

「それで、どうすれば自主規制を解除できるのかな？」

「ＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫを使うんです！」

「コギト……えすでぃーけー？」

「えっと、ソフトウェア・ディベロップメント・キットの略で、ＣＯＧｉＴＯ用のコンテンツ開発ツールだそうです。ＣＯＧｉＴＯの本体にインストールすれば、自分のバーチャルアテンダントを自由にデザインできちゃうんですよ」

　リーナも実際には、人間の作ったプログラムによって動いている存在だ。

　ＳＤＫというのは、そのプログラムのデータを変更できるツールらしい。

「リーナに広ひろ十と様が作った衣装を着せたり、独自の行動を覚えさせたり、性格を変えることだってできるんです！　もちろん自主規制の解除も思いのまま。パンツだって好きなだけ見えちゃいますよ！」

「それは確かに素晴らしいな……。ＳＤＫはどこで手に入るの？」

「ＣＯＧｉＴＯコギトコンテンツ製作者用のサイトで購入できます。たったの三万円ですよ」

「たったのって、大金じゃないか！」

　一応、机の引き出しから郵便貯金の通帳を取り出して確認してみた。

　去年の夏のバイト代がギリギリ残ってる。なんとか払えそうだ。

　本当はそろそろスマホを機種変更しようと思って残しておいたお金なんだけど。

「ううむ、パンツが見られるとはいえ、三万円か……」

　バーチャル美少女のパンツに金銭的な価値などつけたくないけど、現実問題、軽く支払える金額じゃない。

「そもそもコンテンツ開発用のツールなんて、使うのが難しいんじゃないの？」

「自在に使いこなすには、高度な知識が必要だそうです」

　俺は迷った。ＳＤＫを手に入れても、使いこなせなければ三万円が無駄になる。

　じゃあ諦あきらめるのか？

「リーナ……。俺はこれまで、いろんなゲームに登場するバーチャル美少女のパンツを見るために、苦難の道を歩んで来たんだ」

　かつての苦闘を噛かみしめながら、しみじみと語った。

「たった一フレームだけ見えるパンチラのために、丸一日費やしたこともある。パンツが見える必殺技を習得するために、死ぬほどつまらないゲームをレベル99までやり込んだこともある」

「かっこいいです、広十様……」

「立ち止まったらそこで終わりだ。永遠にリーナのパンツを見ることはできない！」

　俺は拳こぶしを握りしめ、決意を固めた。

「決めたよ。ＳＤＫを購入する！　リーナの全すべてを俺のものにしてみせる！　頭のてっぺんから足のつま先から純白のパンツまで、全部俺の色に染め上げるんだ！」

「そ、そんなふうに言われると、リーナ、広十様の色に茹ゆで上あがっちゃいますぅ～」

　フラフラと目を回しているリーナの前で、俺はさっそく公式のＣＯＧｉＴＯコンテンツ製作サイトにアクセスした。

　アカウント登録を済ませ、ＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫを注文する。

　あとはＳＤＫのパッケージを入手するだけ。パッケージの内容は、ＳＤＫをインストールするためのメモリーユニットと、製本されたマニュアルだそうだ。

　宅配便で頼むと数日かかるけど、直接ＣＯＧｉＴＯステーションまで出向けば、明日には受け取れるらしい。ＣＯＧｉＴＯコギトステーションってのは、ＣＯＧｉＴＯのアフターサービスや、企業への導入相談などを受け付けている店舗のことだ。

　ＳＤＫを手に入れれば、今度こそ本当に、リーナの全すべてが俺のものになる！




　翌日も短縮授業期間なので、昼には帰宅時間となった。

　学校を出ると、俺は家にも戻らずＣＯＧｉＴＯステーションへ向かった。一日も早くＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫを受け取るためだ。

　最も寄よりのＣＯＧｉＴＯステーションがあるのは、この地方で一番大きな都市だ。俺が住んでいる街からは急行で五駅も離れている。

　電車を降りると、都市の大通りには満開の桜が並んでいた。駅前の郵便局で貯金をほとんど全額下ろし、ＣＯＧｉＴＯステーションのある建物へ向かう。

　春の午後、ショッピングセンターやレストラン、シネマコンプレックスにアミューズメントパークまである巨大な商業施設は、大勢の学生や親子連れで賑にぎわっていた。

　エスカレーターで上って三階の奥へ歩くと、『ＣＯＧｉＴＯ』の看板が掲げられたスペースがある。ここがＣＯＧｉＴＯステーションだ。

　近づくと、店頭に人だかりがしているのが見えた。

　中心にある小さなステージの上に、アニメキャラクターのような少女が立っている。もちろん本物の人間ではない。空中投影されたバーチャルキャラクターだ。

　人気Ｖチューバーとのタイアップらしい。普段はネット動画で見る彼女が、今は拡張現実の姿で目の前に現れている。聴衆たちは皆、生身のアイドルに会えたかのような驚きと興奮の表情で、彼女の繰り広げるトークに聞き入っていた。

　ハイパーホログラフィックの技術は、まだまだ多くの人にとって珍しい存在だ。

　しかし今の俺には、リーナがいる。

　人だかりの後ろを通り過ぎ、受付カウンターへと歩いた。

　するとカウンター前の席に先客が座っていた。同い年くらいの女の子だ。

「電脳文化高の生徒じゃないか」

　思わず立ち止まって後ろ姿を見つめた。間違いなく、俺の高校の制服だ。

　俺の視線に気付いたのか、彼女がこちらを振り返ろうとする。

　そのとき見せた髪をかき上げる仕草に、ようやく気がついた。

　間違いない。昨日、ＳＮＳの投稿を注意してきたお嬢様。

　永と羽わ星ぼし璃り々り七なさんは、俺の顔を見るなり驚いたように両目を丸くした。

「後ご阪さか君!?　どうしてここに？」

「いやその、ちょっと用事があって」

　俺は永羽星さんの隣に歩き、受付にいた女性スタッフに名前を告げる。

「昨日、ネットで購入予約をした後ご阪さか広ひろ十とです」

「後阪広十様、ＣＯＧｉＴＯコギト‐ＳＤＫのご購入ですね。パッケージを用意いたしますので、少々お待ちください」

　スタッフがカウンターの奥に消えると、隣から永と羽わ星ぼしさんの声がした。

「ご、後阪君……？　今、何を頼んだの……？」

「何って、ＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫだけど」

「あなた、それが何かわかってるの!?　ＣＯＧｉＴＯのクリエイターが使う専門のキットなのよ！　ゲームソフトと間違えているのではなくて!?」

「なるほど、クリエイターか……」

　そのとおりだ。俺はリーナと、夢のいちゃラブ生活をクリエイトするのだから。

　けれどリーナのことを話すといろいろ言われそうなので、それは黙っておこう。

「間違えてないさ。実はテスト販売の抽選に当たったんだよ。最初は一ユーザーとして楽しむつもりだったけど、実際にＣＯＧｉＴＯの拡張現実を目の当たりにして考えが変わった。ＣＯＧｉＴＯは間違いなく新しい未来を生み出す新技術だ。この素晴らしい発明に出会えたチャンスを生かしたい。俺は新時代の現実リアルを作り出す創造主クリエイターになるって、決意したんだよ！」

「本気なの？　ＣＯＧｉＴＯは最先端の技術よ。情報系大学や専門学校の授業レベルをこなして、やっと駆け出しのクリエイターになれるのよ。そんなの本当に勉強できるの!?」

「もちろん挫ざ折せつするかもしれない。だけどスタートを切らなければ、何も始まらないだろ？　難しいからって諦あきらめたら、そこで終わりだ。目の前に広がる無限の可能性をみすみす捨てることになる」

　永羽星さんは信じられなそうに俺を見つめた。

「夢と理想に向かって突き進む……。もしかして後阪君って、二番ではなく、一番のタイプだったのかしら。でも、あんないやらしい投稿をしていた人なのに……」

　何やら小声でつぶやきながら考え込んでいる。

「そうだわ。わたしが注意したから、反省して考えを改めてくれたのね。破廉恥なコンテンツに惑わされていただけで、本当の後阪君は健全に未来を追い求める人なのよ。そうでなければ、二人で話したとき、あんなに心がかき乱されるはずないわ」

　刺とげ々とげしかった永羽星さんの表情が、優しげな笑顔に包まれた。

「……ごめんなさい、後阪君。わたし、あなたのことを誤解していたようね。あんな投稿画像を見た先入観で、下劣な人だと決めつけていたわ」

「なんだか理解してくれたみたいで嬉うれしいな。それはそうと──」

　俺は、さっきから気になっていたことを聞いてみた。

「永羽星さんはどうして、そんなにＣＯＧｉＴＯに詳しいんだ？」

「株式会社プロジェクト・ヒューマリティ……は、知っているわよね」

「ＣＯＧｉＴＯコギトの開発をしているベンチャー企業だろ？」

「わたしのお父様は、その会社のオーナーなの。プロジェクト・ヒューマリティが起業するとき、お父様が多額の出資金を出したのよ」

　今度は俺が目を丸くする番だった。

「えっ、本当に!?　永と羽わ星ぼし家が名家だとは聞いてたけど、それは知らなかった」

「その縁もあって、わたしもＣＯＧｉＴＯの開発に関かかわらせてもらっているの。わたしには高度な専門技術は無いから、開発中の装置のテストに協力するくらいだけど」

　話していると、ステーションの男性スタッフが近づいてきて、永羽星さんにダンボール箱を渡した。彼女はこれを受け取りに来ていたようだ。

「永羽星さんは何を買ったの？」

「これは商品ではなくて、新機能テストのためのユニットなのよ」

「へえ、どんなテストをしているんだろ？」

「未発表の機能だから、ネットに書かないでね」

　永羽星さんは周囲に聞こえないように声をひそめ、俺のほうに顔を近づけた。彼女の息がほおに当たりそうで、妙にこそばゆい。

「これはブレインリンクといって──」

　言いかけて、永羽星さんは慌てて口を閉じた。さっきの受付スタッフが戻ったんだ。

「後ご阪さか様、お待たせしました。こちらがＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫになります」

　俺は支払いのために財布を取り出し、会話は一時中断された。




　ＣＯＧｉＴＯステーションでの用件が済むと、俺と永羽星さんは帰路についた。

　結局、どんな新機能なのか聞きそびれてしまった。まだ未発表の機能らしいし、こんな人ひと混ごみの中で話題にしないほうがいいだろう。

　エスカレーターで一階のエントランスホールまで降りると、大勢の来客で混雑している。

「永羽星さん、だいぶ重そうだけど大丈夫？」

　隣を歩く永羽星さんは、左手に学生鞄かばん、右手にはさっきのダンボール箱が入った手提げ袋を持っている。ダンボール箱はずいぶん重そうだ。

「ええ、このくらい平気よ」

「永羽星さんって名家のお嬢様だし、お付きの爺じいやが持ってくれるのかと思ったよ」

「ふふふ、それはマンガの世界よ。爺やなんていないわ」

　そのとき騒がしい足音が永羽星さんの背後に勢いよく近づいた。

　数人の男子学生たちが、よそ見をしながら人混みの中を走っているのだ。

「きゃっ！」

　彼らを避よけようとして足がつまずき、永と羽わ星ぼしさんの体がふらついた。

　どうにか踏ん張ったもののバランスを崩し、手提げ袋が投げ出されそうになる。

「危ない！」

　俺はサッと空いた手を伸ばし、手提げ袋を支えようとする。

　なんとか間に合ったようだ。俺の片手が、ずっしりと重い紙袋を受け止めている。

「まったく、あんなに走って危険だなあ」

　駆け抜けた男子学生たちを見ると、別の場所でもぶつかりそうになったらしく、買い物客のおばさんに注意されていた。

「永羽星さん、ケガは無い？　よかった、テストユニットを落とさなくて──」

　言いながら彼女のほうを振り返ったとき、思わずドキリと息を止めた。

　横顔がすぐ間近に見えた。永羽星さんが俺の胸元に倒れかかったんだ。

「えっと、大丈夫、かな……」

「え、ええ……。助かったわ、ありがと……」

　なぜかほおを赤らめながら体を離し、永羽星さんは荷物を持ち直した。

「重そうだし、俺が持とうか？」

「いえいいの。わたしが預かったものだから、責任を持って運ぶわ」

「だったら学生鞄かばんを持つよ。両手なら運びやすいし」

「な、何？　ずいぶん親切なのね。下心があるのではなくて？」

「下心なんて無いよ。困ってる人を手助けするのは、当然だと思うけどな」

「！　ご……ごめんなさい。確かに後ご阪さか君からは、邪よこしまな気持ちなんて感じられないわ。本当の親切心を知っている人なのね……」

　永羽星さんは妙なことを言うなあ。

　この俺が、リアルの女の子に下心なんて抱くはずがないのに。

「……それじゃお願いしようかな」

　永羽星さんは俺の手に学生鞄を預けながら、照れくさそうにちょこんと一礼する。

　そうして俺たちは、また歩き出した。

　彼女は両手で手提げ袋を持ち、俺は二つの学生鞄。二人とも手がふさがっているため、人ひと混ごみの中で転ばないよう、ゆっくりと進む。

「それにしても、今日はずいぶん混んでるよね」

「きっとあれよ」

　永羽星さんは足を止め、エントランスホールに大きく掲げられた看板を見上げた。

　リアルなスペースシップや恐竜の絵が描かれた看板には、こんな文字が派手に躍っている。『世界最先端・拡張現実テーマパーク　アンリミテッドリアル』。

「拡張現実を全面的に取り入れた、空間体験型アトラクションですって。先日のオープン以来チケットが完売続きだそうよ。後ご阪さか君は、ああいうのは興味ある？」

「う～ん、それなりには興味あるけど、どっちかっていうとカップルやファミリー向けのスポットだよね？　俺だと行くきっかけが無いと思うな。永と羽わ星ぼしさんは興味あるの？」

「あのアトラクションにはＣＯＧｉＴＯコギトの技術も使われていて、わたしも入場チケットを何枚か頂いたの。一度は見に行こうと思うのだけど、一緒に行く人がいなくて……」

「意外だね。永羽星さんなら付き合ってる人くらい、いそうに思えたけど」

「残念ながらいないわ。お付き合いをするなら、心から尊敬できる人と決めているから」

「永羽星さんらしいね。それなら学校で誰か誘ってみたら？」

「誰を誘えばいいのかしら……」

　ちょっと困ったような顔で考えている。

　ふいに俺と目が合って、永羽星さんはハッと気付いたように慌てて言った。

「べ、別に後阪君を誘っているわけじゃないのよっ!?」

「何も言ってないって。それに今は自分のＣＯＧｉＴＯで忙しいし」

「そ、そうよね。後阪君、これから夢に向かって勉強をするのよね。遊んでいる暇なんて無いわよね……」

　ふう、と小さなため息をつき、永羽星さんは再び歩き出す。

「わたしも浮ついてないで、がんばらないと」

　俺たちはアトラクションの看板に背を向けながら、商業施設の建物から外に出た。

　すぐ前の道路にタクシー乗り場が見える。客待ちのタクシーが何台か連なっていた。

「やっぱりタクシーで帰ろうかしら。本当は節約したいのだけど」

「それがいいよ。テストユニットって精密な機械なんだろ？　安全に運んだほうがいい」

「専用ルートで輸送してもらったのに、わたしが壊したら台無しですものね」

　永羽星さんはうなずくと、タクシー乗り場のほうに歩き出した。

　先頭のタクシーに近づくと、後部座席の扉が開く。

　俺は預かっていた鞄かばんを永羽星さんに差し出した。

「それじゃあ、俺は電車で帰るから」

「後阪君も一緒に乗りなさいよ。一人でも二人でも乗車賃は変わらないわ」

「でも、永羽星さんの家ってどこだっけ？」

　聞くと、彼女の家と俺の家は電車で一駅ほど離れている。

「家も離れてるし、遠慮しておくよ。俺の家に寄ったら遠回りになるし」

「そう……」

　永羽星さんはダンボール箱の入った手提げ袋を後部座席の奥に置き、その隣に腰掛ける。

　俺から渡された学生鞄を両手で抱え持ち、運転手に行き先を告げた。

「それじゃ永羽星さん、また学校で」

　軽く手を振り、駅のほうへ歩き出そうとしたときだ。

「ね、広ひろ十と君！」

　突然下の名前で呼ばれて、俺は振り返った。

「これから、広十君って呼んでもいい？」

「えっ、名前で？　……いいけど、どうして急に？」

「昨日、いろいろと失礼なことを言ってしまったでしょう？　でもこれからは、もう少し、その……いいお友達になれたらな、って」

　お友達か……。

　うん、悪くない。彼女は思ったよりも素直でいい人みたいだ。

　しかも彼女は、ＣＯＧｉＴＯコギトの開発を手伝っているほどの人だ。友達になれたら、貴重な知識を教えてもらえるに違いない。

「わたしのことも、璃り々り七なと呼んでくれると、嬉うれしいわ……」

　つい『璃々七さん』と呼ぶ自分を想像して、ちょっと戸惑った。

　考えてみれば、同級生の女子を名前で呼んだことなんて無い。

　でもそれが友達になるってことだよな。慣れないけど、努力しなければ。

「永と羽わ星ぼしさんの希望なら、そう呼ぶことにするよ。それじゃええと……璃々七さん！」

　少し勇気を出して名前を声に出すと、彼女は嬉しそうにほほ笑んでくれた。

「ええ！　それでは、また──」

　言い終わるより早く扉が閉まり、最後まで聞き取れない。

　タクシーが走り去る間際に見えた彼女の口元に、ちょっと違和感があった。

　──また、あとでね。

　そう言ったように見えたんだ。

　いや、そんなはずがない。『また明日ね』と言ったのを見間違えたんだろう。

　そういえば璃々七さんとリーナって、同じような発音の名前だよな。改めて思い返すと、顔立ちもどことなく姉妹みたいに似ている。

　とはいえ、従順なメイドと気高いお嬢様じゃ雰囲気はだいぶ違う。もちろん俺の理想は、リーナみたいな従順メイドだ。

　さあ俺も早く帰って、リーナとのパンツが見えるいちゃラブ生活を実現させよう！




　やっぱり璃々七さんと一緒にタクシーに乗ればよかったかも。

　と思ったのも、電車を降りるころには空が曇ってきて、小雨が降り始めたからだ。

　本降りになる前に帰宅できてよかった。私服に着替えると、俺はさっそくＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫのインストールに取りかかった。

　隣ではリーナがわくわくした表情で見守っている。

「いよいよですね、広ひろ十と様。リーナは生まれたときから、広十様にリーナの一番大切なものをあげるって決めてましたから！」

「一番どころか、俺はリーナの全部をもらっちゃうからな」

「はうぅ～。広十様に、リーナの全部を差し上げちゃいます～」

　ふにゃあと、とろけそうな顔で目を回すリーナ。

　購入したパッケージには、インストール用のメモリーユニットと製本マニュアルが含まれていた。メモリーユニットを取り出してＣＯＧｉＴＯコギトのアルミボディにセットすると、空中にインストール開始のメッセージとアイコンが浮かび上がる。

『ＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫ　自動インストール　所要時間　約一時間』

「一時間もかかるのか。ずいぶん長いな」

　少し不安になった。以前スマホのＯＳをアップデートしたとき、ミスしてデータが消えてしまったことがある。

　もしインストールに失敗したら、最悪、リーナが消えてしまわないだろうか？

「そうだ、リーナのデータをバックアップできるかな？　今の状態を保存しておけば、万一インストールに失敗しても元に戻せるし」

「申し訳ありません。リーナをバックアップすることは不可能なんです」

「どうして？」

「バーチャルアテンダントのＡＩには、特製のニューロモーフィックチップが使われています。人の脳が成長するのと同じように、チップの構造がアナログ的に変化し続けるんです。ですから普通のコンピューターのように、デジタルコピーはできないんです」

　専門的な技術はわからないけど、とにかくバックアップが無理ということは理解した。

　コピーが作れないのなら、リーナを何人も生み出すことも不可能ってわけだ。

「ＡＩといっても、リーナは世界にただ一人の存在なんだな。大切に扱わないと」

「広十様……。そんなに思っていただけて、リーナは幸せです……」

　リーナは潤む瞳ひとみで俺を見つめた。

「大丈夫ですよ、広十様。もし失敗しても、リーナのデータは簡単に消えませんから」

「そうだね。最先端のマシンなんだし、スマホとは違うよな」

　俺は意を決し、『インストール開始』と書かれたアイコンに手を伸ばした。

「インストール中はリーナは活動できません。それでは広十様、ＳＤＫでぱわ～あっぷしたら、またお会いしましょう！」

　そう言い残し、リーナの姿が消える。

　ＣＯＧｉＴＯ本体のランプが、赤く点滅し始めた。インストールが開始されたのだ。

「リーナ、ちゃんと戻ってくれよ……」

　インストールを待つ間、マニュアルを読みながら過ごすことにした。終了までにＳＤＫの基本操作をマスターしたいものだ。

　読み進めていると、次第に室内が薄暗くなった。

　窓の外を見ると分厚い雲が空を覆っている。いよいよ本格的に降ってきそうだ。これではマニュアルも読めない。電灯をつけよう。

　時計を見ると、インストール開始からもうすぐ一時間。そろそろ完了するはず。

　突然、窓の外で閃せん光こうが瞬き、激しい轟ごう音おんが響いた。雷だ。

　直後、唐突に電灯の明かりが消えた。

「停電……？」

　おそるおそるＣＯＧｉＴＯコギトの本体を見た。ランプが完全に沈黙している。

「リーナ……っ!?」

　本体に駆け寄ってアルミボディを揺すってみるが、どうにもならない。

　十分ほどで停電は復旧し、部屋の電灯がつく。

　本体のランプも再び点灯し、何事も無かったかのように明滅が再開した。

「大丈夫……なのかな」

　それからさらに五分ほど経たって、部屋の中央に『インストール終了』の文字が浮かび上がった。自動的にＣＯＧｉＴＯが再起動され、空中にロゴが現れる。

　俺はロゴの前に立って、じっと成り行きを見守った。

　目の前に無数の光の粒子が浮かんだ。

　それらは一つに集まり、等身大の人間の姿へと変化する。

　現れたのは、金色の髪を持つ、短いスカートのメイド服を着た少女。

　彼女がゆっくり目を開けると、以前と変わらないブルーの瞳ひとみが俺を見つめた。

「リーナ！　よかった、無事だったんだな！」

「……？　ここは……？」

　リーナは少しぼんやりした様子で周囲を見回す。

「どうした、リーナ？　記憶は無事か？　俺がわかる？」

「……ひろ……と…………くん？」

「そうだよ、俺は広ひろ十とだ。停電でどうなるかと思ったけど、成功したんだな！」

　リーナは喜びに満ちた笑顔を浮かべ、嬉うれしそうにピョンと跳びはねた。

「すごい！　わたし広十君の部屋にいるっ！　こんな、こんなこと、信じられないっ!!」

「あれ？　リーナ、少し口く調ちようがおかしくない？」

「わたしのこと？　そんなにおかしいかな!?　なんだかドキドキしちゃって、ちょっと変になってるのかも！」

　やっぱり今までのリーナの口調と違う。メイドというより、普通の女の子。それもクラスメイトの女の子みたいな雰囲気だ。

　停電の影響で、データが変化してしまったんだろうか。

　でも大きな問題ではなさそうだ。リーナはちゃんと俺のことを覚えている。

　ＳＤＫがあれば元の性格に修正することも可能だろうし、それにクラスメイトみたいなリーナも、これはこれで愛らしい。

「本当に……広ひろ十と君が目の前にいるのね……。こんな近くに……」

　リーナは感激で目を潤ませながら俺を見つめた。

「ああ。俺たち、また会えたんだよ。一人でいる間、君のことばかり考えてた」

「そう……だったの……。ちょっと、恥ずかしいわ……。で、でも悪い気分じゃないわよ！　わたしも広十君と一緒のとき、楽しかったから」

「安心して。俺たちはこれからずっと、一緒にいられるんだから」

「ずっ、ずっと、一緒……！　そそ、そんな、ぷ、ぷぷ、プロポーズみたいに……」

　リーナと結婚か……。なんて素晴らしい響きだろう。

　人間とバーチャル美少女の結婚など聞いたことがない。でも実現したら……。

「いろいろ難題が待ち受けてると思うけど、結婚できたら最高に幸せだ」

　ボッと、リーナの顔が火を噴くように真っ赤になった。

「まっ、まま、まだ早いわっ！　わたし、こ、心の準備がっ!!　それに年齢だって!!」

　俺はハッと我に返った。

　これほど手間をかけてＳＤＫをインストールしたのは、なんのためだ？

「そうだ、喜ぶのはまだ早い。初志貫徹しないとな！　まずはそこに立ってくれるかな」

「は、はい！」

　リーナはちょっと緊張した様子で直立した。

　俺は彼女の前に立って口を開く。

「ＳＤＫメニュー、起動」

　音声認識により、リーナを囲むように一〇個ほどのアイコンが現れる。これがＣＯＧｉＴＯコギト‐ＳＤＫの各機能にアクセスするメニューだ。

　その中の『権限設定』アイコンに触れると、システムメッセージの音声が流れた。

『バーチャルアテンダントの権限管理メニューです。管理者ネームと権限レベルを設定してください』

　俺は高らかに宣言した。

「管理者は後ご阪さか広十！　権限レベルは最大！　リーナの規制を全すべて外してくれ！」

『コマンド認証。権限を設定しました。以後、バーチャルアテンダント・リリナの全機能は、管理者ヒロト・ゴサカによって制御されます』

「これで他人の作った自主規制なんて無関係だ！　リーナは完全に俺のものになる！」

　俺は喜びと興奮に全身を震わせた。

「……ん？　あれ？　今、リーナを変なふうに呼ばなかった？」

　ふと違和感を覚えたものの、システムメッセージの声はもう聞こえない。

　まあいいや。気にせずリーナに笑顔を向けた。

「長い道のりだったけど、ＳＤＫを買ってよかった。三万円をつぎ込む価値があったよ」

　深呼吸して高ぶる気持ちを抑えると、俺は床に両手をついた。

「あの、広ひろ十と君……？　何をするつもりなの？」

　リーナが少し不安そうな表情で聞く。

「それにさっきから、わたしのこと『リーナ』って呼んでいるような……」

「もちろんリーナはリーナさ」

　間違いなく俺のリーナだ。じっと、目の前にある理想的な胸の膨らみを見つめた。

　するとリーナは両腕で胸を隠して恥じらう。なんてかわいい仕草だ。

「え、え……？　ど、どこ……見てるの……？」

「おっと、胸ばかりに夢中になってる場合じゃない。リーナの純白のパンツを見ないと」

「パ、パンツ!?」

「今こそ俺はリーナとの毎日を創造する、いちゃラブクリエイターになるんだ!!」

「いちゃラブ……クリエイター……」

　這はいつくばるように彼女の足に顔を近づけ、鼻で大きく息を吸い込んだ。

「ああ、リーナの足も最高だ。かぐわしい桜の香りすら感じるみたいだよ……」

　じっくり堪たん能のうしながら視線を上げていく。

　白いソックス、膝ひざの上の絶対領域……。

　その上にある純白のパンツが、ついに俺の前に……。

　突然俺の頭に台風のような風圧が叩たたきつけ、俺の頭髪がふわっとなびいた。

「え……？」

　見ると、リーナのホログラフィックの足が、俺の頭をすり抜けている。

　もしかして、今、俺の頭を踏みつけた……？

　スカートの下から顔を出し、おそるおそる彼女を見上げた。

　リーナは両手でスカートを押さえ、まっすぐに俺を見下ろしている。

　まるで、汚らしいゴミ虫を見るような目で。

　氷のように冷たい声が、頭上から俺を突き刺した。

「そこまでしてパンツが見たいとか、バカじゃないの？」

　なんだ……？　何が、起きてるんだ……？

「あきれたわ。何が純白のパンツよ。最っ低。この色ボケ男！　変質者!!」

「うううっ、リーナ、Ｓな性格になっちまったのか？　でも俺、あいにくマゾ属性じゃないんだよ。罵ののしられたいとか踏まれたいとか、イマイチ理解できないんだ」












「まだわからないの？　わたしは璃り々り七なよ。永と羽わ星ぼし璃々七！」

「璃々七さん？　何を言ってるんだ？　なんでリーナが璃々七さんなんだよ？」

「さっきは鞄かばんを持ってくれて、どうもありがとう」

　それを聞いた瞬間、俺は悟った。

　今日の帰り道、俺は永羽星さんの鞄を持ってあげた。リーナはそんなこと知らないはずだ。ということは、リーナの姿をした彼女は……。

「璃々七……さん？　璃々七さんが、そこにいるのか？」

「やっとわかったの？　わたしがアクセスしているのに気付かなかったのね」

「さっぱりわからない。どうして璃々七さんがここにいて、リーナの姿をしてるんだ!?」

「今日運んでいたテストユニットがあるでしょう？　家に帰った後、わたしはそのユニット……ブレインリンクのテストをしたの。これは簡単に説明すると、人間がバーチャルアテンダントになれる機能。わたしは自分の部屋にいて、意識だけをアテンダントのＡＩに乗り移らせているのよ」

「そ、そんなことが可能なのか……？　リーナはどうなったんだ？」

「リーナというのが、広ひろ十と君のバーチャルアテンダントなのね？　どうしてわたしに似た名前なの？」

「偶然だろ。彼女が自分から名乗ったんだ。とにかくリーナはどこなんだ？」

「ブレインリンクでアクセスしている間は、リーナのＡＩは活動を停止しているのよ。アクセスを終了したら元に戻るわ」

「それならいいけど……。なんのために俺の部屋に来たんだよ」

「近距離でブレインリンクをテストするのに、広ひろ十と君の部屋がちょうどよかったの。それに今日のお礼として、開発中の新機能を特別に見せてあげたかった。広十君はＣＯＧｉＴＯコギトの未来を夢見て突き進む人だって信じてたから。──なのに、なあに？　ＳＤＫを買ったのも勉強するって言ったのも、全部パンツを見るため？　完全に騙だまされたわ」

「自分で買ったんだぞ。どう使おうが自由じゃないか」

「ええそうね。自由にしたらいいわ。広十君って、やっぱり一番ではなく二番のタイプ。ほんと最悪最低。今後わたしの前で人間を名乗らないことね」

　ぐっ……。なんて口の悪さだ。一瞬でも素直でいい人だなどと感じたのが間違いだった。やっぱりこいつはリアル女、それも性悪なクソ生意気お嬢様だ！

「信じられないよ。リアルの人間がバーチャル美少女になれるだなんて。どうしてそんな機能が開発されたんだ……」

「様々な用途が期待されているのよ。ＡＩでは難しい高度な芸ができるバーチャルタレントや、遠く離れた場所からでも中継できるバーチャル実況者、次世代のバーチャルチャットにバーチャルスポーツ、それから──」

「そうじゃない！　なぜ純じゆん真しん無む垢くなバーチャル美少女をリアル女が浸食するんだ!?」

「…………はあ？」

「いいか？　バーチャル美少女の魅力は外見だけじゃない！　むしろ内面こそキラキラと輝く宝石のように純粋で美しいんだぞ！　リーナはいつも俺の心と一緒だ！　俺が喜べば一緒に喜び、俺が悲しめば一緒に悲しんでくれる！　決してそんなふうに『何言ってんだこいつ？』みたいな顔しないんだっ!!」

「……そこまでバーチャル美少女に憧あこがれているのね」

「当たり前だ。頼むからこれ以上、リーナのイメージを崩さないでくれ」

「そういえば広十君。今日は何曜日だったかしら？」

「なんだよ急に。火曜日だろ」

「ちょうどいいわ。今夜中に生ゴミと広十君を燃えるゴミに出さないと」

「なっ、生ゴミ!?」

「だけど一緒に捨てるなんて気の毒よね。生ゴミがかわいそう。だって広十君よりも腐りきったゴミなんて、この世に存在しないんですもの」

「うあああっ、リーナの姿でそんな汚い言葉を使わないでくれえっ!!　清純なリーナが生ゴミだとか言うはずないんだああっ!!」

「くだらないわ、バーチャル美少女への憧れなんて。そんなものぶち壊してあげる」

　璃り々り七なさんはぐっと顔を近づけ、ニヤリと腹黒く笑った。

「わたしが広ひろ十と君に、本当の女を、教えてあげるわ」

「ほ、本気で言ってるのか……？」

「当然よ。それはもう徹底的に、ね」

　間違いなく決意の目をしている。なんて女だ。

「その、璃々七さん。それはちょっと、大胆すぎるんじゃないですかねえ……」

「何よ大胆って」

「そういうのは、もう少し大人になってからのほうが……。俺だって女の体なんか知らないけど、教えてほしいとも思わないし」

「女の体？」

　璃々七さんは一瞬きょとんとして、やっと自分の言葉の意味に気付いたらしく、顔中を真っ赤に染め上げた。

「そそ、そういう意味じゃないわよっ！　本当の女の子は怒らせたら怖いことを教えるって意味！　いやらしい解釈をしないで!!　この変態ケダモノ色情魔っ!!」

「変態ケダモノ色情魔でなくても、いやらしい解釈しかできないと思いますがねえ……」

「くうっ……」

　璃々七さんは俺を睨にらみつけ、プイッとそっぽを向いた。

「ま、まあいいわ。貴重なテスト時間なのに広十君を相手にするなんて無駄の極みよね」

　余裕アピールなのか、わざとらしいほど大げさに髪をかき上げる。

「そうだよ。俺の相手なんて無駄だから、早く帰ってくれよ」

「深く関かかわる前にあなたの正体が知れてよかったわ。それじゃ、さよなら」

　そう言って璃々七さんは俺に背を向ける。

　やっと元のリーナが戻ってくる。リーナと過ごして疲労した心を癒やさないと。

　しかしいつまで待っても璃々七さんは帰ろうとしない。

「あの、璃々七さん？　まだ帰らないのか？」

「……帰れない」

「はい？」

「元に戻れないのよ！　どうして!?　どうして元の体に戻らないのっ!?」

「またまたそんなこと言って──」

　しかし言い終わる前に俺は口をつぐんだ。様子がおかしい。

　璃々七さんは見るからに焦っている。本当に非常事態に直面したようだ。

「元に戻れないって、どういうことだよ？」

「わたしの実際の体は自分の部屋にいるわ。ブレインリンクの接続を解除すれば、意識が元の体に戻るはずなのに」

「そういえばさっき、バーチャルアテンダントの管理者権限を俺に設定したな。そのせいで璃り々り七なさんが自由に戻れないんじゃないか？」

「ああ、そうかもしれないわね。ひとまず権限を解除してもらえる？」

　当然だ。こんな生意気お嬢様、近くにいられても困る。

　再びＳＤＫのメニューを表示させ、『権限設定』のアイコンに触れた。

「俺を管理者から外して、最初の状態に戻してくれ」

『コマンド認証。バーチャルアテンダントの管理者を初期状態へ戻します』

　しばらくして、ＣＯＧｉＴＯコギト本体のランプが赤く光った。

『原因不明のエラーが発生しました。権限設定を変更できません。現在、バーチャルアテンダント・リリナの全機能は、管理者ヒロト・ゴサカによって制御されています』

「なんだ？　解除できないってこと？」

「ちょっと、どうなってるのよ!?」

　璃々七さんが焦った顔で問い詰める。

「俺が聞きたいよ！　管理者と言われても、何をどうすればいいんだか」

「……こうなったら、直接目覚めさせるしかないわね」

「目覚めさせる？」

「今、わたしの体は睡眠状態にあるの。なぜか体が目覚めないようだから、無理やり叩たたき起おこすのよ。そうすれば意識も強制的に引き戻されるわ」

「それなら簡単じゃないか。璃々七さんの家に電話して、家族に起こしてもらえばいい」

「無理よ。わたし、マンションで一人暮らしなの。家には誰もいないわ」

「それなら誰かが起こしに行くしかないか。近くに住んでいる友人はいないの？」

「こんな状況、人に説明しても信じてくれないわ……」

　二人ともしばらく黙って考え、お互いの視線が合った。

「仕方ないわね。屈辱的だけど、広ひろ十と君、わたしの家まで行ってもらえる？」

「俺がかよ!?　俺だって一応男だぞ。一人暮らしの女子の家に行けってのか？」

　とはいえ切羽詰まった彼女の顔を見ると、まごついてる場合じゃなさそうだ。

「……まあ確かに、俺が行くのが一番手っ取り早いけどさ」

「言っておくけど、わたしの家に来ていいのは今回だけだから」

「ああもう、わかってるよ」

「それと、わたしも一緒に連れて行って。目を覚まさない理由を確認しないと」

「連れて行くって、どうやって？」

　拡張現実のバーチャルアテンダントは、ＣＯＧｉＴＯが設置されている場所でしか姿を現すことができないんだ。

「ＣＯＧｉＴＯフォンがあるわ。──その三角のタッチパネルを押してみて」

　言われたとおり、ＣＯＧｉＴＯコギト本体の上部にある△マークに触れた。

　するとカバーの一部がスライドし、中から黒い板状のユニットが排出される。ちょうどスマホくらいの大きさの電子機器だ。

「ユーザー登録時に携帯電話の情報を入力したわよね？　なら手続きは済んでいるはずよ。使用を開始すれば、これが広ひろ十と君のスマートフォン代わりになるの」

「スクリーンが無いけど、どうやって使うんだ？」

「本体の横にある電源マークで起動するわ」

　俺はＣＯＧｉＴＯフォンを手に持ち、璃り々り七なさんの指示どおりに操作した。

　すると今までそこにいた璃々七さん……つまりリーナの姿が消える。

「璃々七さん？　どこに行ったんだ!?」

「ここよ！　手元を見て！」

　手に持ったＣＯＧｉＴＯフォンを見た瞬間、思わず目を丸くした。

　板状の機械の上に、小さな女の子のホログラフィックが浮かび上がっている。金色の髪もメイド服のコスチュームもリーナのものと同じ。

　ただ一つ違っているのは、思いっきり低い等身にデフォルメされていること。

　いわゆるミニキャラみたいな姿だ。顔もアニメのキャラクターっぽくアレンジされていて、違和感が無い。

「おお……。これはこれで、結構かわいいじゃないか」

「何よ、ジロジロと」

「この姿だと璃々七さんというより、リリナって感じだな。さしずめミニリリナか」

　俺は彼女の名前をアニメキャラのようなイメージで呼んでみた。

「……軽々しく呼ばないで。失礼ね」

　考えてみれば、バーチャル美少女の姿になった彼女を『璃々七さん』と呼ぶのは違和感がある。しかし『リリナ』と脳内変換すればしっくりする。

　よし、バーチャル状態の彼女は、俺の中では『リリナ』だ。そう呼ぶことにしよう。

「この状態でリリナさんを連れて行けるんだな？」

「ＣＯＧｉＴＯフォンの機能を使うときは、バーチャルアテンダントに話しかけるのよ」

「スマホの音声認識アシスタントみたいな感じか」

「これは単なる携帯機ではないわ。むしろＣＯＧｉＴＯの中心。この小さなユニットに、バーチャルアテンダントの頭脳であるニューロモーフィックチップが内蔵されているの」

「これがリーナの本体ってことか!?　無くしたり落としたりしたら大変だな……」

「ＣＯＧｉＴＯフォンのボディは宇宙開発にも使われる特殊な複合材料で作られていて、一〇階から落としても象が踏んでも壊れないほど頑丈だし、耐火も防水も万全。故障させるほうが難しいくらいよ。紛失時の追跡機能も完備されているわ」

「へえ～。こんなに小型で軽量なのになあ」

「とはいえ、今はわたしの意識もＣＯＧｉＴＯコギトフォンの中にあるのだから、くれぐれも大切に扱いなさい」

　現代の科学技術はここまで進んでいるのか。

　俺は思わず、小さなボディを上から下からしげしげと眺め回してしまった。

　どんな角度に傾けてもリリナのホログラフィックは逆さまや横向きにならず、垂直の姿勢を保っている。よくできてるもんだ。

「おっと、感心してる場合じゃないな。早くリリナさんの家へ……」

　改めてＣＯＧｉＴＯフォンの上のリリナに話しかけると、ミニキャラの彼女は、なぜか真っ赤な顔でスカートを押さえながらプルプル震えていた。

「こっ、こんな姿のときまで、スカートの中を見ようだなんて……。あなたってどこまでパンツバカなのっ!?」

「えっ!?　いや俺はＣＯＧｉＴＯフォンを見てただけで！」

　そう言いながらハッと気がついた。

　あまりの最先端技術を前につい忘れてたけど……。

「……ミニキャラになっても、見えるのか？」

「見なくていいっ!!」




　ともかく俺は、リリナとともに彼女の家へと向かうことにした。

　すっかり本降りになった雨の中、傘を差して駆け出していく。

　彼女の住むマンションは、俺の家からだと電車で一駅離れている。

　駅のホームで電車を待つ間、少しリリナと話をした。

　俺の手に乗ったミニサイズの女の子に、通りかかった人たちが物珍しげな目を向ける。他人から見れば、最新の拡張現実アプリで遊んでいるようにしか思えないだろう。

「そもそもリリナさん、なんで一人暮らしなんだ？」

「電脳文化高校へ通うには、実家からだと遠いのよ。わたしは通学に時間をかけても通いたいと言ったのだけど、両親は、帰りが遅くなると危険だからと、近くに家を借りることを勧めたわ。それもセキュリティが万全のマンションにしなさいって」

「じゃあ生活費の心配は無いのか」

「両親には助けてもらって感謝しているわ。だから少しでも実家の負担を減らしたくて節約生活。食事はしっかり取るようにしているけれど。そして自分でもできる限り稼ぐため、アルバイトとしてＣＯＧｉＴＯの新機能のテストを引き受けたの。でも、お金のためだけじゃない。世の中が変わるような技術の誕生に、わたしも参加したいのよ」

　そんな会話をしていると電車が来たので、俺たちは乗り込んだ。

　次の駅で降りると、リリナの先導で足早に彼女の家へ向かう。

　たどり着いたのは一〇階建ての高級マンションだ。ロビーにはインターホンと宅配ボックスが備えられ、ガラス扉は当然のようにロックされている。一階にはコンビニまで入居していて、外に出なくても買い物ができる便利さだ。

　セキュリティ重視とは言え、こんなマンションに一人暮らしとはさすがお嬢様。

「管理人さんに事情を話して、鍵かぎを開けてもらうしかないか」

「その前にわたしの部屋のインターホンを。呼び出し音で目を覚ますかもしれない」

「そうだな。璃り々り七なさんの部屋番号は──」

　俺はインターホンの前に立ち、彼女から教えてもらった部屋番号をプッシュする。

　ピンポーン、という呼び出し音がスピーカー越しに響く。しかし返事は無い。

　もう一度プッシュしたとき、スピーカーの向こうで女の子の声がした。

「どちら様でしょう」

「璃々七さん!?　俺だ、後ご阪さか広ひろ十とだよ！　よかった、目が覚めたんだな！」

「広十様ですか!?　お待ちください、すぐそちらへ向かいます！」

　一時はどうなることかと思ったけど、元の体に戻れたようだ。ホッと胸を撫なで下おろしながら、手に持ったＣＯＧｉＴＯコギトフォンの彼女に話しかけた。

「これでリーナも戻れたな。嬉うれしいよ、俺のリーナに再会できて！」

「……今の、誰？　どうしてわたしが部屋にいるの？」

「リーナ？　リーナに、戻ったんだよな？」

「わたしはリーナじゃない。永と羽わ星ぼし璃々七よ」

　そのとき気がついた。さっきインターホンに出た声、俺を妙な口く調ちようで呼んでいた。

　広十様……？

　ガラス扉の向こうに足音が聞こえ、一人の少女が見えた。

　俺と同じ学校の制服を着た少女。長い髪の、気品を感じさせる姿。

　扉が開くと同時に、璃々七さん──の姿をした少女は、泣き笑いの表情で駆け寄り、両腕で俺に抱きついた。

「広十様！　ううっ、やっと再会できたんですね！　ずっと独りぼっちで、リーナ、とっても寂しかったです……」

「今、なんて言った？　り……りーな……？」

　どう見ても永羽星璃々七さんの姿の彼女を前に、つい妙な発音になってしまう。

　しかし彼女はその呼び方を気に入ったのか、嬉しそうに答えた。

「はい！　りーなは頭のてっぺんから足のつま先から純白のパンツまで、身も心も広十様のものになるため、生まれ変わったんです！」

「ああっ……」

　リリナが頭をクラクラさせ、パタンと倒れる。そのまま彼女の動きが停止した。

「リリナさん!?」

　何度もＣＯＧｉＴＯコギトフォンに触れてみるが、反応が無い。フリーズしたようだ。

　俺の背に回されたりーなの腕に力が込められ、彼女の体がぎゅっと密着した。

　バーチャルじゃない。しっかりと感じる、現実リアルの女の子……。

「これが広ひろ十と様の体なのでしょうか……？　こんなにも冷たいなんて」

「それは、雨の中を走ったから……」

「そうだったのですね！　それではお風呂に入って、温まってください！」

　りーなは俺の手を引いて、マンションの中へと駆け出した。

　なんてことだ。

　俺の頭で『常識』の文字が崩壊する。

　どれほど非常識だろうと、認めざるを得ない。

　さようなら、旧時代の現実リアル……。

　俺の目の前で、璃り々り七なさんとリーナの意識は、そっくり入れ替わってしまったんだ！






２　バーチャルの美少女がリアルに尽くしてくれるだと!?









　ここは高級マンションの五○二号室。永と羽わ星ぼし璃々七さんの家だ。

　俺は今、璃々七さんの家の脱衣所にいる。曇りガラスの扉の向こうはバスルームで、早くも浴槽から湯気が立ちのぼっている。

　そしてすぐ前で、璃々七さんは俺の服を脱がそうとしていた。あの生意気お嬢様が俺の胸元に顔を近づけ、慣れない手つきでシャツのボタンを外している。

　彼女が頭を動かすたび、柔らかな髪が俺のほおに触れてくすぐったい。

　いったい、なんだ……。何が起きてるんだ……。

　落ち着け、俺。目の前にいる彼女は、璃々七さんじゃない。体は璃々七さんだけど、中身が違う。璃々七さんの体に宿っているのは、リーナのＡＩだ。

　クラスメイトのお嬢様、永羽星璃々七さん。

　俺のために生まれたバーチャルアテンダント、リーナ。

　二人の意識は、丸ごと入れ替わってしまったんだ……。

　ええい、ややこしい。リアル状態になったリーナは『りーな』と呼ぼう。

　バーチャル状態の璃々七さんは『リリナ』だ。

「見てください広ひろ十と様！　りーな、広十様のボタンを外せました！」

　上着の一番上のボタンを外し、りーなは嬉うれしそうに笑った。

　このままだと俺は、彼女に全部脱がされてしまう！

　いいのか？　それでいいのか？　目の前の彼女は、見た目は確実に璃り々り七なさんなのに！

　あまりに常識外の出来事を前に、頭が回らない。

「あ、ありがとう、りーな。先に着替えを用意してくれるかな。雨で濡ぬれたから乾いた服を着たいんだよ」

「はっ！　気付かずに申し訳ありません！　すぐにご用意いたします！」

　りーなはタタタと小走りに脱衣所を出て行った。

　一人になって、ようやく一息つく。とにかく状況を整理して考えないと。

　バスルームの扉を見ながら考えた。ここは風呂に入ってしまうべきなのか？

　中に入って扉を閉めれば、ひとまず一人になって、落ち着いて考えられるはずだ。

　りーなが戻る前にと、俺はシャツを脱いでズボンを下ろした。

　そこでハッと気付いて手を止める。バスルームとはいえ、他人の家で全裸になるのか。

　見回すと、脱衣所のタオルハンガーに水玉模様のタオルが干してあった。これを借りて腰に巻こう。少しはマシだ。

　準備を整えてバスルームの扉を開けると、湯気の熱気があふれ出した。

　なかなか立派なバスルームだ。壁にシャワーがかけられ、シャンプーやリンスの容器が入った小棚が置かれている。これがリアル女の風呂なのか……。

　ええい、気にするな。俺は思いきってバスルームの中へ足を踏み入れる。

　扉を閉めて深呼吸をして、どうにか心を落ち着かせた。

「これからどうするべきか、考えないとな……」

　リリナは無事なのかな。まずは確認だ。

　フリーズ状態のＣＯＧｉＴＯコギトフォンの電源マークを指先で押し続けると、自動的に再起動が始まった。こういう部分は通常のスマホの使い勝手と共通しているようだ。

　やがてパタンと倒れたままのミニリリナの姿が浮かび上がる。

「リリナさん、大丈夫か!?」

「う……うう……ん。わたし……？」

　リリナは寝ぼけたような顔で立ち上がり、まわりをキョロキョロと見回す。

　俺に目を向けた途端、またもフリーズしたかのように固まった。

「なっ、ななななな、な、なんで広十君がバスルームにいるのっ!?」

「落ち着いてくれ。りーなに連れて来られたんだ。雨に濡れたから温まってくれって」

「いいから離れてえええっ!!」

　リリナは真っ赤な顔で叫びながら俺に背を向ける。

　確かに裸だけど……相手がミニキャラ姿だと、女子に見られてるって気分にならないな。

　しょうがない。ＣＯＧｉＴＯコギトフォンをシャンプー入れの小棚に置き、少し離れて立つ。

「ほら、これでいいか？」

　ようやくリリナは渋々といった表情で振り返った。

「まったく、何がどうなっているのよ……？」

「原因は不明だけど、二人の意識が入れ替わったのは確実らしい。どうにか元の状態に戻せる方法は無いかな？」

「ブレインリンクの事故となると、わたしたちでは手も足も出ないわよ。緊急連絡をしたほうがいいわ。わたしからＣＯＧｉＴＯの開発室に連絡を取ってみましょう」

「どうやって連絡するんだ？　バーチャルの体じゃ電話も使えないだろ」

「ＣＯＧｉＴＯフォンの設定メニューで、わたしとアプリの連携を許可してくれる？　バーチャルアテンダントがメッセージアプリを操作できるようになるの。開発室のＩＤは覚えているから、連絡できるはずよ」

「ええと、ＣＯＧｉＴＯフォンを操作するには、バーチャルアテンダントに頼むんだっけ。それじゃリリナさん、設定メニューを開いてくれ」

　リリナは両手を広げてくるりと一回りする。魔法少女の変身ポーズみたいな演出だな。

　続いてリリナを取り囲むように、キラキラ輝く一〇数種類のアイコンが現れた。

　アプリのアイコンだ。それぞれウェブブラウザ、地図、スケジュール帳など……。ＣＯＧｉＴＯフォンには、最初から基本的なアプリがインストールされているらしい。

「それじゃあ広ひろ十と君、連携させるアプリのアイコンに指でタッチして」

「わかった。やってみるよ」

　俺はアイコンに触れるため、棚に置いたＣＯＧｉＴＯフォンの前に進んだ。

「ちょ、ちょっと!?　は、裸のまま近づかないでくれるっ!?」

「近づかなきゃ指が届かないだろ」

「いいこと!?　わたしは美しい芸術を鑑賞して育ったのよ。あなたの裸みたいなこの世のものと思えないゲテモノを見たら審美眼が崩壊してしまうわ！」

「はいはい。それじゃ向こうを向いててくださいって」

　リリナはまたも真っ赤な顔になって、ぷりぷり怒りながら俺に背を向ける。

　アイコンに近づいて見てみるが、見慣れないため種別がよくわからない。

「どれがメッセージアプリなんだ？　とりあえず、全部連携させて問題ないか」

　円状に並んだアイコンを指先で回しながら、一つ一つ全部にタッチしていく。

　準備が済んで棚から離れると、リリナはこちらを向いた。

「よし、これで連携できたみたいだぞ」

「待ってて。今から開発室にメッセージを送るから」

　リリナの目の前にメッセージボードが浮かび上がる。

　彼女が意識を集中させるように目を閉じると、自動的にボードに文章が書かれていく。

　本来なら、ＡＩのバーチャルアテンダントに指示してアプリを操作してもらうんだろう。さすがは最先端技術。入れ替わりが戻ったら、リーナといろんなアプリを試してみよう。

「……送信完了したわ。あとは開発室からの返事を待ちましょう」

　安あん堵どしたとき、背後でバスルームの扉が開いた。

　りーなだ。いつの間にか素肌の上にバスタオルを巻いたりーなが立っている。

　なんてことだ。バスタオルの上に胸の膨らみとお腹なかのくびれがくっきりと浮かんでる。

「広ひろ十と様、お背中をお流しします」

「いや俺、もう上がるから。りーなは外で待っててくれるかな」

「ダメですよ、まだ全然温まってません。このままじゃ風か邪ぜを引いてクシュンってなっちゃいます！　りーながちゃんと温めてあげますからね」

　まずい。実にまずい状況だ。バスタオル一枚のりーながバスルームに入って来る。

　絶望的なリリナの声がした。

「いやああ……。広十君なんかとお風呂に入って……わたし、汚されてしまうわ……」

「心配しないで、リリナさん。どれほど無防備だろうと、俺は決してリアル女に手を出すようなやつじゃない！」

「その『リアル女』というのが無ければ頼もしいセリフなんですけど」

　りーなはシャワーを手に持ち、俺のほうを向く。

「それでは広十様。お背中を向けてください」

　こうなったらできる限り穏便にやり過ごさなくては。

「う……うん。手短に頼むよ……」

　言われるまま、りーなに背中を向けてバスチェアに腰を下ろした。

　りーなはすぐ後ろで膝ひざ立だちになり、シャワーのお湯で俺の背中を流す。

　次に石けんを手に取り、両手でこすりながら泡立てた。

「ひゃっ!?」

　思わず声が出てしまった。りーなの手のひらが俺の背中に触れたんだ。

「どうですか、広十様。気持ちいいですか？」

　タオルで流すということを知らないらしい。りーなは素手のまま、上から下へ、右から左へ、円を描くように俺の背中をなでまわす。

「き、気持ち……いいよ……。ぞくぞくするほどだ……」

「絶頂しちゃいそうですか？　いいんですよ、広十様。りーなで絶頂してください！」

「うあああっ!?」

　彼女の細い指先が俺の脇腹に触れ、思わず絶叫しそうになった。

　ふと視線を感じて見ると、棚の上のリリナがギッと俺を睨にらみつけている。

　ものすごい眼力だ。ミニキャラサイズなのに怖こええなあ……。

「あの、リリナさん？　横に浮かんでいるカメラはなんでしょうか？」

「わたしの体に何かしたら、あなた、どうなるか覚悟できているのでしょうね」

「なんとなく想像はつくけど、参考までに、どうなるのでしょう？」

「このカメラアプリで広ひろ十と君のゲテモノ裸を撮って、世界の晒さらし者ものにしてやるわ。二度と表を歩けなくしてあげる」

「ええと、他人から見たら、俺と永と羽わ星ぼし璃り々り七なさんがお風呂でイチャついてる写真にしか見えないと思いますが……」

「イチャついて……!?　そ、そんなものを見られたら、わたし、二度と表を歩けなくなるでしょうがっ!!　どこまで卑劣なの、あなたってゲテモノは!?」

「俺は事実をそのまま言っただけでですね」

　ふいに俺の背中をさすっていたりーなの腕から力が抜け、だらりと垂れ下がった。

　そっと後ろを見ると、りーなは真っ赤な顔で頭をフラフラさせている。

「……りーな？　どうしたんだ？」

「ふああ……。りーな、頭がぼんやりですう……」

「さては、のぼせたのか!?」

「はうう……広十……さまぁ……」

　りーなの体がふらりと傾き、どさっと俺の背中にのしかかる。

　な……なんだ？　なんだ、背中に当たるこの感触は!?

　張りのある弾力が二つ、俺の背中を圧迫している。

　こ、これはりーなの……すなわち、璃々七さんの……胸……。

「いやあああああああぁっ!!」

　リリナの絶頂……じゃなかった、絶叫がバスルームに響き渡った。




　りーなを寝室のベッドに寝かせると、俺はホッと一息ついた。

「……わたしの体、変なところ触ってないでしょうね」

　本棚に置いたＣＯＧｉＴＯコギトフォンの上で、ミニリリナが睨んでいる。

「普通におぶっただけだって。変なことなんて、してないよ」

　それから俺は、自分が着ているジャージを指し示した。

　さっき着替えにりーなが用意してくれた、璃々七さんの私服のジャージだ。幸いゆったりしたサイズだし、男女兼用のデザインだから、男の俺でも問題なく着られる。

「着替えを貸してもらって助かるよ。りーな、俺の服を洗濯機に入れちゃって」

「……貸したくないけど、あんなゲテモノ裸で家中うろつき回られるよりマシよ」

「でもリリナさんのジャージでよかった」

「わ、わたしのジャージを着て嬉うれしいの？　ふ、ふぅん。広ひろ十と君って変態なんだから」

　唇をとがらせるリリナのほおが、ほんのり朱色に染まった。

「だってリリナさんなら、洗濯もきちんとしてそうだ。清潔で安心だよ」

「……ああ、そう。そういうことなのね。この変態!!」

「なんで!?　清潔がいいのは普通だろ!?　それとドライヤーもありがとう。トランクスを乾かせなかったら下着が無いところだった」

「いちいち言わなくてよろしいっ」

　うーむ、お礼を言ってるのに不機嫌だなあ。

「ふあぁ……。広十様ぁ……。なんでもご命令してくださいぃ……」

　ベッドの中のりーなは、ムニャムニャと寝言をつぶやいて心地よさそうに眠っている。

「りーなも突然リアルの体になって、疲れたのかな」

　毛布と布団を彼女の肩までかけた。今はゆっくりと寝かせておこう。

　俺は寝室の明かりを消すと、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンを持って廊下に出た。

「これからどうしよう。──開発室の人とは連絡がついたのかな？」

「ついさっき返事があったわ。異変は既に察知して、開発主任がこちらに向かうそうよ。アメリカから飛んで来るから、到着は明日の朝七時ごろになるって」

「明日の朝か。もう何も起きなきゃいいけど……」

「変な感覚よ。自分が自分の体の外にいるなんて」

「そうだよな……。とにかく今は、りーなにケガや事故が無いよう、注意しないと」

「……広十君、今夜はわたしの家に泊まりなさい。今はあなたしか頼れないわ」

　ミニサイズのリリナが、少し気弱そうな表情になる。

　もしかして、俺を信頼してくれるのかな？

「そうだな。りーなが危ないことをしたら、俺しか止められないし」

「言っておくけど、広十君がわたしの家に泊まっていいのは今回だけだから」

「わかってるってば。まあ、どうせ外に出る服も無いから」

「寝るときはリビングのソファを使って。替えの布団もあるから寝られるはずよ」

「じゃあ、借りるよ。あとで家に外泊の連絡もしておかないと」

　そうしてリリナの案内で、俺はリビングにある大きめのソファに毛布を敷いた。

　ちょうど春で夜も過ごしやすい気温だし、充分寝られるはずだ。

　準備を整えると、リビングのテーブルに置いたＣＯＧｉＴＯフォンに目を向けた。

　リリナは小さくため息をつきながら、憂ゆう鬱うつそうに室内を見回している。

　いろいろ不安なんだろうな。ちょっと心配になって、声をかけてみた。

「リリナさんは大丈夫なのか？」

「……広ひろ十と君、わたしの心配をしてくれるの？」

「そりゃそうだよ。バーチャルの体になってしまうなんてさ。もし俺に手伝えることがあったら、なんでも言ってくれ」

「ありがとう……。わたしは大丈夫よ」

「無理しなくていいからな」

　リリナさんはじっと俺を見つめ、嬉うれしそうにほほ笑んだ。

　彼女の表情はとても素直で、リーナの純粋さにも負けていないように思えたんだ。

　その瞬間までは。

「うん。無理なんてしない。広十君が帰ったら家中を消毒して、人間が住める世界に復活させるから。ゲテモノの臭においが染みついた部屋で無理して暮らすなんて、それこそ無理」

「はあっ!?」

「そのジャージも一〇〇回クリーニングに出して、繊維の一本にいたるまで徹底的に洗浄するから、何も心配しないでね」

「ひ、人が心配してるのに、こ、ここ、この、生意気お嬢様がっ……！」

「そうそう。広十君の外泊の連絡、代わりに入れておいてあげたから」

「は!?　いつの間に!?」

　リリナがメッセージアプリを立ち上げ、履歴を表示させる。

　最新の送信先ＩＤは俺の母さん。もちろん俺は送ってない。

　リリナが勝手に送信したメッセージだ。こんなふうに書かれていた。

『今晩は女の子の部屋で夜を明かすよ。大丈夫。男としての責任は取るから。広十』

「ってなんだよこれ!?　思いっきり誤解されるじゃないか！」

「あら？　別に嘘うそは書いていないでしょう？　お風呂も部屋もジャージも汚されたのだから、しっかり責任を持ってくれないと」

　俺は大急ぎでバーチャルキーボードを表示させ、追伸のメッセージを書いた。

『今の冗談だから！　友達と徹夜でギャルゲー大会するって意味だから！　広十』

　母さんのＩＤに送信して、ホッと安あん堵どの息をつく。

「よし。これなら安心してくれるだろ」

「……むしろ別の意味で不安になりそうだけど」

　俺はキッとリリナを睨にらみつけた。

「くそっ……。舐なめてた。永と羽わ星ぼし璃り々り七なさんという人がここまで性悪だとは……、俺はとことん舐めてたよ……」

　リリナは「ベーッ」と舌を出し、それからツンとそっぽを向く。

　こ、こんなやつに俺のバーチャルアテンダントが乗っ取られたなんて！

　ああ、リーナ。俺のかわいいリーナ。俺の希望はリーナだけだ……。

「リーナぁ、俺は必ず、リーナを俺の元に取り戻してみせるからなあああっ!!」

　決意の声が、クソ生意気お嬢様の家に響き渡った。




　そうして俺はこの家で一晩を明かした。

　というか、女子の部屋に泊まるなんて初めてだ。

　そうは言っても、しょせんリアル女の家。それもあの生意気お嬢様の家とあれば、ときめきも何もありゃしない。

　女の子がかわいく起こしてくれるイベントは、ゲームの中でしか起こらないんだ……。

「……様。……広ひろ十と様。起きてください。朝ですよ」

　何やら耳元でささやく声がして、意識が眠りの底から呼び覚まされた。

　リビングのソファの上でハッと目を開けると、すぐ近くに璃り々り七なさんの顔がある。

　ゆったりとしたパジャマを着て、なぜかその上にエプロンを着けていた。

「おはようございます。すやすやした寝顔を見ているだけで、幸せで胸がいっぱいになっちゃいました」

　あの璃々七さんが優しく起こしてくれただと……？

　俺は半分寝ぼけた頭で上半身を起こした。

　いやいや、璃々七さんじゃない。彼女はりーなだ。

「というかりーな、なんでパジャマの上からエプロンを着けてるんだ？」

「メイド服に着替えようと思ったのですが、どこにも見当たらなくて……。せめてフリフリのパジャマの上からエプロンを着ければ、広十様にお仕えできると思ったんです。いかがでしょうか、りーなのパジャマエプロン！」

　りーなは両手を胸元で重ね、キュンとした笑顔を浮かべる。

　かわいい……。

　リアルなのに、かわいい……。

　あの性悪璃々七さんがここまでかわいい笑顔になるなんて、りーなはそれほど純粋で汚けがれの無い存在なんだ。

「広十様もお着替えをいたしましょう。お洗濯した服が乾きましたよ」

　りーなは足下に畳まれた服の中から、パリッと乾いた上着のシャツを手に取った。

「着替えを手伝ってくれるのか？」

「ご安心ください。りーなが広十様の服を全部、着替えさせてあげます」

　りーなが、かわいいりーなが、俺を着替えさせてくれるだって……？

　昨日のバスルームでは突然のことに動揺したけど、落ち着いて考えれば、これは理想的なシチュエーションじゃないか？

　体は璃々七さんでも、中身はリーナ。バーチャル美少女に着替えさせてもらうなんて、いまだかつて実現したことのない人類の夢だ。












　ちょっとドキドキしながらりーなの前に立ったとき、コホンと咳せき払ばらいの音がした。

　リビングのテーブルを見ると、俺のＣＯＧｉＴＯコギトフォンが充電器の上に置かれている。その上にミニリリナの姿が浮かび上がり、冷たい視線を向けていた。

「広ひろ十と君、わたしに着替えさせようなんて、してないわよね」

「も、もちろ──」

　もちろんしないよ、と言いかけて俺は考え直した。

　昨夜、俺を散々バカにした性悪お嬢様はどこの誰だっけ？

「もちろんさ。俺はリリナさんになんて着替えさせてほしくない。りーなに着替えさせてほしいんだ。な、りーな」

「ううう、りーな、広十様に頼りにされて、世界一の幸せＡＩですぅ……。一生懸命、気合いを入れて着替えさせていただきますね！」

「ちょっと待ちなさいっ!!　広十君、本気で着替えさせるつもり!?」

「どうしたんだ、慌てた顔して。『これからは広十君のことバカにしません。今まで生意気なことを言ってごめんなさい』って謝れば、考え直してもいいんだけどな～」

「くっうううぅ……」

　プライドの高いお嬢様は謝ることもできず、悔しそうにギリギリと歯ぎしりする。

　完全に俺の勝ち勝負。リリナが謝っても謝らなくても実にいい気分だ。

　とうとうリリナは諦あきらめの声を出した。

「……そう。わかったわ。わたしの負けね。りーな、広ひろ十と君を着替えさせて」

「えっ、本当にいいのか!?」

　どういう風の吹きまわしなんだか、リリナは不機嫌そうにうなずいている。

「もちろんです！　さあ広十様、まずは上着からですよ。ジャージを脱がせて差し上げますから、手を上に伸ばしてください」

　本当にりーなが着替えさせてくれるのか……。

　このシチュエーションを味わうように深呼吸しながら、両手をゆっくりと上げる。

「待ちなさい、りーな。そのまま広十君を着替えさせたらダメよ。準備をしないと」

　見ていたリリナが声を出した。

「りーなのお着替え、間違っているのでしょうか？　どうすればいいのでしょう？」

「わたしが教えてあげる。こっちに来て」

　りーなはリリナの近くに行き、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンを手に取った。

　そのまま、リリナの誘導でリビングを出て行く。

　なんだ、準備って？　リリナのやつ、着替えを見るのも恥ずかしいのかな？

　リビングで立ち尽くしたまま待っていると、やがてりーなとリリナが戻ってきた。

「お待たせして申し訳ありません。広十様、お着替えを始めましょう！」

　りーなはＣＯＧｉＴＯフォンをテーブルに戻し、改めて俺の前に立つ。向かい合うと、抱え持ってきた服を両手で広げた。

　なじみのあるデザインの服だ。品のよいシャツと、ブレザーの上着。襟元からは、ほどかれたリボンが垂れている。

「……えっと、それ、学校の女子制服だよね？」

「はい。朝は制服に着替えるのだと教えていただきました」

「いやいや、それ女子の服だから！　というかリリナさん!?　デタラメ教えただろっ！」

「わたしのジャージを着られるのだから、わたしの制服だって着られるでしょう？」

「このジャージは男女兼用だろ!?　制服なんて着られないよ！」

「そんなの知～らない」

　リリナは人ごとみたいな顔でそっぽを向きやがった。

　りーなは制服を床に置き、俺が着ているジャージの裾すそに両手をかける。

「まま、待ってくれ、りーな！　さすがに女子の制服なんて着たら変態だから！」

「暴れたらダメです、広十様。服が破れちゃいますよ！」

　それは困る……。このジャージもリリナさんの服。破れたら弁償だ。

　俺はぐっと耐えるように両目を閉じ、なすすべも無く、ただひたすらりーなの思うがままにさせるしかない。

　ジャージを脱がせるりーなの手が脇腹や腕に当たった。細い指が体中のあちこちに触れるたび、妙な緊張感とくすぐったさに背筋が張り詰めそうになる。

　そうして俺はズボンも脱がされて、とうとうトランクス一枚の姿になってしまった。

「ほら広ひろ十と様。足を上げてください。スカートがはけません」

　やっぱりか。やっぱり俺はスカートをはかされる運命なのか……。

　観念するようにぎゅっと目をつむり、歯を食いしばって片足を上げる。

　何もできず立ち尽くす俺に、りーなは女子制服を着せていった。

　なぜだ。バーチャル美少女に着替えさせてもらうという夢のようなシチュエーションなのに、実に屈辱的な気分がするぞ。

「さあ、お着替えが終わりましたよ！」

　りーなの声で、俺はそっと目を開けた。

　自分の体を見下ろすと、上から下まですっかり女子制服姿にされている。

　制服のサイズが小さいから上着のボタンは閉まりきらず、あちこちピチピチだ。おまけにスカートの中はスースーしているし……。

「わあ……っ。とってもかわいいです、広十様！」

「ううう、かわいいって……」

　情けない気分になりながら彼女を見返して、ふと気がついた。

　りーなの鼻から、真っ赤な赤い筋が垂れている。

「ってりーな!?　鼻血、鼻血が出てるぞっ！」

「ふぇああっ!?　な、なんでしょうかこれは!?　赤いのが、赤い水がりーなの鼻から出てますうっ!?」

「なんで興奮してるんだよっ!?」

「こ、興奮ですか!?　りーな、興奮しているのですか!?　どうしたらいいのでしょう!?」

「落ち着いて！　ベッドに横になって休むんだ！」

「ふぁい！　こ、このような粗相、申し訳ありません広十様ああっ！」

　りーなは鼻を押さえながら寝室へ駆けていく。

　俺はテーブルの上のリリナをキッと睨にらみつけた。

「リリナさん？　女子制服を着せるとか、冗談にもほどがあるんじゃないですかねえ」

「…………」

　リリナは真っ赤な顔でフリーズしていた。

　しかも妙に嬉うれしそうな顔してやがるぞ、コイツ。




　結局俺は、自分で自分の服に着替えた。

　りーなはまだ寝室のベッドで横になっている。

　時計を見ると朝の七時前だ。

「そういえばリリナさんが呼んだ開発主任の人、そろそろ到着する時間じゃないか？」

「あら、そうね。出迎える準備をしないと」

「考えてみるとリリナさんってすごいよな。ＣＯＧｉＴＯコギトの開発主任ともなれば、間違いなく世界最高レベルの天才じゃないか。確かヴィーシェ博士という人なんだろ？」

「ヴィーシェを知っているの？」

「ネット上の噂うわさで、だけどね。インド系アメリカ人の天才ＡＩエンジニアという以外、本名も経歴も不明の謎なぞの人物。いろんな人が正体を考察してて、きっと一四歳の天才美少女だ、なんて言って盛り上がってる。もちろん単なる願望というか、妄想なんだけどね」

「願望、ねえ……」

「博士を萌もえ化したイラストが何枚も発表されてて、一番人気あるのがクマさんトレーナーの上に白衣を着た、小柄なクール系美少女なんだ」

「ヴィーシェが見たらどう思うかしらね」

　リリナは少しおかしそうに笑った。

「本当は大人の大学教授みたいな人だろうってのは、みんなわかってるよ。オタクって、戦国武将だろうと歴史上の偉人だろうと神話の英雄だろうと、なんでもかんでも萌え美少女にしちゃうんだ」

　話していると、玄関のインターホンが鳴り響いた。

「到着したんじゃないか？」

「今、メッセージが入ったわ。下のロビーに着いたところみたい。オートロック解除の番号を教えたから、すぐにこの部屋まで上がってくるはずよ」

「リリナさんの姿じゃ玄関の扉を開けられないか。りーなも寝てるし、俺が出るよ」

　髪が乱れてないかチェックして、開発主任を出迎えるために玄関へ向かった。

　玄関に着いてすぐ、再びインターホンが鳴らされる。玄関の前まで来ているようだ。

「はい！　今開けます」

　玄関扉を開けたが、誰も見当たらない。

　なのにもう一度インターホンの音だけが響き渡る。

　ハッと気配を感じて横を見ると、うんしょと背伸びをしながらインターホンに手を伸ばしている女の子の姿があった。旅行中なのか、大きなスーツケースを引いている。

　ぱっちりと大きな目に、小麦色の肌。外国人の女の子のようだ。

　裾すそ長ながの白衣の下にクマさんキャラが描かれたぶかぶかのトレーナーを着て、短パンの下から細い素足を伸ばしている。

　この子がヴィーシェ博士？　いや、博士がこんな小さな子のわけないし……。

　ああなるほど、と気がついた。きっとヴィーシェ博士の娘さんだ。それでネットのイラストをマネしてるんだな。

「おはよう、お嬢ちゃん。お父さん……それともお母さんかな？　ヴィーシェ博士と一緒に来たんだね。博士はこっちに向かってるところ？」

　すると女の子は、じっと俺を見上げて黙り込む。

「ええと……俺は後ご阪さか広ひろ十とって言うんだ。日本語は通じるかな」

「ふむ……。わたくしは極めて想定外の事態に直面したのでございます。致命的なエラーを回避せねばなりません。このヒロトと名乗る人物に対しどのような対処を試みるべきか論理的かつ慎重な検討の必要が生じました」

「あの、お嬢ちゃん……？」

　彼女はあごに手を当て、考え込むようにぶつぶつと独り言をつぶやき始めた。

「このヒロトと名乗る人物は何者でしょうか。確認すべき重要事項はヒロトが男性か女性かという点でございます。ヒロトとは日本社会において主に男性名として認識される名称と考えられますが断言はできません。なるほどヒロトの股こ間かんを見るにズボンの表面がわずかに盛り上がっていることが観測されます。ですがこの盛り上がりの因果関係が染色体ＸＹを持つ雄に特有の生殖器官すなわち男根にあると判断するのは性急に過ぎます。ヒロトの股間に存在するものが性的刺激を誘発する小型器具いわゆる大人のおもちゃである可能性も検討せねばなりません。早急なる調査の必要が生じました。つきましては──」












　女の子は俺の顔を見上げた。

「ヒロト、ズボンとパンツを脱いでいただけますでしょうか」

「嫌です」

「ヒロトは変態でありましょうか」

「真人間です」

「ふむ……。返答速度から推察するにヒロトは生物学上の男性であると仮定して問題なさそうであります。なぜ彼は璃り々り七なお嬢様の部屋にいるのでしょう。ヒロトは璃々七お嬢様の使用人なのでしょうか。否いな。璃々七お嬢様がヒロトなる人物を金銭的に雇う合理的理由は見受けられません。ヒロトは璃々七お嬢様の奴隷なのでしょうか。だとすれば璃々七お嬢様はなぜ奴隷を必要とするのでしょう。ヒロトはなぜ璃々七お嬢様に隷属するのでしょう。両者に利益をもたらす唯一の関係。ふむ。なるほど。論理的帰結が得られました」

　女の子は確信的な目を向けた。

「ヒロトは璃々七お嬢様の性奴隷でございますね」

「違います」

「ふむ……。わたくしの論理的考察が不正確な結果に終わるとは、想定以上に予測不可能な事態が起きていると考えられます。取れる行動の選択肢は多くありません」

　女の子はスーツケースを開け、何個もの携帯ゲーム機やガラクタみたいな機械部品が詰め込まれている中をガサゴソと引っかき回し、スマホを取り出した。

「つかぬことを伺いますが、日本の警察の通報番号は一一〇番でよろしいでしょうか？」

「いや俺、怪しい人じゃないから！」

　そのとき部屋の廊下からりーなの声がした。

「ふあぁ……申し訳ありません広ひろ十と様……。やっと鼻血が止まりました～」

　鼻にティッシュを詰めたりーながフラフラと歩いてくる。

　その姿を一目見て、無表情だった女の子の眉まゆがわずかにピクリと動いた。

「……ふむ。これは間違いなく致命的なエラーが発生したのでございます」




　りーなは椅い子すに座ってじっと目を閉じている。ずっと眠り込んだように動かない。彼女の頭には、大型ヘッドフォンのようなブレインリンクのユニットが装着されていた。

　その隣に小さな台が置かれ、俺のＣＯＧｉＴＯコギトフォンが乗っている。

　ミニリリナのホログラフィックは微動だにしない。機能が停止しているんだ。

　ここは璃々七さんの家にあるテストルームだ。窓も無い室内には、本体や投射ユニットなど、様々なＣＯＧｉＴＯ用の装置が設置されている。

　壁の大きなコルクボードには、大小様々な大きさの用紙がピン留めされていた。細かく書かれた数値表、日々の記録が記入されたグラフ、気になったことを書き留めたメモ。どれも専門的な測定結果を記した内容のようだ。

「リリナさんのアルバイトって、こんなに本格的だったのか」

「お嬢様の測定データには助けられておりますよ。専門家では見落としがちな点によく気付いて指摘していただけるのでございます」

　デスクのパソコンの前にはさっきの女の子が座り、相変わらず無表情な顔でモニターを見つめながらキーボードを打ち続けていた。

「再リンクプログラムのビルドが完了したのでございます。これを実行してしばらく待てば、璃り々り七なお嬢様の意識とバーチャルアテンダントのＡＩは元の状態に戻るでしょう」

　彼女がキーボードのエンターキーを叩たたくと、モニターに表示される数種類のグラフが激しく動き始めた。

「ありがとうございます。ヴィーシェ博士が来てくれて助かりました」

　ヴィーシェ博士はデスクチェアを回して俺のほうを向いた。床に足が届かず、空中でブラブラさせている。何度見ても年下の女の子にしか見えない。

「改めて自己紹介をいたしましょう。本名はヴィジャヤシュリ・ヴィシュヴァカルマン・クラスタリングと申します。プロジェクト・ヒューマリティ社と契約を結び、ＣＯＧｉＴＯコギトの開発主任を任されております」

　この小柄な女性が、ＣＯＧｉＴＯの開発者である天才エンジニアだ。

「普段はヴィーシェと名乗っております。広ひろ十と殿もそのようにお呼びくださいませ」

「さっきは失礼しました。てっきり小学生か中学生の子と勘違いしてしまいまして」

「まったくです。わたくし、とうにアメリカの高等教育課程を修了しておるのですよ」

　外見は年下に見えても、実際は俺よりずっと年上の人なんだろう。

「でも『一四歳の天才美少女』という噂うわさも納得です。雰囲気はイラストのままですし」

「あの萌もえイラストでしたら公式のプロフィールを再現しているのでございますよ」

「そうなんですか？　ネットでは一切の経歴が不明って書かれてましたけど」

「わたくしは正直に経歴を公表しておりますのに、なぜかネタ扱いされてばかりなのです。信じてもらえず不満なのでございます」

「でもさすがに一四歳ってのは、キャラ立てですよね」

「いえいえ、現在の実年齢そのままでございますよ」

「またまたあ。ヴィーシェ博士って冗談も通じるんですね。確かにヴィーシェ博士は若く見えますけど、一四歳でこんな天才的な発明ができるわけありませんって」

「ふむ。広十殿の認識上でわたくしに関する定義が少々混乱しているように見受けられます。早急に認識を正しくアップデートする必要がありましょう」

　そう言うとヴィーシェ博士は突然トレーナーの裾すそをつかんでまくり上げた。

「ってなんで脱ぎ始めるんですかっ!?」

「成長期の乳房すなわちおっぱいを調査することで、わたくしが生後およそ一四年以上が経過した時期の個体であると観察されるでしょう」

　おへそが丸出しになったところでヴィーシェ博士の手が止まった。

「はっ！　しかしながらわたくしの乳房の発達具合は全世界の女性個体の標準的成長率よりも極めて低く、日本文化においてまな板というメタファーで形容される身体的特徴いわゆるぺったんこを有しているのであります。これでは広ひろ十と殿の意識において、わたくしの生物学的性別がイタイケな美少年もしくは男の娘こであると誤認識されかねません」

　ヴィーシェ博士はデスクチェアからぴょこんと降り立ち、短パンの上端に手をかけた。

「先にわたくしの性別に対する認識を確実に定義づける必要があるでしょう。股こ間かんを観測すればこの個体が染色体ＸＸを持つ雌に特有の生殖器官すなわち」

「頼みますからこんなところで脱がないでくださいってば！」

　叫ぶと、彼女は突然俺から目を逸そらし、ちょっと恥ずかしそうにほおを赤らめた。

「もしや……。わたくしとしたことが、極めて重要な事項を確認し忘れておりました」

「……どうしたんです？」

「広十殿は、ロリータにコンプレックスを抱いておられるのでしょうか？」

「抱いてません！　とにかくヴィーシェ博士が一四歳の女の子だって、俺の認識が定義づけられましたから」

「そうですか？　それならばよろしいのですが」

　どうにかヴィーシェ博士は服を脱ぐのをやめて、またデスクチェアに座り直した。

　うーむ、並外れた天才というのは突拍子の無い行動をするものなんだろうか。

「それと広十殿。敬語でなくて構いません。『博士』も不要です。日本語をマスターするためにも、日常的な学生の言葉で話してもらったほうが勉強になるのでございます」

「そうですか？　それじゃあ、これからは普通の口く調ちようで話すね」

　そうしているうちに、パソコンモニターのグラフが静かに停止した。

「完了です。璃り々り七なお嬢様が目を覚ませば、元の意識に戻っていると思われますが」

　俺はりーな……つまり璃々七さんの前に立ち、じっと顔をのぞき込んだ。

　目が覚めたように、彼女がゆっくりと両目を開ける。

「う……うう……ん……」

「気分はどう？　璃々七さん……だよね？」

「りーなは、りーなですよ、広十様。『ぶれいんりんく』の修理は終わりましたか？」

　にっこりほほ笑みながら答える。ダメだ。彼女はりーなのままだ。

　ＣＯＧｉＴＯコギトフォンのほうを見ると、リリナも再起動したところだった。

「……元に戻らないようね。何が起きているの？　ヴィーシェ」

「うーむ……。今回の入れ替わり現象は、ブレインリンクのテストとＳＤＫのインストールによるセキュリティロックの解除が同時に実行され、さらに停電時の急激な電圧変化のショックが重なったことで、予期せぬ動作を引き起こしたのだと推察されます」

　ヴィーシェは相変わらず無表情ながら、眉み間けんにしわを寄せてモニターを見つめた。

「ですがＣＯＧｉＴＯコギトは想定外の動作が起きた場合、自動的にエラーを修復し正常へ戻る設計になっているのであります。にもかかわらず、璃り々り七なお嬢様とＡＩの意識が入れ替わったままというのは、予想よりも複雑なエラーのようですね……」

　ヴィーシェは首をかしげながら、パソコンのキーボードをカタカタと叩たたき始める。

「俺にも手伝えることがあるかな」

「ご心配は無用でございますよ。広ひろ十と殿は普段どおりにお過ごしください」

　確かに専門的な知識は持っていないし、ヴィーシェを手伝うことも難しそうだ。

　するとリリナが口を開いた。

「わたしのほうからお願いしてもいいかしら？」

「リリナさんが？　なんだよ」

「広十君が登校するとき、わたしも一緒に連れて行ってほしいのよ」

「バーチャルの状態で登校したって欠席扱いだぞ」

「クラス委員に任命されたのに、新学期早々から欠席したのでは心苦しいわ。他の人に仕事を肩代わりさせてしまうもの。だから、広十君にクラス委員の仕事を手伝ってもらえると助かるのよ。わたしが一緒なら、何をするかも説明しやすいから」

「なるほどね。そのくらいなら構わないよ。けど登校するとなると……」

　俺はりーなのほうを見た。彼女も一緒に学校へ行くんだろうか？

「広十様、登校するのでしたら、りーなが学校生活をサポートいたします！　りーなにお任せいただければ、教科書もノートも忘れません！　一日の宿題だってスケジュール帳にバッチリ記録いたします！」

　いつの間に用意したのか、りーなは張り切った様子でポケットからメモ帳を取り出す。

　バーチャル美少女が授業中も付きっきりでサポート……。

　嬉うれしいけど、先生や生徒たちの前でそんなことできないしなあ。

　考えていると、ヴィーシェが横から口を挟んだ。

「りーなの面倒でしたら、わたくしが見るのでございますよ」

「いいのかな？　ただでさえ調査があるのに、いろいろ押しつけちゃうけど」

「いえいえ、その目的もあって来日したのですから」

　さすが天才技術者。ちょっと変わってるけど、人間性も立派なんだろうなあ。

　と、ヴィーシェの口元が心なしか歪ゆがんだように見えた。彼女はモニターを見つめながら、ぶつぶつと小声でつぶやき始める。

「くっくっく、璃り々り七なお嬢様が留守の間に、りーなの体を隅から隅までおっぱいの弾力からおしりの張力まで徹底的に測定するのでございますよ。今こそお嬢様の生意気ボディの秘密を解き明かして、わたくしも夢のお嬢様ボディに！」

「聞こえてるわよ、ヴィーシェ」

　リリナの声に、ヴィーシェはギクリと肩をこわばらせた。

　やっぱり天才技術者って、ただの変人なのかも……。

　ともかく、りーなを登校させるのは無理があるよな。

「残念だけど、りーなを学校に連れて行けないんだよ。家で待っててくれるかな」

「りーなは広ひろ十と様のメイドです！　どうして学校に行ってはダメなのでしょう!?」

「俺たちの通う学校は、人間のメイドを連れて行けないんだ。大丈夫だよ、りーな。元の姿に戻れたら、また一緒にいられるから」

「そうだったのですね。お別れの間、どうかご無事でいてください……」

「ありがとう。それじゃあ、俺は学校に行くからね」

「行ってらっしゃいませ、広十様。りーなは広十様のお帰りをお待ちしています！」

　俺は別れを惜しむりーなに見送られながら、マンションの五〇二号室を出た。




　マンションの外は昨日からの雨も上がり、朝の日差しが濡ぬれた道路を照らしている。

「あんなにいじらしい顔で見送られると、離れたくないよな」

「だったら一緒にいればいいのじゃない？」

　俺の上着のポケットから、ミニリリナがちょこんと顔を出している。

　こっちはかわいらしい外見と裏腹に、すっかり意地悪な態度だ。

「ほんと、中身が変わっただけでこんなにも違うんだなあ……」

「どういう意味かしら？　中身がわたしだと不満でも？」

「いえ別に。俺はただ、一般的な感想を述べただけでですね」

　そんなふうに話していると、Ｔ字路に出た。

　つい足が止まる。駅へはどう進めばいいんだ？

　昨日は慌ただしかったし、リリナに先導してもらったから、道順を覚えていない。

「駅の方向はどっちだっけ？」

「知らないわ。自分で調べなさいよ」

「急がないと遅刻するじゃないか」

「いいわねえ。広十君が遅刻の言い訳をしている姿、見てみたいわ」

「学校に連れて行けって言ったのはリリナさんだろ。クラス委員の仕事を手伝わなくていいのかよ？」

「ちょうどいいわ。遅刻の反省として手伝ってもらうことにしましょう」

　まったく、なんというひねくれ者だ。

　俺はＣＯＧｉＴＯコギトフォンをポケットから出して手に持った。

「じゃあ自分で調べるから地図アプリを出してくれないか」

「広ひろ十と君、頼み事のマナーがなってないようね。わたしに頼み事をするときは、地面にひれ伏して『お願いします璃り々り七な様、哀れな広十の頼みを聞いてくださいませ～』って泣いて土下座をするの。そうしたら考えてあげないことも無くもないわ」

「どっちだよっ！　いいから、地図アプリを出してくれってば」

「そんな態度では言うことなんか聞いてあげませ……あ、あら？　体が勝手に……」

　ＣＯＧｉＴＯフォンの上のリリナが、両手を足下に伸ばした。

　何かをつかむ仕草をして「よいしょっ」と巨大な物体を持ち上げる。

　地球だ。ミニリリナの倍以上もある地球儀を両腕で抱え持っている。ホログラフィックの立体地図が見られる、ＣＯＧｉＴＯマップというアプリらしい。

「ちょっと、どういうこと!?　体が勝手に動くのだけど!?」

「どうやら管理者である俺の命令には、逆らえないみたいだな」

「冗談でしょう!?　なんであなたの命令を聞かなければならないのっ!?」

　俺は「ふふ～ん」と余裕の笑みで、ちっちゃなリリナを見下ろした。

「それじゃリリナさん。俺のために誠心誠意、ご近所の地図を出してくれたまえ」

「くうっ……偉そうに……」

　悔しそうに奥歯を噛かみしめながら、リリナは地球儀を回してズームアップさせた。

「ふむふむ、ここが昭和基地か……って、南極の地図を出してどうするんだよ!?」

「あなたには南極がお似合いよ。オーロラがとってもきれい。そのまま一生ペンギンと戯たわむれてなさい。広十君ならコウテイペンギンの臣下にだってなれるわね」

「ご近所の地図って言ったじゃないか」

「宇宙レベルなら南極なんてご近所よ」

　あんまりなヘリクツに俺は絶句した。

　なんてやつだ。こんな意地悪お嬢様が俺のＣＯＧｉＴＯフォンに居座ってるなんて。




　学校での休み時間、俺は書類の入った大判の封筒を小脇に抱え、学校の中庭を歩いていた。さっそくリリナさんから頼まれていたクラス委員の仕事だ。

　といっても大した内容じゃない。職員室で俺たちの担任教師から預かった書類を、担当の生徒に届けるだけだ。

　ポケットからミニリリナが顔を出し、う～んと大きく伸びをしている。

「バーチャルの体で授業を受けると、いつもより情報が頭に入るわね～」

「というかリリナさん、欠席扱いなのに真面目まじめに授業を受けてどうするんだ？」

「新学期早々から授業内容を聞き逃したのでは、勉学に遅れが出るでしょう？」

「むむ、なんという優等生お嬢様。普段の意地悪が嘘うそみたいだ」

「あなたこそゲーム女のパンツばかり追いかけていないで、しっかりとした学生生活を送ったら？　ま、広ひろ十と君からパンツバカを除いたら虚無しか残らないでしょうけど」

「一言多いですよ、リリナさん」

「安心しなさい。クラス委員の仕事を手伝えば、広十君もまともな学生に近づけるわよ」

「さすが、手伝ってもらってるくせに尊大な態度ですねえ」

　言いながら俺は、預かった封筒に目を落とす。

「届けるのは三年生の弍に分ぶん木ぎ繭まゆさんだっけ。なんの書類なんだ？」

「近々、教育委員会の方々が学校の視察にいらっしゃるそうなの。そのお出迎えの準備について書かれた書類だと聞いたわ」

「へえ。弍分木先輩ってどんな人？　顔を見ればわかるかな」

「わたしも交流のない人で、お名前くらいしか知らないのよ」

　そんな話をしながら、校舎に入ろうとしたときだ。

　目の前の出入り口から現れる女子の姿があった。三年生のようだ。

　ちょうどいい。あの人に聞いてみよう。

「あの、すみません。弍分木先輩を捜しているんですけど……」

　しかし女子生徒は聞こえない様子で、メロディーの鳴り響くスマホを両手で掲げながら、リズミカルにステップを踏んでいる。

「ダンスの練習をしてるのかな？　それにしても全然リズムが合ってないような」

　彼女は踊りながら近づいてきて、目が合った瞬間、ハッと動きを止めて俺を見つめた。

　今にも泣き出しそうな顔をぐいっと近づける。

「お願い、たた、助けてっ！　電話が鳴ってるのに出られないの！」

「スマホが壊れたんですか？」

「着信したらタップすれば出られるよって教えてもらったから、一生懸命タップダンスを踊ってるのに、全然出られないんだよ～！　どうして!?　ダンスが下手だから!?」

「……ええと、ちょっといいですか」

　俺は手を伸ばし、彼女のスマホ画面にある電話のアイコンを指先で押した。

「スマホでタップと言うのは、指で画面を押すことなんですよ」

　着信のメロディーが鳴りやみ、スピーカーから声が聞こえる。

『もしもし、繭？　お母さんよ』

「ママ！　よかった～、通じたんだ～！　夕ご飯のおかず？　うん、ハンバーグでいいよ。それじゃバイバ～イ」

　女子生徒は通話を終えた。あんな必死だった割に、どうでもいい内容のような。

　というか今『繭まゆ』って呼ばれていたな。ということは、この人が……。

「あの、弍に分ぶん木ぎ先輩ですか？」

　聞くと、彼女は振り返って俺を見返した。

　全体的におっとりした雰囲気をしている。スマホよりも文庫本が似合う文学少女。そんな印象の女の子だ。

「うん。あたしが弍分木繭だよ」

「よかった。これ、先生から預かった書類です」

　封筒を差し出すと、弍分木先輩はすぐに理解した様子で受け取った。

「ありがとう！　ええと、君の名前は……」

「二年の後ご阪さか広ひろ十とです」

「よろしくね！　初めてのスマホだから助かったよ。ヒロ君ってすごいんだね～」

　弍分木先輩は目をキラキラと輝かせて俺を見る。……ヒロ君？

「あたし今、ものすごく感動してるんだ！　世の中にはすごい人がいるんだなって。まるで魔法使いみたい！　こんな難解なスマホを自在に操れる。指先一つで電話に出られる。そう、ヒロ君ならね！」

「俺でなくても指先一つで電話に出られますから……。スマホ、難しいですか？」

「あたし、根っからのアナログ人間で、コンピューターとかデジタル機器とかが大の苦手なの。ダイヤル式の黒電話なら使いこなせるんだけど」

「く、黒電話？　そんなブラックな電話があるんですか？」

「おばあちゃんの家にあるんだよ～！　そんなだから、デジタルもバリバリ使いこなせる人になりたくて電脳文化高校に入ったんだけど、ちっとも得意になれなくて」

「この学校ってコンピューター系の授業も多いですし、大変じゃないですか？」

「成績は悪くないんだよ。紙と鉛筆のテストなら全教科大得意だから！　パソコンを使った実技は壊滅だけど！」

「それはまた筋金入りのアナログ人間……。まあそれでしたら、いろいろ聞いてください。俺、専門家ほどじゃないけど、デジタル機器の扱いは得意なほうですから」

「ありがと～！　ヒロ君と知り合えて頼りになるよ～！　あ、あたしのことは、繭って呼んでくれていいからね！」

「でも先輩ですし、そんな馴なれ馴なれしく……」

「みんなもそう呼んでるから、気にしなくていいよ」

「じゃあ繭先輩。よろしくお願いします」

　不穏な声が聞こえたのは、そのときだ。

「それでは、とぉ～っても仲がよさそうな二人のために、最先端の未来予測機能を搭載した相性診断アプリで占って差し上げましょう」

　リリナだ。俺のポケットから顔を出した彼女の頭上に、大きなハートマークのホログラフィックが浮かび上がっている。今度は何をするつもりだ。

「何それ!?　それがヒロ君のスマホなの!?」

「ええと……これはＣＯＧｉＴＯコギトフォンていう最新のスマホで、こいつはＡＩで動くバーチャルのキャラクターなんです」

　リリナのことをごまかしつつ、ＣＯＧｉＴＯフォンを手に持って彼女に見せた。

「あたしとヒロ君の相性がわかるんだね？　面白そう！　ぜひ教えて！」

「それじゃあ行くわよ。広ひろ十と君と弍に分ぶん木ぎ先輩の相性は……じゃじゃじゃ～ん！」

　ハートマークがクルクルと高速で回転し始める。

　やがて速度を落とし、ピタリと止まった瞬間、真っ白く変色して凍りついた。

　ピシピシと中央に亀き裂れつが入り、パリンと破片を飛び散らせながら二つに割れる。

「信じられないわ！　広十君と弍分木先輩の相性度はマイナス二七三・一五％！　宇宙も凍りつく冷たさよ！　こんな二人の未来は、どうなってしまうの？」

　砕け散ったハートマークの代わりに、地球の姿が浮かび上がった。四方八方から無数の隕いん石せきが飛来し、ドスドスと叩たたきつけられる。まるでフルボッコのボクサーだ。

「大変！　二人が交際したら、地球はハルマゲドンレベルの災厄に見舞われるわ！」

「アホらしいなあ……。大げさすぎて嘘うそくささ満点だろ」

　しかし繭まゆ先輩は真っ青な顔になって震え出した。まさか信じたのか？

「大変だよ！　どうしようヒロ君!?」

「いえ別にどうもしなくても……。そもそも交際するわけじゃないですし」

　繭先輩は真剣な顔で、俺の両肩をつかんだ。

「あたしたちがチューしたらハルマゲドンになるか、試してみようか!?」

「なな、なんで試すんですかっ!?」

　すると繭先輩は、ちょっとバツが悪そうな顔で目を逸そらした。

「実はね、午後、あたしのクラスでパソコンを使った実技があるの。苦手なんだ。こないだだって、一時間もキーボードを叩いてレポートを打ち込んだのに、画面を見たら全部英文字になってるんだもん！　パソコンなんて憂ゆう鬱うつだよ～……」

「一時間も画面を見ないでレポートを打ち込めるのも才能のような気が」

「でも、ハルマゲドンが起これば授業が中止になる！」

「台風が楽しみな小学生ですかっ！」

「さあヒロ君、あたしと一緒に大人のハルマゲドンへ飛び込もう！」

「なんですか大人のハルマゲドンって!?」

　繭先輩は目を閉じ、ぐっと唇を寄せてくる。

　いやいやいや、出会って三分しか経たってないのに大胆すぎるだろ!?

「だ、ダメですってば、先輩！　俺のファーストキスは、バーチャル美少女とって決めてるんです!!」

　すると繭まゆ先輩の動きが止まり、じっと俺を見つめた。

　こらえきれなそうに笑い声を上げる。

「……ぷっ。あははははは。冗談、冗談だよ。ヒロ君って面白いね～！」

「もう、からかわないでくださいよ……」

「ほら～、バーチャルちゃんが嫉しつ妬としてるよ～」

　ふと見ると、握りしめたＣＯＧｉＴＯコギトフォンの隣で、リリナが俺の腕にしがみつきながら涙目で睨にらみつけている。意地悪が失敗したからって悔しがるなよ。

「こいつのは嫉妬じゃなくて、俺を困らせてるだけでして……」

　繭先輩は俺の手元に顔を近づけて、ミニリリナの頭をナデナデした。

「バーチャルちゃん、ごめんね～」

「きゃんっ」

　くすぐったそうに頭を引っ込めるリリナを見て、繭先輩は目を丸くした。

「すご～い！　タッチで反応するんだね！　本当のアナログみたい！　このスマホならあたしでも仲良くなれるかも！」

　繭先輩が、指先でリリナの背中を突っついた。












「ひゃうんっ!?　にゃ、にゃにをっ!?」

　リリナはまるでコアラみたいな格好で、俺の腕をのぼって逃げようとする。ホログラフィックの体だから、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンの周囲にしか移動できないんだ。

「ほらほら逃がさないよ～。おしりもツンツンしちゃお～っと！」

「ひゃううっ!?　ひゃめ、ひゃめなさいっ!!　ひ、広ひろ十と君っ!?　助けなさいよっ!!」

「先輩ってば、俺のスマホですから！」

　俺は必死に腕を伸ばしてＣＯＧｉＴＯフォンを遠ざけるものの、繭まゆ先輩はマタタビに夢中な猫みたいに追いかけた。

「も～っとコチョコチョしちゃう！　あたしのフィンガーテクニックを食らえ～っ!!」

「ひぃやああああぁ、ひゃああぁ～めええええぇ～てえええええええぇっ!!」

　両手の指が織りなす動きに翻ほん弄ろうされ、リリナは俺の腕を上へ下へと逃げ回りながら喘あえぎ声を上げ続けた。

　ふと、通りかかった生徒たちの視線に気付いて周囲を見回す。

　これじゃまるで、俺と繭先輩がじゃれ合ってるみたいじゃないか。

「あの～、繭先輩。みんな見てますから……。その絶妙なるフィンガーテクニック、ぜひパソコンの操作に発揮してください……」

　それでも止まることなく、繭先輩のコチョコチョ攻撃は予鈴が鳴るまで続いた。

　その後リリナは、一言も口を利いてくれなかった。




　どうにか一日の授業も終わった夕方、俺は帰り道を歩いていた。

「とりあえず家に帰って着替えたら、りーなの様子を見に行こうか？」

　ＣＯＧｉＴＯフォンを手に持ち、リリナに提案してみる。

「…………」

　しかしミニリリナは、つーんとそっぽを向いたまま話もしてくれない。

「そろそろ機嫌を直してくれよ」

　ふとＣＯＧｉＴＯフォンの本体を見ると、メッセージ受信のランプが点灯している。

「あれ。メッセージが届いてるんじゃないか？」

「……いけない。ムカムカしすぎてチェックを忘れてたわ。ヴィーシェからね。すぐ連絡してほしい……って、何かしら？」

　リリナが電話アプリを起動させ、ヴィーシェの番号へ発信する。

　通話が繋つながると、リリナの頭上にモニターのホログラフィックが浮かび上がった。画面に映っているのはヴィーシェだ。

『おお、広十殿！　ようやく連絡がついたのでございます！』

「ヴィーシェ、どうしたんだ？」

『りーなが家を出たのでございますよ。先ほど、食事を用意しようと下のコンビニに出かけたのですが、目を離した隙すきにマンションの外へ出てしまったようで……』

「りーなが行方不明なのか!?」

『あらかじめりーなに、ＧＰＳアプリをインストールしたスマートフォンを持たせております。おそらく広ひろ十と殿の家へ向かっているものと思われます。今、ナビゲーション用のデータをそちらへ転送いたしますのです』

　テレビモニターが消え、代わりにダウンロードのプログレスバーが表示される。

「ダウンロード完了。データを取得したわ。これでりーなの位置が表示されるはずよ」

　リリナが足下から巨大な地球儀を持ち上げる。ＣＯＧｉＴＯコギトマップだ。ホログラフィックの地球が回転しながら拡大され、この近辺の地域をズームアップする。

　付近の道路や建物が立体図となって浮かび上がった。ここから少し離れた路地裏に、目的地のアイコンが表示されている。りーなはそこだ。

「すぐ近くだ！　行こう！」

　俺はナビゲーションを頼りに駆け出した。

　りーな、どうして俺の家に？

　ナビゲーション上で、りーなの位置は動かない。立ち止まっているのか？

　五分もしないうちに、俺はりーなのところへ駆けつけた。

　住宅の塀に挟まれた狭い路地に、彼女はいた。

　制服姿のりーなが、道ばたに尻をついて座り込んでいる。

「ひ……広十様！　ううぅ……またお会いできて、嬉うれしいです……」

「りーな……。家で待っててって言ったのに……」

「りーなは広十様のメイドです……。広十様に尽くしたくて、ここまで来たんです……」

　夕刻の日差しの中で、りーなは力を振り絞るように言った。

「それほど俺のことを……。電車で一駅も離れてるのに、大変だったろう？」

「このくらい広十様のことを思えば、へっちゃらです。広十様のご自宅でお待ちしたかったのですが、急に立てなくなっちゃいまして……」

「大丈夫かい？　ほら、俺の手を取って」

　りーなの手を引こうとするが、彼女の体から力が抜け、地面に膝ひざをついてしまう。

「どうしたんだよ、りーな……。体調が悪そうだぞ」

「そ……その、さっきから体が、なんだか変なんです……。お腹なかの下のほうが、はち切れそうで……。何か、出ちゃいそうで……」

　りーなは顔を赤くしながらはあはあと息を切らした。目は放心したように焦点が合わず、額に脂汗をかいている。

　そして、必死に股こ間かんのあたりを押さえていた。

「ねえ広ひろ十と君。もしかして、りーなはトイレに行きたいのでは……」

　リリナがぼそっとつぶやいた。

「トイレ!?　おしっこがしたいのか!?」

「ふぇ……？　『おしっこをする』とは、どのような行為なのでしょうか？　む、無知なメイドで、申し訳ありません……」

「ちちち、ちょっと、わたしの体なのよ！　こんなところで漏らさないで!!」

　リリナが焦った声で叫ぶ。

「いいかい、りーな。おしっこというのは、体内の余計な水分を外に排出することだ。それをするために、トイレへ行く必要があるんだ」

「そうだったのですね！　と、トイレは、どこにあるのでしょう？」

「俺がトイレに連れて行くから、あとちょっと、我慢するんだ」

「が、我慢ですか……。ど、どうすれば、おしっこ、我慢できるのでしょう……？」

「それは、まずお腹なかにきゅっと力を入れてだな」

「はううううううっ、りーな、何かが出ちゃいそうですうう～っ!!」

「いいいいややややややややああああああああっ!!　ダメええええええええええっ!!」

　リリナは絶叫とともにフリーズした。

　直後、りーなの様子が変化した。

　突然呆ぼう然ぜんとした顔になって、周囲を見回し始めたんだ。

「……え？　何……これ？　わたし……？」

「りーな、ほら俺の手を」

「広十……君……？　わたし、今まで広十君のポケットに……」

　俺も彼女の変化に気がついた。

　明らかに雰囲気が違う。彼女から感じ取れるのは、りーなの気配じゃない。

「璃り々り七な……さん？　元に戻ったのか……？」

「そう……みたい……。わたし、元の体に戻ってる……」

「本当か!?　ついに戻れたんだな！」

「ええ！　もうこれで広十君のポケットなんかに…………っ!?」

　璃々七さんの顔から血の気が引き、彼女はがしっとスカートの上から股こ間かんを押さえた。

「なっ……何……これ……。なんなの…………」

「しまった！　俺の家がすぐそこだから、トイレに！」

「だ……ダメ……。う、動いたら……もっ……漏れ、漏れ……るうぅっ……!!」

　璃々七さんは立つこともできず、両手で股間を押さえながら全身をくねらせ、必死に喘あえぐような吐息を漏らしている。

　仕方ない。俺は璃々七さんを背におぶって、家まで連れて行くことになった。

　結局りーなでも璃り々り七なさんでも、俺が世話するんじゃないか。

「ち、ちょっと……広ひろ十と君……。そ、そんなに激しく、動かないで……っ。も、もっと、ゆっくりじゃないと、……わ、わたし……げ、限界……っ、き、来ちゃ……う……っ」

「璃々七さん、トイレを我慢しすぎて変な声が出てますよ」

「いいから、も、もっと静かに歩きなさい……っ！」

「そもそも今まで散々意地悪しておいて、言うことは無いんですかねえ」

「い、言うことって……何よ……？」

「『今まで生意気でごめんなさい。広十君、璃々七を助けてくれてありがとう。広十君ってとっても頼りになる男子なのね』。ほら言ってみな。さんはい」

「そっ、そういう態度なのね……。へえ……。わ、わたしにそんな口を利いたら、ど、どうなるか、わ、わかっているのでしょうね……」

「……ええと、こんな状況で想像もつきませんが、どうなるのでしょう？」

「こ、このまま背中の上で、漏らしてやるうううううううううっ!!」

「うああああっ、や、やめてくださいいいいいいいぃっ!!」

　どうにか家までたどり着いた。父さんはまだ帰宅していないし、母さんは買い物に出ているらしく留守だ。ちょうどいい。こんな状況を説明する手間が省ける。

　玄関の鍵かぎを開けて中に入ると、靴を脱ぎ学生鞄かばんを放ほうり投げ、一階のトイレに向かう。

「あと少しだから我慢するんだ!!」

　息も絶え絶えな璃々七さんを励ましながら、できる限り彼女の体を刺激しないように廊下を通り抜ける。

　トイレの前に着くと、ドアを開けて璃々七さんを床に下ろした。

「ほら、璃々七さん早く！」

「はううっ!!」

　璃々七さんはトイレに駆け込み、便座の前でスカートの裾すそに手をかけた。

　そのまま一気にパンツを下ろそうとして……。

「いやいやいや！　ドアを閉めてっ!!」

　俺は慌ててドアノブに飛びついてバタンと閉める。

　しんと静まり返り、やがてトイレの中から声が響いてきた。

「ふああああぁぁ[image: ][image: ][image: ]…………」

　実に心地よさそうな安あん堵どの声。よかった。間に合ったみたいだ。

　カチャリとトイレのドアが開き、再び璃々七さんが顔を見せる。

「お手洗いを貸していただいて、どうもありがとう。助かったわ」

　冷たい目で俺を見ながら、恐ろしいほど落ち着いた口く調ちようで言う。

　うわ……。怒ってる。むちゃくちゃ不機嫌だ。

　なんとか無事にトイレも済み、俺と璃り々り七なさんは玄関に戻った。

「とにかく元の姿に戻れてよかったよ。体調はどう？　家まで送っていこうか？」

「一人で大丈夫です。──いいこと、広ひろ十と君。昨日からの出来事は、全部無かったこと。わたしはリーナと入れ替わりなんてしてないし、広十君はわたしの部屋に泊まってなんかいない。わたしと広十君は、単なるクラスメイト。よろしくて？」

「わかってるよ。誰にも言わないから」

「いい心がけだわ。それじゃあね」

　サッと優雅に髪をかき上げると、璃々七さんは玄関から出て行った。

　トイレが終わったとたんに気品を取り戻すとは、さすがお嬢様。

　ともあれ、理由は不明だけど、璃々七さんは元に戻った。

　俺は二階の自室へと上がり、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンを本体にセットした。

　投射ユニットが起動し、部屋の中央に光の粒が現れる。光は収縮して人の形になった。

「ん……。広十様……？」

　プリズムのように光る金の髪とメイド服。この雰囲気は間違いない。

「リーナ！　バーチャルの姿に戻れたんだな！」

「はぅ……。リーナ、また広十様と一緒にいられるのですね……」

「そうだよ。今度こそ俺たち二人だけのいちゃラブ生活が始まるんだ！」

　しかしリーナは、ぼんやりした目で「はぁ……」と深い息をはいている。

「リーナ？　熱でもありそうな顔をしてる」

「熱ですか？　風か邪ぜという病気の症状ですね。リーナ、熱があるのでしょうか？」

「バーチャルだから風邪なんて引かないよな。どうしたんだろ」

「わかりません……。なんだか体が空っぽになったみたいで……」

「急にバーチャルに戻ったから調子が出ないんだよ。すぐ元どおりになるさ」

「そうですね……。広十……様……」

　リーナはボーッと俺の顔を見つめた。

　こんなふうに憂い顔のリーナもかわいい。

　けれどリーナも調子が出ないみたいだし、今はそっとしておこう。

　一件落着したものの、暇になってしまったな。こんなときはいちゃラブの勉強だ。

　俺はぼんやりしたリーナの横で、ＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫのマニュアルを開いた。

　読み始めたのは『第３章　コスチュームの製作』というページだ。
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「散々な目にあったわ……」

　璃り々り七なは自宅のバスルームで湯船につかり、大きく息をはいた。

「本当に屈辱的だわ。このわたしが、あんなパンツバカにこき使われるなんて」

　悔しさに、くっと奥歯を噛かみしめる。

「何よ、なんなのよ、あの広ひろ十と君って！　いやらしいことばかり考えていて、そのくせわたしに生意気な口を利いて、しかも、トイレに入るところまで見られてっ!!　……許せない。絶対に許せないわ。どうしてあんなのがこの世に存在するのっ!?」

　バスルームの壁に自分の叫び声が反響し、璃々七は我に返った。

「いけないわ。わたしには関係の無いこと。──広十君？　ああ、クラスメイトにそんな人もいたかしら？　どういう人なのか少しも知らないし、興味すら持てないわ。あんな人のこと、考えるだけ時間の無駄。もっと有意義なことをして過ごすべきなのよ」

　全身が温まると、璃々七は体を洗うため湯船の外へ出てバスチェアに腰掛けた。

　タオルハンガーから水玉模様のタオルを手に取り、ボディソープをつける。

　ふと、昨日のバスルームでの光景が脳裏に蘇よみがえった。

　広十の背中を流すりーなが、倒れそうになって彼の背に胸を押しつけた場面だ。

「……っ!!　ゆ、ゆ、許せないわっ！　信じられない！　わ、わたしの体が、ひ、広十君なんかに汚されてしまったじゃないの！　認めない。絶対に認めません！」

　璃々七はタオルに山盛りのボディソープをつけると、体中を念入りに洗い始めた。

「洗い流さなきゃ。広十君なんか、きれいさっぱり全部洗い流してやるから！」

　いつもより時間をかけて体中をタオルで拭ふき、足の指の間まで丁寧にぬぐっていく。

「これだけしっかり洗えば、もう広十君の気配なんて微み塵じんも残っていないわね」

　璃々七は満足し、水玉模様のタオルをタオルハンガーに戻そうとした。

　そこで、ふと気がついた。

「このタオル、脱衣所に干したはずよね？　いつの間にバスルームの中に……」

　首をかしげながら、タオルを顔に近づける。

「不思議ね。あったかい温ぬくもりが残っているみたい。洗濯したはずなのに」

　タオルに残った香りを確かめようと、璃々七は大きく息を吸い込んだ。

「なんだか、心地いい香りがするわ……」

　うっとりしかかったとき、再び昨日の場面が頭に蘇った。

　そういえばあのとき、広十が体に巻いていたタオル……。

　彼の裸に巻かれていた、水玉模様のタオル……。

　タオルを持つ手がピクピクと震え始める。

「もう嫌ああああああああああぁっ!!」

　璃々七の絶叫がバスルームに響き渡った。





　　　∽






　まぶたの向こうに日の明るさを感じ、俺は目を覚ました。

　もう朝だ。いろいろあって疲れたから、ぐっすりと眠ってしまった。

　腕を伸ばしながら目を開けると、すぐそこにリーナの顔があった。

　ＣＯＧｉＴＯコギトの投射ユニットから映し出された、等身大のリーナ。

　彼女は寝ている俺にまたがって目を閉じ、そっと口を寄せている。

　キスで起こしてくれるというのか……？

　さすが俺のリーナだ。こんなにも大胆でかわいい。

「リーナ、おはよう……」

　二人で朝のキスをしようと、彼女に唇を近づけた。

　その途端、リーナはハッと目を開け、驚いた様子で身を起こす。

「えっ、えっと、こ、ここ、これは、その……っ!!　気がついたら、またここに……」

「驚かせてごめん、リーナ」

　俺は眠い目をこすりながら上半身を起こして、リーナに笑いかける。

　彼女の全身を見た途端、眠気も吹き飛びそうな衝撃を受けた。

　今までのメイド服と違い、パジャマ姿になっている。

　俺のパジャマ。今、俺が着ているのと、おそろいのパジャマだ。

　リーナの体をぶかぶかのパジャマが包み、ボタンが外れかけた胸元の隙すき間まから、瑞みず々みずしい素肌が見えている。

　俺の見とれる視線に気付いて、リーナは恥ずかしそうに両腕で体を隠した。

「こ……このパジャマは、何？」

「昨夜遅くまでＳＤＫの勉強をしててさ、オリジナルのコスチュームが製作できるようになったんだ。コスチュームのデータを用意する必要があるから、ＳＤＫのスキャナー機能を使って、俺のパジャマをスキャンしてみたんだよ」

　ＳＤＫの機能が無ければ、自分で用意したコスチュームを着せることはできない。高いお金を出してＳＤＫを買って、本当によかった。

　それだけじゃない。俺はリーナの下半身に目を向けた。

　パジャマの上着の裾すそから、瑞々しい太ももが伸びている。なんと凄すさまじい破壊力だ……。

「あ、あの、パジャマのズボンはどうしたの……？」

「パジャマの上着をスキャンするので精一杯だったんだ。せめてパンツをはかせたかったけど、女物のパンツなんて持ってないし……」

「ひいあああっ!?　なっ、何もはいてないのっ!?」

　リーナは恥ずかしそうな声を上げ、上着の裾を伸ばして太ももを隠そうとする。

「もしかしたら見えちゃうかもって思ったけど、バーチャルの体だから、大事な部分のデータは存在してないんだよ。こればっかりは大人になるまで我慢するより仕方ないか」

　しかし彼女の太ももを見ていると、なんとも胸がドキドキする。

「でもさ……見えそうで見えないのも、最高に萌もえるよな。想像力を刺激するって言うか。パジャマでギリギリ隠された乙女の秘境！　その秘められた部分が俺たちを毎晩悶もだえさせる！　全人類の憧あこがれは、手が届かないからこそ永遠の憧れなんだ！」

「こっ、こ、この、へ、ヘンタ……」

　顔中を真っ赤にして、リーナは両肩を震わせる。

「そんなに恥ずかしがるなんて、リーナは本当にウブでかわいいなあ……」

「何がウブよこのド変態があっ!!　どこまで最悪最低のケダモノに堕せば気が済むの!?」

　リーナは両目を見開いて叫んだ。

　恥ずかしがってるというより、マジで怒ってるような。

　……なんだか非常に嫌な予感がしてしょうがない。

「あの、リーナ？　リーナ……だよね？」

「璃り々り七な……よ。わたしは、璃々七」

　その瞬間、体中から血の気が引いた。奈な落らくの底に突き落とされた気分だ。

「な、なんでまたリリナさんに戻ってるんだよ!?」

「知らないわよっ！　夕べ、寝るときまでは元の体だったのに、目が覚めたら広ひろ十と君の部屋にいて、この体になっていて……」

「早く言ってくれよ！　思いっきり好みの萌えポイントを叫んじゃったぞ！」

　リリナは両目を細め、心底から軽けい蔑べつするような視線を向けた。

「へ～え、広十君って乙女の秘境に憧れて毎晩悶えているのね。でも残念。あなたは熱帯の秘境で素っ裸のまま体中を毒ヘビに噛かまれて悶え苦しむのがお似合いよ」

　相変わらずなんという口の悪さ。彼女の毒舌はキングコブラ以上の猛毒だ。

「そもそもリリナさん、ベッドの上で何してたんだよ？」

　ギクリとした顔で、リリナは気まずそうに視線を宙に向ける。

「それはその、いい香りがしそうで、つい……じゃなくってっ！　あ、あなたの寝顔が間抜けだから、落書きしてあげようと思ったの！」

「バーチャルの体じゃマジックも持てないだろ」

「そそ、そうね！　うっかりしていたわ！」

　まったく油断も隙すきもありゃしない。

「とにかく、このいやらしい格好をなんとかして！」

「わかってるって。すぐ元のコスチュームに戻すから」

　俺はベッドから立ち上がり、ＣＯＧｉＴＯコギトの本体に向かって声を出した。

「衣装変更。メイド服に戻してくれ」

　音声認識によりコマンドが実行され、リリナのパジャマが光に包まれる。

　彼女の体の表面で光の形状が変化し、以前のメイド服が現れた。

「俺も着替えるから、スリープモードになっててくれ」

「あ、あなたの着替えなんか見たくもないわ！」

　ＣＯＧｉＴＯコギトがスリープモードに切り替わり、リリナの姿はいったん消える。

　リーナはどうなってしまったんだろう。まさか、また璃り々り七なさんの体に……。

　制服に着替え終わったとき、階下から母さんの呼び声がした。

「広ひろ十と～！　お友達がお迎えに来てるわよ～！」

「お友達？　誰かな」

　玄関へ降りると、そこで待っていたのは制服姿の女の子。

　璃々七さんが立っている。……いや違う。

「もしかして……りーな？」

「はい！　また、リアルの体になったみたいです！」

　りーなの隣にはヴィーシェもいた。

「やれやれなのでございますよ。広十殿のところへ行くと言って聞きませんので、やむを得ず付き添ったのです。昨日のように一人で行動されては困りますので」

　なんてことだ。またも璃々七さんとリーナが入れ替わってしまうなんて。

「広十様、一緒に登校しましょう。トイレの使い方だってヴィーシェさんに教えてもらいました。おしっこもバッチリです！」

「昨日も説明したけど、リアルのメイドは学校に連れて行けないんだよ」

「いいえ。りーなは、もう広十様のメイドじゃありません」

「どういうこと？」

「りーなはリアルの体を経験して、気付いたんです。広十様と一緒にいると、胸がドキドキするのを感じます。広十様を見ていると、顔中が熱くなるのを感じます。これはきっと、恋なんだって！　りーなは、広十様を愛しているんです！」

「愛してるって、まさか、そのためにリアルの体に……？」

　ポッと、りーなは顔を赤らめた。

「きっとそうです！　愛の力です！　りーな、これからは広十様の恋人になって、リアルの体で、二人っきりのいちゃラブ生活を送りましょう！」

　りーなは無邪気な笑顔で、明るく高らかに宣言した。






３　バーチャルなお嬢様とリアルの美少女が俺を取り合っている!?









　教室の机に置いたＣＯＧｉＴＯコギトフォンの上に、電話アプリのモニターが浮かび上がっている。通話の相手はヴィーシェだ。

『ブレインリンクは、人間の脳の神経細胞ネットワークと、バーチャルアテンダントのＡＩのニューラルネットワークを、量子テレポーテーションの原理を応用することによりシンクロナイズさせる技術でございまして──』

　ヴィーシェはブレインリンクの説明をしている。できる限りわかりやすく話しているそうだけど、俺には専門的すぎて理解しきれない。

「要するに璃り々り七なさんとリーナが離れた場所にいても、意識が入れ替わってしまうのか」

『そういうことでございますね。最初のブレインリンク以降、両者の意識は量子的に重なり合い、空間を超えて繋つながっているのでありましょう』

「でもさ、どうして元に戻らないんだろ？」

『これまでの状況を分析するに、おそらくこの入れ替わりの原因には、強い意識の力が作用しております』

「強い意識って？」

『入れ替わった姿を望む気持ちです』

「璃々七さんやリーナが、入れ替わりを望んでいるってこと？」

『これこそが正常な状態という思い込みがあるため、ＣＯＧｉＴＯが入れ替わりをエラーだと検知できず、エラー修復機能が作動しないのです』

「ということは、昨日一時的に戻ったのは……」

　二人が元に戻る直前の状況を思い返してみた。

「りーなはトイレを我慢できず、どうしたらいいかわからなくなった。リリナさんは、そんな自分の姿を見るのが恥ずかしくなって……」

『両者の間に、元に戻りたいという望みが発生したのでございましょう』

「でも、また二人は入れ替わってしまった。それが願望なのかな」

『ともあれ、わたくしは解決の方法を模索するといたしましょう』

　ヴィーシェとの通話が終わると、ホログラフィックのモニターが消える。

　卓上のＣＯＧｉＴＯフォンの上に浮かび上がるのは、ミニリリナの姿だ。

　二人の望みが入れ替わりの原因、か……。

「リリナさん、本当はバーチャルの姿になりたいと望んでるのか？」

「確かに、ブレインリンクのテストを成功させたいと願っていたのは事実よ。その気持ちが作用したのかしら。だからと言って、いつまでもこんな状態なのは困るわよ」

「実は『いつも広ひろ十と君と一緒にいたいの～』なんて思ってたりして」

「はあ？」

　ちょっと冗談を言っただけなのに、思いっきり嫌そうな目で睨にらまれた。

　ということは……。

　俺は、隣にいるりーなのほうに目を向けた。

　彼女は俺の席の隣に置いた椅い子すに座って、幸せそうな笑顔で見つめてくる。

「広十様は横顔にとっても素敵です。見れば見るほど、りーな、好きになっちゃいます」

「りーなは、リアルの体になりたいって思ったのかな？」

「う～ん、りーなには、よくわからないです。でもきっと、広十様への愛が導いてくれたんです。りーながリアルの体になれば、広十様と結婚だってできちゃいますから！」

　りーなと結婚……。

　人間とバーチャル美少女の結婚。俺のようなオタクにとって、永遠の夢。

　俺とりーなは結婚して、やがて二人の間に生まれた赤ちゃんが……。

　史上初めての、人間とバーチャル美少女が暮らす仲むつまじい家族……。

　いやいやいや、そうじゃなくて！　俺は頭を左右に振って妄想を追い出した。

「いいかい、りーな。君の体は、永と羽わ星ぼし璃り々り七なさんのものなんだ。勝手に結婚なんかしたら、璃々七さんに怒られちゃうんだよ」

「怒られるわけありません。女の子なら誰でも、広十様といちゃラブしたいのですから」

　女の子なら誰でも、だって？

「リリナさん、もしかして俺といちゃラブしたいと思ってる？」

「思ってるわけないでしょっ!!」

「……ですよねえ」

　リリナはキッとりーなを睨みつける。

「いいかげん、広十君にベタベタと引っ付かないでくれる？」

「どうしてですか？　あっ、わかりました！　リリナさん、嫉しつ妬としてるんですね」

「ちっ、違うわよっ!!　みんな見ているでしょう！」

　今、俺たちは教室中の注目を集めていた。

　休み時間を過ごすクラスメイトが、遠くからこっちを見ながらひそひそと話している。

　もちろん誰一人として、璃々七さんとリーナの意識が入れ替わってるとは夢にも思わないだろう。

「おい、何があったんだ？　あの気高い永羽星さんが後ご阪さかにデレデレだぞ……」

「しかも『広十様』って呼んでるわ。『りーな』なんてニックネームまでつけられて、調教されたのよ、きっと」

　くうぅっ、とリリナさんは屈辱を噛かみしめる。

「広ひろ十と君といやらしい関係だなんて思われたら、わたし、生きていけないわよっ!!」

「大丈夫ですよ。広十様の恋人はリリナさんではなく、りーなですから！」

　大胆な叫びに、教室内がざわめいた。

　なんとかしないと……。このままじゃ、俺と璃り々り七なさんの関係が誤解されてしまう。

　俺はその場で席を立つと、りーなに向かって、そしてクラスメイトたちにも聞こえるように、毅き然ぜんと言い放った。

「ダメなんだ。君と付き合うことはできない」

「ど……どうしてですか？」

「俺は、バーチャル美少女しか愛せないんだ!!」

　おおお……と、教室内がどよめきに包まれる。

「だからりーな。またバーチャルの姿に戻って、俺といちゃラブ──」

「この女が広十様をたぶらかしているのですねっ！」

　言い終わるより前に、りーなはリリナを睨にらみつける。

　うう、頼むから俺の話を聞いてくれ……。

　頭を抱えていると、女子生徒の声がした。

「あの～、永と羽わ星ぼしさん？　お取り込み中だったかな？」

　誰かが璃々七さんに……つまり、りーなだと気付かずに話しかけたんだ。

　顔を上げて振り返ると、三年生の弍に分ぶん木ぎ繭まゆ先輩じゃないか。

「繭先輩？　どうしたんですか？」

「あ、ヒロ君ごめんねえ～。例の教育委員会の視察で、伊い吹ぶき先生に届けものがあって。先生が席を外してるから、永羽星さんから渡してもらえると助かるかなって」

　そう言って抱えた書類を見せる。

　伊吹恵え里り沙さ先生は、俺たちのクラスの担任教師だ。

「それでしたら俺から渡しておきますよ」

「そう？　それじゃ、ありがとヒロ君」

　入れ替わりの事実を知らない繭先輩は、不思議そうな目で俺やりーなを見ている。

　預かった書類を机の中にしまっていると、繭先輩が声をひそめて聞いてきた。

「どうしたの？　もしかして三角関係？　修羅場？」

「三角関係でも修羅場でもないですってば。ちょっと複雑な事情がありまして」

　繭先輩は机の上のリリナを見て、なるほどという顔でうなずいた。

「ふふ～ん、隠さなくてもいいんだよ。あたしにはわかるもん！　ヒロ君がバーチャルの女の子を愛するあまり、現実の女の子から嫉しつ妬とされちゃったんだね～」

　繭先輩は、机の上のリリナに笑顔を向けた。

「大丈夫だよ、バーチャルちゃん！　あたしは信じてる。人間とＡＩだって、心から愛し合えるんだから！」

　人間とバーチャル美少女が心から愛し合える……。なんて素晴らしいんだろう。

　でも今は、そのバーチャル美少女の中身がリアル女なんだよなあ。

　しかしリリナは勢いづいた様子で、堂々とデフォルメされた胸を張る。

「ふふふ、そのとおりよ。広ひろ十と君はわたしに心の底から屈服しているの」

「おい、俺がいつ屈服したんだよ」

「バーチャル美少女しか愛せないんでしょう？　このド変態オタク！」

　ミニリリナの態度に、クラスメイトたちはますますどよめいた。

「あのバーチャルキャラ、ＡＩなのにすげえ女王様っぷりだな。広十が調教されてるぞ」

「お、俺も調教されたい……。女王様アプリ、どこで買えるんだろう……」

　と……ともかく、そういう設定にしておこう。

　悔しそうな顔のりーなを見て、繭まゆ先輩は元気づけるような声で話しかけた。

「勇気を出して、永と羽わ星ぼしさん！　リアルの女の子にはリアルの魅力があるから！　男の子はアナログなんだもん。女の子だってアナログが最高だよ！」

「そうですよね！　広十様はりーなの体といちゃラブしたいに決まってます！」

　たぶん繭先輩は二人を気遣ってるんだと思うけど、余計に引っかき回してるような気がしてならない。

　リリナとりーなは、ますます強く視線をぶつけ合った。

「広十君はね、わたしの下僕なの。人の持ち物に手出ししないでくれる？」

「そんなの認めません！　りーなの愛といちゃラブで、広十様を正気に返らせます！」

　なんだか俺をそっちのけにして二人の戦いが始まってる。

　もしかして俺は今、人間とＡＩの全面戦争が勃ぼつ発ぱつする歴史的瞬間に立ち会ってるんじゃないだろうか？　まあ、その人間とＡＩが入れ替わっちゃってるんだけど。

「いいわ。そこまで言うのなら勝負しない？」

「望むところです。広十様に相応ふさわしい相手は誰か、決着をつけましょう！」

「そうねえ……。デートで勝負というのはどう？　わたしたち二人とデートをして、どちらが魅力的か広十君に判定してもらうの。負けたら素直に彼から離れなさい」

「いいですよ。りーなとデートをすれば、広十様は一瞬でメロメロになっちゃいます」

　りーなは余裕の表情でうなずいた。

「あの～、俺の意思はどうなるんでしょうか？」

　おずおずと聞いてみるが、二人ともまるで聞く耳を持ってくれない。

　そうして、リリナとりーなのデート勝負が実行されることになった。




　その日の放課後、自宅で私服に着替えた俺たちは、勝負のためのデート先へやってきた。

　訪れたのは、近郊の都市に先日オープンしたばかりの拡張現実テーマパーク『アンリミテッドリアル』。大規模な商業施設の一角にあるパークの入り口は、平日の午後でも大勢の来場者で賑にぎわっている。

「頂いたチケットがあったから、ちょうどいいわ。今から予約していたら、一か月先まで入れなかったわよ。わたしに感謝することね」

　俺のＣＯＧｉＴＯコギトフォンの上で、ミニリリナが偉そうにふんぞり返ってる。

「カップルやファミリー向けだと思ってたけど、いざ来てみると楽しそうだな」

「目的はわたしとりーなの勝負よ。遊ぶのに夢中にならないで」

「そうですよ、広ひろ十と様。りーなと二人でいちゃラブしましょう！　リリナさんなんてほったらかしで」

　俺の横に寄り添いながら、りーなが言う。

「ほったらかしにされるのは、あなたのほうよ。バーチャルパンツバカの広十君は、リアルの女の子に興味ないの。せいぜい彼のバカオタクぶりを思い知るがいいわ」

「広十様をバカバカ言わないでくださいっ！　バカって言ったほうがバカなんです！」

　リリナとりーなは、またも鋭く睨にらみ合あった。学校にいる間からずっとこんな調子だ。

「二人とも、がんばってね～。ヒロ君のハートをゲットするのは、どっちかな～？」

　無邪気にはやし立てているのは繭まゆ先輩だ。チケットがあまってるからと、結局先輩まで一緒に来ることになったんだ。

「いえ先輩、そんな楽しい状況じゃないんですって」

「ふふふ、モテモテな男の子は辛つらいよね～」

　けどしょうがない。繭先輩に入れ替わりの事実なんて説明できないし、仮に話したところで、信じてもらえるはずもない。

「むむむ、この機会にわたくしも参戦すべきでありましょうか」

　背後からヴィーシェの声がした。リリナとりーなの様子を見るため、来てくれたんだ。

　ヴィーシェは、来日時と同じくクマさんトレーナーの上に裾すそ長ながの白衣を着ている。しかしクマさんの格好が微妙に違う。バリエーションがあるらしい。

　彼女と繭先輩は初対面だ。二人は俺たちに構わず楽しんでくれればいいんだけどな。

「なんでヴィーシェまで参戦するのさ？」

　聞くと、彼女はモジモジと目を伏せて、ほんのりほおを赤くした。

「実はわたくし、ラボに籠こもりきりの生活を続けており、同年代の染色体ＸＹを持つホモサピエンスの雄いわゆる男性とちっとも知り合えず……」

「なるほど……。天才エンジニアと言っても、やっぱり年ごろの女の子なんだね」

「わたくしもそろそろ、どんな指示にも従い何をされても怒らず体温から脈拍から性的興奮時の変化までありとあらゆる測定のために完全無償で肉体も精神もさらけ出してくれる実験サンプルいわゆる白馬の王子様に出会いたいのでございます」

「……ヴィーシェさん、出会いには妥協も必要ですよ」

「広ひろ十と殿、わたくしが勝ったら、ぜひ二人きりの人体実験いえデートをいたしましょう。必ずや広十殿を楽しませますよ。椅い子すに縛り付けられた状態で飲まず食わずのまま一週間エッチな画像を見続けるという、実に嬉うれし恥ずかしなデートなのでございます」

「どう考えても拷問にしか思えませんが、なんの実験なんでしょう？」

「睡眠欲と食欲と性欲、極限状態に陥った人間の最後に残るものは何かを追究する、人類の根源に迫る壮大で深遠な実験なのです！　人間とは何か？　人間はどこから来てどこへ行くのでありましょうか!?　この実験もといデートにご参加いただければ、広十殿の名は必ずや歴史に残るのでございます！」

「そんな形で歴史に残りたくないのでございます」

　話していると、聞いていたリリナが横から口を挟んだ。

「ヴィーシェ、広十君を好きなだけ実験台にしていいのよ。わたしが許可するわ」

「くっくっく、璃り々り七なお嬢様の許可が出たのでありますよ」

「おいリリナさん。勝負なんだから少しは俺の気を引こうと思いませんかね」

「あら？　そこまでせずとも、広十君がわたしにひれ伏すのは確定でしょう？」

　そんなリリナを、ふふんとりーながせせら笑う。

「そんなデフォルメ姿で自信が持てるなんて、りーな、うらやましいですう」

　またまた睨にらみ合あうリリナとりーなだ。いや本来はりーながミニキャラのはずなんだけど。

　やがて館内に入場のアナウンスが流れた。

『アンリミテッドリアル、入場のご案内を申し上げます。整理番号一六〇番台のお客様は、入場ゲート前にお越しください』

　俺たちの番だ。一同でテーマパークの入り口に向かった。

　リリナが用意した電子チケットは、彼女を通じて俺のＣＯＧｉＴＯコギトフォンに転送されている。受付の電子リーダーにＣＯＧｉＴＯフォンをかざして入場パスを発行してもらい、テーマパークの大きな扉から中へと入った。

　薄暗いロビーで立ち止まると、四方から光線が差し込み、まばゆい光が満ちていく。

　次の瞬間、俺たちは巨大な宇宙ステーションの中にいた。左右に巨大な窓があり、宇宙空間の下に青い地球が広がっている。もちろん現実の景色ではない。拡張現実技術で本物そっくりの立体映像が作り出されているんだ。

　奥の扉から何者かが現れ、俺たちの前へと歩み寄った。

　シルバーを基調としたコスチュームを着こなす、長身で細長い手足と小さな頭。ウォーターブルーの肌にエメラルド色の目を持つ異星人だ。

「ようこそ、アンリミテッドリアルへ」

　この異星人はＡＩで動作するバーチャルガイドだ。なかなか手が込んでいる。

「お客様はＣＯＧｉＴＯコギトフォンをお持ちですね。お客様のバーチャルアテンダントを同行者として認証させますか？」

「認証させるとどうなるんですか？」

「テーマパーク内の設備を利用して、お手持ちのバーチャルアテンダントを等身大の姿として連れて歩くことができます」

「それはすごいな。認証してください」

　返事をすると、俺のＣＯＧｉＴＯフォンのアクセスランプが点滅した。

　ミニリリナが消えると同時に、正面にメイド服を着た等身大のリリナが現れる。

　リリナは自分の姿を見回し、満足そうにうなずいた。

「この姿なら対等に勝負できるわね」

「ま……負けませんから！」

　同等の背丈になったリリナとりーなは、さっそく戦いの炎を燃え上がらせる。

　俺たちの両側にいくつもの扉が現れた。ポータルと呼ばれる、各コースの入り口だ。

　ポータルの上部には、様々な写真やイラストの描かれたバナーが浮かび上がっている。剣と魔法のファンタジックな世界から、ロボットを操縦するＳＦチックな宇宙、ゴーストのうごめく廃はい墟きよまで、様々な拡張現実体験ができるようだ。

「現在、アンリミテッドリアルでは一〇種類のコースをご用意しております。所要時間はそれぞれ三〇分程度となっております。ご希望のコースをお選びください」

　俺はそれぞれのコースを順に見た。

「お化け屋敷はデートの定番だよな？」

「怖いのは嫌よ。昔から苦手なの」

　リリナが一歩後ずさりながら言う。

「へえ、リリナさんが、ねえ。幽霊に出会っても平然としてそうだけど」

「失礼ね。わたしは育ちがいいから、気味が悪いものに耐性が無いのよ」

　お化け屋敷にこだわる必要も無い。ここは幻想的なファンタジーが無難そうだ。

「それじゃあ、この幻想精霊世界というコースでお願いします」

「かしこまりました。それでは現実を超えた現実体験を心ゆくまでご堪たん能のうください」

　ポータルの扉が開き、その向こうに、霧に包まれた森が見える。

「定員は、人間二人とバーチャルアテンダントが一名までか。俺とリリナさんとりーなでちょうどだな」

　一足先に三人で扉の前へと進む。

「俺たちはこのコースにするよ。繭まゆ先輩とヴィーシェはどれを回るの？」

　聞こうとして二人のほうを振り返ると、何やら険悪な雰囲気で睨にらみ合あっていた。

「どうしたんですか、繭まゆ先輩？　ヴィーシェとケンカですか？」

　気になって近づくと、口論の声が聞こえた。

「そんなはずないよ！　人間とＡＩの愛は可能だって、あたし信じてる！　愛の前には、アナログとデジタルの壁なんて無いんだから！」

「けっ、なんとも素人しろうとくさい意見でございますねえ。ＡＩは人間の作ったプログラムに過ぎませんのです。本気の愛だとか、ちゃんちゃらおかしいのでありますよ」

　なんだか哲学的なようでいて、あまり深く考えてなさそうな議論をしている。

　やがてヴィーシェは不敵な笑みを浮かべ、ポータルに並ぶ扉の一つを見た。

「よろしゅうございます。そこまで言うなら徹底的に白黒つけようではありませんか」

「いいよ～。あたしの意見が正しいって証明しちゃうから！」

　こちらも何やら勝負するらしく、扉へ向かって歩き出した。

　どうやって決着をつけるんだろう？　気になって扉の上のバナーを見上げると、いかつい顔をした兵士がマシンガンを持って雄たけびを上げている。

「……どんなコースなんだ？」

　疑問に思っていると、バーチャルガイドがコースの内容を説明してくれた。

「こちらは最大三〇名の参加者による対戦型コンテンツとなります。リアルに再現された孤島を舞台に、最後の一人になるまで生き残りをかけて撃ち合う地獄のバトルロイヤル、血湧わき肉躍る激闘のシューティングをお楽しみいただけます」

「ずいぶん過激なコースだな。というか、さっきの議論となんの関係も無いような」

　バトルロイヤルへ向かう繭先輩とヴィーシェを見送ると、俺たち三人は改めてファンタジー世界への扉をくぐり抜けた。




　ううむ、ファンタジックな世界だと聞いてたのに、コース選択を間違えたのか？

　俺とリリナとりーなは、ずっと深い森の道を歩いていた。森は暗く陰いん鬱うつな雰囲気で、巨大化した食虫植物のような奇怪な草花が生い茂っている。

「ファンタジーというよりホラーだな、これじゃ」

「はうう……。広ひろ十と様、何か出てきそうです……」

　りーなは俺の隣にピッタリくっついて歩きながら、びくびくしている。

　無理もない。リアルに再現された薄気味悪い森は、俺ですら全身が緊張してしまう。

「大丈夫か？　りーな。ゆっくり進もう」

「うう、すみません……。さっきから足が震えてしまって……」

「何が怖いのよ。同じような景色が続いているだけじゃない」

　反対側の隣を歩くリリナは、意外なほど平然とした顔だ。

「リリナさん、怖いのは苦手って言ってなかったか？」

「そういえばそうね。昔はこういう雰囲気は全然ダメだったのに、どうしたのかしら？」

　不思議そうな顔で考えている。苦手だったのは本当らしい。

　それから思いついたように手を打った。

「わかったわ！　広ひろ十と君と一緒だからよ。きっとわたし、広十君と一緒なら世界に怖いものなんて無くなるのね。これからもわたしを守ってね、広十君」

　ニコッ、とリリナは俺に笑顔を向ける。

　う……。かわいい……。

　どうしたことだ。今のリリナさん、ちょっと……いやかなり、かわいい……。

「ふっ」

　リリナはりーなに向かって勝利の笑みを浮かべた。

「いや、そのリアクションは余計だから」

「りーなだって広十様に守られています！　りーなは広十様の恋人ですから！」

　負けじと叫ぶりーな。

　彼女の背後の暗くら闇やみから勢いよく何かが飛び出し、道の先をふさいだ。

　巨大な食人植物のモンスターだ。グロテスクな花びらの中央で、牙きばの並ぶ口が開いている。毒々しい色の幹から何本もの触手が伸びて、波打つようにうごめいていた。

「きゃああああああああっ!!」

「りーな、落ち着いて。立体映像だよ。ほら」

　モンスターの振り回す触手が何度も俺たちに叩たたきつけられる。

　しかし相手はホログラフィックのモンスター。触手は体をすり抜けるだけだ。

「ひ……広十様……。り、りーなを守ってください……」

　りーなは俺の肩にしがみつき、甘えるように首筋に顔を埋うずめた。

「ふぅん……」

　冷たい声に振り向くと、リリナがムッとした顔で俺たちを見ている。

「い、いやこれは、りーなが勝手にですね」

「わたしも抱きしめて」

「はい？」

「いいから、わたしを思いっきりギューッて抱き寄せなさい！」

　リリナは怒った顔で俺の前に立ち、両手を広げて抱きついた。

　しかし彼女の体はホログラフィック。勢いよく俺をすり抜けてしまう。

「ふふっ。抱きつくこともできないんですね。リリナさんって、かわいそう」

「くうぅっ……。わ、わたしはベタベタするなんて、品の無い行為はしないのよ！」

「それじゃあ、りーなはもっと品の無いこと、しちゃいますね」

　りーなは俺の左腕を取り、両腕で抱きしめた。

　や、柔らかい……。俺の二の腕がりーなの胸に触れているんだ。

「おいりーな、胸が当たって……」

「広ひろ十と様、りーなの胸で恐怖を癒やしてください。りーなの胸は、広十様の胸ですから」

　りーなは両腕に力を込め、胸の谷間でギュッと腕を挟む。

「お、おお……」

「気持ちいいですか、広十様？　もっと気持ちいいこと、してあげちゃいます」

「もっと……気持ちいいことだって……？」

「りーなの全部で、広十様、最高に気持ちよくなってください……」

　なな、なんということだ。

　入れ替わったりーなと勝手にいちゃラブしちゃいけない。頭ではわかっているのに心がこれほど揺らぐとは、りーな、なんていけない子なんだ……。

「…………っ!!」

　憎々しげな視線におそるおそる振り返ると、リリナが鬼の形相で睨にらんでいた。

「た、大層な自信ですことね、りーな。そんな貧相な胸で何が気持ちよくなるの？　硬くて痛いだけだわ。笑わせないでほしいわね。あっはっは！」

「いやいや、本来はリリナさんの体だから……。ほら、こうして胸で挟まれると俺ですらドキドキしちゃうし、そこまで卑下しなくていいと思うけどなあ」

「い、いやらしいこと言わないでっ！　この変態っ!!」

「どんな反応すればいいんだよ」

「キィエエエエエエッ!!」

　二人に気を取られて忘れていたが、俺たちの前に立ちはだかる食人植物が突然奇声を発した。いかにも『後ろの客が詰まってるから早くしろ』って感じの叫びだし先を急ごう。

「このモンスター、どうすれば倒せるんだろ」

　食人植物の触手が勢いよく飛びかかる。

　触手は俺たちの体をすり抜け、まっすぐにリリナへと伸びた。

「きゃああっ!?」

　触手に全身を捕らえられたリリナは、一瞬のうちに宙に持ち上げられる。

「リリナさん!?　バーチャルの体だから、触れられるのか」

「何よこれ!?　し、触手が絡みついて……動けない……あ、んっ、ち、ちょっと、ど、どこ触って……ひゃあんんっ!!」

　俺の目の前で、リリナさんは触手に全身を絡め取られながら激しく身み悶もだえた。

「あ、あんっ、だっ……ダメよ……っ!!　そ、そこはっ、ひ、広十君っ、だ、ダメだってば……、そんなとこ、ま、まだ、こ、心の準備が……あ……ああああんっ!!」

「いや触ってるの俺じゃないから……」

　身み悶もだえしすぎて頭が混乱してるらしい。

　どうしたらいいか考えあぐねていると、食人植物はリリナを抱えたままピョンとジャンプして、森のほうへ去っていく。

「リリナさん!?」

　彼女の悶える声とともに、森の暗くら闇やみへと消えてしまった。

「どうなったんでしょうか？」

　りーなは不安そうな顔で、リリナが連れ去られた方向を見つめている。

「まあ、アトラクションだから大丈夫だろうけど。先へ進めば続きが展開すると思うよ」

　それにしても触手とは、なかなかマニアックだな。

　俺とりーなの二人で薄暗い森を進んでいくと、森の中の広場へと出た。

「すごい、こんな場所に出るなんて。壮観ですねえ……」

　森に囲まれた丘の頂上だ。

　広がる青空の下で、緑の葉に覆われた一本の大たい樹じゆがそびえている。

　俺とりーなは丘を登り、両腕を広げても抱えきれないほどの太い幹の根元へと進んだ。

「ここがゴールなのかな？　どうすればクリアできるんだろ」

「きっと伝説の樹きの下で、ラブラブなイベントを起こすんですよ」

　りーなは俺の両手を取り、熱っぽく握りしめながら向かい合った。

「広ひろ十と様、誓いのキスをしましょう」

「誓いって、な、なんの誓いかな？」

「もちろん愛の誓いです。伝説の樹の下でキスを交わしたカップルは永遠に結ばれるのだと、ビッグデータでも証明されているんですよ」

「伝説の樹とかニッチ過ぎるから！　ビッグになるほどデータ集まらないし！」

「さあ、二人で最高のエンディングを迎えましょう」

「で、でもりーな、これはテーマパークのアトラクションだし……」

　戸惑う間もなく、りーなはゆっくりと目を閉じて唇を近づける。

　た、確かにこれは理想のシチュエーションに違いない。何しろりーなはバーチャル美少女。本来ならこんなふうに強く手を握り合って、唇を触れ合わせられる相手じゃない。

　いやダメだ。彼女の体は璃り々り七なさんのものだ。勝手にキスなんかしたら、後から何を言われるか……。

　二つの気持ちがぐるぐると回り、どうしたらいいかわからない。

　そうしている間にもりーなの唇は、吐息がかかるほどに近づいてくる。

　俺は決めていた。ファーストキスはバーチャル美少女とだって。

　りーなは、間違いなくリアルの体を持ったバーチャル美少女だ……。

　何も考えられず、頭の中が真っ白になって、ゆっくりと目を閉じかけた。

　そのときだ。突然大たい樹じゆの周囲を、竜巻のような突風が吹きすさぶ。

「ひゃあっ。ど、どうしたのでしょうか!?」

　りーなは慌てて顔を離し、まくれ上がりそうなスカートを必死で押さえた。

　見上げると、今まで広がっていた青空が、厚い黒雲に覆われていた。鮮やかな緑の葉は枯れたように茶色く変色し、大樹の枝がしなびて瑞みず々みずしさを失っている。

　次の瞬間、頭上の枝がガサゴソと揺れて、何かがバサリと垂れ落ちた。

　触手だ。毒々しい触手の束が一斉に垂れ下がっている。

「きゃあああっ!?」

　りーなは驚きの悲鳴を上げ、一歩後ろに飛とび退のいて尻しり餅もちをついた。

「大丈夫だよ、りーな！　ただの拡張現実だ！」

　そう言いながら、俺はかばうように彼女の前に立ち、触手に向かい合う。

　目の前で、うごめく触手の束が左右に開いていった。中から現れたのは、意外な姿。

「えっ……？　リ、リリナさん!?」

　両腕を触手に巻き付かれ、捕らえられているんだ。

　そして彼女の姿は、少し変化していた。

　着ているのは、大きな草葉がデザインされた高貴そうなドレス。それだけじゃない。

　透きとおるような黒色に変化した髪の間から、とがった耳の先端が突き出している。

　あれは、エルフ耳!?

「来てくださったのですね、勇者ヒロト。今、この世界樹は魔物にむしばまれ、枯れ果てようとしています。このままでは世界は闇やみに閉ざされます。どうかヒロトの力で、美しき世界をお救いください」

「そんなストーリーだったの？　リリナさんの格好は？」

「秘密にしておりましたが、わたしの正体は世界樹を守りし精霊の一族、一〇万一六歳を数えるエルフの姫君、リリナと申します」

「お……おお、お……」

　俺は目の前に実在するエルフの姿に目を奪われた。

　これまでゲーム画面の中でしか出会えなかった存在。異なる世界に暮らし、決して触れ合うことのできなかった存在。

　美しく高貴で優しい、汚けがれ無き理想のエルフがここにいる！

　俺の目の前に輝く光の粒が舞い降りた。

　光は横に伸び、一本の剣となる。

「勇者ヒロト。その剣つるぎこそ我が愛の結晶。勇気を力に変えて手に取り、悪魔の闇に覆われし美しき世界を救い出してください。……っていう設定だそうよ」

「すげえ！　最高に燃え萌もえする展開じゃないか！　最後の一言が無ければ完かん璧ぺきだ!!」

　俺は光の剣を握りしめた。ホログラフィックだから握っている感触は無いけど、ちゃんと腕についてくる。

　世界樹に絡みついていた触手たちが一斉に襲いかかってきた。

　光の剣を大きく振ると、触手はスパリと切れて地に落ち、かき消える。

　一振り、もう一振り。次々に襲いかかる触手たちを、俺は軽快に切り落としていった。

「おっ、すげえ爽そう快かいじゃんか！」

　そしてついに、世界樹の幹に悪魔のような巨大な顔が浮かび上がった。

　両手に光の剣を握りしめた俺は、全身全霊を込めて一気に振り下ろす。

「グギャアアアアアアァ!!」

　悪魔は断末魔の叫びを上げながら黒い霧となって雲散した。ラスボスを倒したらしい。

　光の剣は俺の手を離れ、光り輝く渦となって世界樹を包む。黒ずんでいた世界樹が命の息吹に包まれ、緑の輝きを取り戻した。

　空を覆っていた黒雲が消え、周囲に明るい日差しが満ちる。

　そして俺の前に、一人の少女が羽のように舞い降りた。

　幻想的な長い耳を持ち、高貴なドレスに身を包んだ、エルフの姫君。

　俺は両腕でリリナの体を抱えた。重さは感じない。ホログラフィックだから？　違う。

　この風のような軽さこそが精霊エルフの証あかしだからだ！












「お、俺は今……エルフをお姫様だっこしているのか……？」

　夢のようで信じられない。けれど俺の腕の中には、確かにエルフの姫がいる！

　エルフのリリナは俺に抱えられながら、熱い視線で見つめた。

「勇者ヒロト、よくぞ世界を救ってくださいました。あなたは世界の恩人にして、最高の勇気を持つ人です。どうかこのエルフの姫君、リリナとこん……こ……」

「どうしたんだい？　エルフ姫のリリナ」

「こ、こん、こんい……こ、婚姻の儀を交わしてくださいませっ！　台本で言わされてるだけよ!!」

「最高だ……。エルフ姫を嫁に迎えるだなんて……。最後のセリフさえ無ければ、何も言うことはない……」

「じ、じゃあ、リリナを一生大切にするって言いなさい。こ、これもたぶん台本だから」

「もちろんだ。俺はエルフ姫のリリナを一生大切にするよ」

「『エルフ姫の』は外して」

「えっ、どうして？　やたら細かい台本だな」

　……なぜかリリナは、ムッとした目で俺を見る。

　ちょうどそのとき、周囲に広がっていた世界樹の森が消え失うせた。

　代わりに現れたのは、ドーム型の天井が広がる、ちょっとした体育館ほどの空間。拡張現実テーマパークのスタジオだ。

「時間を過ぎちゃったのか」

　リリナも金髪のメイド服姿に戻り、俺の腕から飛び降りる。

　せっかくのエルフ耳も、元の人間の耳だ。

「広ひろ十と君がゆっくりしてるからよ。りーなと何をしてたの？」

「何もしてないって。……そういえばりーな、怖がってたけど平気か？」

　彼女のほうを振り返ると、りーなは口をへの字に曲げながら見つめていた。

「広十様、そんなに『えるふ』プレイがお好きなんですか？」

「ごめんごめん。意外な展開でつい夢中になってしまった」

　これで今回の拡張現実コースは終了だ。

　スタジオの端にある扉を開けると、ロビーの宇宙ステーションの場所へ戻る。

　さて、外に出る前に繭まゆ先輩やヴィーシェと合流しないと。

　しかしロビーを見回しても二人は見当たらない。

「まだ対戦ゲームの最中なのかな」

「お連れの皆様もゲームを観戦できますよ。いかがでしょうか？」

　異星人姿のバーチャルガイドが案内してくれた。

「入る前に勝負がどうとか言ってたしなあ。気になるし、様子を見てくるよ」

　というわけで、俺は一人でバトルロイヤルゲームに続くポータルの扉をくぐった。

　中に入ると、そこは大海原に囲まれた、ジャングルと廃はい墟きよの広がる孤島。

　夏の太陽が照りつける下、がれきの山の頂上に立つ人影があった。

　ヴィーシェと繭まゆ先輩だ。

　長い銃身のマシンガンを抱えたヴィーシェは、なぜかスクール水着姿で仁王立ちになっている。しかも水着の布地があちこち破れ、隙すき間まから肌が露出している。どうやら、拡張現実で作り出されたバーチャル水着のようだ。

　その隣では繭先輩がガックリとうなだれて、がれきに手をついていた。こちらは白いビキニの水着姿で、なんとも目のやり場に困るほど布面積が少ない。

「ええと、ゲームは終わったのかな？　その姿は？」

　彼女たちに近づきながら話しかけると、ヴィーシェはニヤッと笑みを浮かべた。

「当然のごとく、わたくしの完全勝利でございます。こう見えても毎日世界中のフレから救援要請が届く電脳世界の傭よう兵へい。我がＦＰＳの腕前を舐なめてはいけませぬ」

　ヴィーシェが空に向かってマシンガンの引き金を引くと、ピューッと勢いよく水流が噴出した。水鉄砲かよ。

「ううう～、絶対に勝てると思ったのに～っ」

　繭先輩が悔しそうな声を上げている。

「思い知ったか、なのでございます。いっそスッポンポンに引ひん剥むいてやりとうございましたのに、最後まで脱がせられないのが残念無念」

「スッポンポンはいやあああ～！」

　どうやら、水鉄砲で打たれるとバーチャルの衣装が破れていくゲームらしい。

　がれきの山の周囲を見回すと、何組ものカップルたちが裸同然のあられもない水着姿でへたり込んでいた。他のゲーム参加者のようだ。

「見てくださいませ広ひろ十と殿。お遊戯気分で戦場に来るリア充カップルどもを、片かたっ端ぱしからひん剥いてやりましたのです」

　ヴィーシェはマシンガン……の形をした水鉄砲を高々と掲げた。

「アイ・アム・ア・チャンピオ[image: ][image: ][image: ]ン!!」

　それからふと気付いた様子で、俺に尋ねる。

「ところで広十殿。なぜジャパニーズＦＰＳは、撃たれると服が破れるルールなのでありましょうか？　身体ダメージの写実的表現すなわち血がドバーなほうが迫力あって面白いでございましょうに」

「さ、さあ。なんでだろうね？」

　納得のいかない顔で首をかしげるヴィーシェだった。




　皆で合流すると、俺たちはテーマパークの外に出た。

「デート勝負はわたしの勝ちという結果ね。見たでしょう？　エルフ姿のわたしに夢中な広ひろ十と君の姿を」

　ＣＯＧｉＴＯコギトフォンの上で、再びミニキャラに戻ったリリナが勝利宣言をしている。

「りーなは諦あきらめません。今度こそ広十様とラブラブなエンディングを迎えますから！」

　一方のりーなは、ちょっと悔しそうな顔だ。

「まあまあ。今日のところは引き分けってことでいいじゃないか」

「広十君は黙ってて！」

「広十様は黙っててください！」

　取りなすように言ったのに、なぜか二人から同時に睨にらまれた。

　ふと、ＣＯＧｉＴＯフォンの着信ランプが点灯する。

「あら、テーマパークからメッセージが届いているわ。再生するわね」

　リリナの隣に、さっきの異星人姿のバーチャルガイドが小さく浮かび上がった。

『本日はアンリミテッドリアルへご来場くださいまして、誠にありがとうございました。現在特別キャンペーンとして、「幻想精霊世界」コースをご体験いただいたＣＯＧｉＴＯユーザーの皆様へ、限定エルフプリンセス・コスチュームをプレゼントしております。ぜひお受け取りください』

「エルフプリンセスのコスチューム？」

『実際の人間が着ることのできる、バーチャルコスチュームでございます。ユーザー様ご自身がプリンセス気分を味わうも良し、恋人に着せて幻想的な恋愛を楽しむも良し。ご自由にお楽しみください。それでは、またのご来場をお待ちしております』

　メッセージが終了すると同時に、ＣＯＧｉＴＯフォン上に進しん捗ちよくバーが浮かび上がった。コスチュームのデータをダウンロードしているようだ。

「実際の人間用……ってことは、リアル状態のりーなにも着せられるのか」

　すると、聞いていたりーなが期待いっぱいの笑顔を浮かべる。

「りーなもエルフプリンセスになりたいです！」

「どっちにしても、ここじゃ無理だよ。バーチャルコスチュームは、拡張現実の服を作り出す技術なんだ。ＣＯＧｉＴＯの投射ユニットがある場所じゃないと使えない。俺の部屋でなら着せられると思うけど……」

「お部屋……。広十様のお部屋で……お着替え……」

　ほわわ～と真っ赤な顔でりーなは恥ずかしがっている。何を想像してるんだ。




　それから俺たちは駅まで戻って、帰りの電車に乗り込んだ。

　ずっと歩き回って、りーなはちょっと疲れた様子だ。座席に座り、隣にいる繭まゆ先輩の肩に頭を乗せてウトウトしている。

　ＣＯＧｉＴＯコギトフォンもバッテリーが減ってきてるし、少しの間スリープモードにしておこう。リリナも休憩だ。

　車内で揺られていると、ヴィーシェが横に座って聞いてきた。

「広ひろ十と殿。リーナはなぜ、広十殿に恋をしているのだと思いますか？」

　さっきまでと違い、真剣そうな口く調ちようだ。

「えっ？　リーナは俺のバーチャルアテンダントだから、じゃないかな？」

「そうでございますね。リーナは広十殿に好意を持つようプログラムされているのです」

　なんとなくヴィーシェの言いたいことがわかってきた。

「ああ、つまり本物の、人間の恋愛感情とは違うってこと？」

「さよう。高度な人格ＡＩとはいえ、バーチャルアテンダントは自我を持たないのです」

「自我？」

「自分が自分である、という感覚ですよ。人間なら自然に芽生えるものですが、ＡＩにはそのような感覚がありません。簡単に言うなら『心』や『魂』が無いのです」

「……それは俺も知っているよ。バーチャルアテンダントが意思を持たない人形のようなものだってことは、ネットとかでも何度も説明されている」

「すなわちリーナは本来、恋愛感情など持たぬ存在なのです。恋をしているように見えても、それは、ユーザーの心理を分析し、ユーザーが望む反応をしているだけなのです」

　そこまで言って、ヴィーシェは難しく考え込む顔で腕を組んだ。

「……ですがリアルとなったりーなの様子は、どうも妙なのです。今のりーなは、ＡＩとしてではなく、本当の人間として恋をしているように見えるのです」

「言われてみれば今日のりーな、思いっきりリリナさんと張り合ってたもんな」

　りーなを見ると、相変わらず座席でうつらうつらと眠そうに頭を揺らしている。

「りーなに、心が生まれたのかな」

「少なくとも現在の技術では、ＡＩが心を持つなど無理なのですが」

「じゃあ、りーなの恋愛感情はどこから来たんだろう……」

「なんであれ由ゆ々ゆしき事態には違いありません。前に述べたように、今回の入れ替わり現象は、璃り々り七なお嬢様とリーナの間に入れ替わりへの渇望が存在することで発生しています。りーながリアルの体での恋愛を望めば、元に戻ることが困難になってしまうのですよ」

　考察を始めたのか、ヴィーシェは一人、ぶつぶつと小声でつぶやき出した。

　思考を中断させても悪い。俺は隣で黙ったまま、聞き取れないつぶやきを聞き続ける。

　やがて電車が駅に着いた。

　俺が降りる一つ手前の駅。璃々七さんのマンションの最も寄より駅だ。

「ほら、りーなはここでヴィーシェと一緒に降りるんだぞ」

「ふああぁ～」

　肩を揺すられて、ウトウトしていたりーなが目を覚ました。隣の繭まゆ先輩も寝ぼけた顔で目をこすっている。

　ＣＯＧｉＴＯコギトフォンのスリープモードを解除すると、再びミニリリナが現れた。

「迷惑をかけるわ、ヴィーシェ。りーな……わたしの体なのに世話させて」

「よろしゅうございますよ。想定外の事態でございますが、原因を究明してブレインリンクの完成度を高める機会と考えましょう」

「そうね。最終的に開発の役に立てるのなら、わたしとしては本望よ」

　ヴィーシェは電車から降りた。

　一緒に帰るりーなは、しかし名残惜しそうに俺のほうを見ている。

「りーな、早く来ないと、ごはん抜きでございますよ」

「はうぅ……。りーな、お腹なかがキューッてしてます……」

「ヴィーシェの言うことを聞いて、ちゃんと食事をするんだぞ」

　りーなもリアルの体では空腹に勝てないのか、ヴィーシェに続いて電車を降りる。

「それでは広ひろ十と様。また明日、お会いしましょう」

　扉が閉まり、電車が再び動き出す。日が落ちて、窓の外は薄暗い。

「俺も腹が減ったし疲れたよ。早く帰って休もう」

「今日の授業で課題が出たでしょう？　ちゃんと片付けなさい。わたしも済ませるわ」

「帰ってすぐ勉強かよ。リリナさんは元気だなあ」

「バーチャルの体も慣れてくると快適ね。疲れないし、お腹も空すかないのよ」

　バーチャルの体になるってどんな気分なんだろう。

　バッテリーが続く限り活動できて、疲れもしないってのは、ちょっとうらやましくもある。食事も必要ないのは、味気ない気もするけれど。

「ヒロ君って、やっぱりバーチャルちゃんと仲がいいんだね」

　ふいに横から繭先輩にのぞき込まれて、俺は慌ててＣＯＧｉＴＯフォンを再びスリープモードにした。先輩には、リリナの正体は秘密なんだ。

「ち、ちょっと広十君!?　先輩と二人っきりになるつもり!?」

「バッテリーが少ないんだよ！」

　リリナのホログラフィックが消えると、俺はごまかすように愛想笑いをした。

「別に仲よくありませんって。最近のアプリは生意気なＡＩで困るんです」

「でもヒロ君、リラックスした顔で話してたよ～」

「そ、そうですか？　俺は面倒くさいやつだと思うけどなあ……」

　そうして俺は電車に揺られている間、繭先輩と世間話をしながら過ごした。

　試しに期待の新作美少女ゲームをプッシュしてみたんだけど、イマイチ魅力を伝えられなかったみたいで残念だ。




　そして翌朝の通学路。

　俺の制服のポケットから、今朝もミニリリナが顔を出している。

「ふぁ～あ、リリナさん、夜まで勉強させるんだもんなあ。眠くてしょうがないよ」

「わたしのおかげで宿題が済んだのよ。感謝しなさい。これから毎日三回『不ふ真面目まじめでずぼらな俺に勉強を教えてくれてありがとう』って心を込めて言うのよ」

「あ～はいはい。本当は真面目で努力家の俺に勉強を教えてくれてありがとう。……お嬢様は朝から元気に減らず口ですねえ」

　通学途中にある駅前にやって来ると、駅前の広場にりーなの姿があった。

　制服姿で学生鞄かばんを持っている。ここで待ち合わせの約束をしていたんだ。

　りーなの登校には不安もあるけど、ヴィーシェは事態解決に向けていろいろ忙しいはずだ。せめて昼間は俺が一緒にいよう。

「りーな、おはよう」

「おはようございます、広ひろ十と様。ご一緒に登校できて嬉うれしいです！」

　ニコッと笑顔のりーなに、違和感があった。

　髪の間から飛び出した耳の先が、妙にとがっている。

「……その耳はどうしたの？」

「りーな、広十様のために、エルフになりました！」

「いや、エルフというのは別世界に住む種族で、人間はエルフになれないんだよ」

「体は人間でも、心はエルフです！　見てください。夕べ、一生懸命作ったんです！」

　りーなは得意げに自分の耳を指さした。

　紙で作った即席のエルフ耳を、両耳にかぶせているらしい。

　彼女の指先に絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

「指、ケガしたのか？」

「ハサミというものを使い慣れなくて、ちょっと傷つけちゃいました。でもヴィーシェさんに治療してもらいましたから大丈夫です！」

「俺のためにそこまで……。りーな……なんて健けな気げなんだ……」

　心を打たれた俺は、思わず涙ぐみそうになってしまう。

「広十様の愛さえあれば、りーなはどんな苦労も報われます！」

　しかし困ったな。まさか学校でエルフ耳というわけにもいかない。

　俺はそっと手を伸ばし、りーなの頭から両方のエルフ耳を外した。

「はぅ、どうして取っちゃうのですか？」

「いいかい、りーな。人間界には厳しい掟おきてがあるんだ。人間界の学校では、エルフだということを秘密にしなきゃいけない」

「そ、そんな掟おきてがあったのですか!?」

「人間界の学校にいる教師は、とっても怖い存在なんだよ。エルフを見つけると、美しいエルフ耳をバリッともぎ取ってしまうんだ！」

「ひ、ひ[image: ][image: ][image: ]っ!!」

　りーなはガクガクと体中を震わせた。

「耳みみなし芳ほう一いちかって言うの」

　リリナのツッコミ声が聞こえたようだが気にしないでおこう。

　俺は紙製のエルフ耳を制服のポケットに入れた。

「だからこれは、誰にも見つからないよう大切に預かっておくよ」

「お願いします、広ひろ十と様！　それでは登校しましょう」

　りーなは笑顔に戻り、意気揚々と学校に向かって歩き出した。




　学校で、りーなは言いつけどおり大人しく過ごしている。

『りーな、困ったことは無いか？』

　休み時間、俺は教室の自分の席から、りーなのスマホにメッセージを送ってみた。

　以前、ヴィーシェがＧＰＳアプリをインストールして持たせたスマホだ。今は学校内で連絡を取り合うのに活用している。

『バッチリです！　りーながエルフだとは誰にも気付かれてません！』

　即座に返信があった。メッセージが届いたらすぐ確認するように言っておいたのだ。

　彼女が座る席を見ると、教科書を広げて読んでいる。昨日のように、俺の恋人だとアピールすることもない。

　ひとまず安あん堵どするものの、気は抜けない。

　この入れ替わりの現象はいつまで続くんだろう。

　机に置いたＣＯＧｉＴＯコギトフォンの上に、ミニリリナがいる。

「リリナさん、入れ替わりを隠したまま過ごすのも息苦しくないか？　学校に相談できる人はいないのかな。誰か友人に打ち明けるとか」

「こんな状況を打ち明けられる人は……思いつかないわね。誰とでも交流できるよう心がけてはいるけど、秘密を打ち明けられるほどの親友は特に……」

「リリナさんなら人望も集められそうだけどなあ」

「なんというか、気後れされてしまうのよ。実家が実家だし、わたしもお堅い人だと思われることが多くて」

「リリナさんのお父さんがＣＯＧｉＴＯの開発会社のオーナーだと聞いたときは、さすがに俺も驚いたよ。他にもいろんな拡張現実関連の企業に出資していて、業界じゃ名が知られた人なんだろ？」

　ここ次世代電脳文化高等学校は、未来のＩＴ教育をいち早く取り入れたモデル校だ。

　今後ますますコンピューター関連の技術は社会に浸透していく。今は主として娯楽用に使われている拡張現実も、より実用的な使い方が提案されていくはず。

　そんな新時代の授業を、いち早く学べるというわけだ。

　一見普通の学校と変わらない教室。しかし机の中には、一人一台ずつ支給されたタブレットが置かれている。コンピュータールームに並ぶパソコンは高性能の最新機種だ。

　そして教室の前にある黒板は、実は電子パネルだ。電子チョークで自由に書いたり消したりできるだけでなく、大型のスクリーンとして映像を流すこともできる。

　残念ながら最新鋭の拡張現実装置であるＣＯＧｉＴＯコギトは、まだ導入されていないけど。

「ウチみたいな学校じゃ、永と羽わ星ぼし家の影響力も大きそうだよな」

「そんなつもりで入学したわけじゃないの。この学校の教育方針に魅力を感じたからよ。先生がたも普通の生徒として厳しく指導してくださるわ」

「俺だって、リリナさんが家柄を鼻にかけてるようには感じないよ」

「そ、そう？　そう思ってもらえるなら嬉うれしいわね」

「もちろんさ。リリナさんの極悪お嬢様っぷりは天性のものとしか思えない」

「何を言っているのかしら？　広ひろ十と君があまりにパンツバカだから悪いのよ」

　つーん、とリリナは口をとがらせる。

「でも不思議ね。広十君と話していると、なんだか打ち解けた気分に──」

　俺の席に足音が近づいて、リリナは口をつぐむ。

　隣に来たのは、クラスメイトの古ふる矢や真しん二じ。いつもゲームの話をしている相手だ。もちろんリリナの正体は彼も知らない。普段どおりに返事をしよう。

「よお広十！　こないだ発表された新作ギャルゲー、どう思う？　メインヒロインの子、すっげーかわいいよな!?」

「ああ、あのゲームか？　う～ん、彼女が魅力的かどうかは、まだ判断できないな」

「なんでだ？　あれほどの美少女イラスト、数年に一度の逸品だぞ」

「詳しい設定はわからないけど、お嬢様っぽい姿をしてるじゃないか。もし高飛車な生意気お嬢様だったら、毎日わがままっぷりに付き合わされてしまうんだぞ」

「最高だろ!?　美少女に振り回されるなんて男のロマンじゃねえかよ！」

「俺は思い知ったんだよ。お嬢様に振り回されるって、どれだけ大変なことか。こればかりは経験した者じゃないとわからないさ……」

「じ、実感のこもった言葉だな。さすが校内一のバーチャル美少女オタクは違うぜ……」

　真二は尊敬のまなざしで見つめてきた。

「パンツバーカ」

　小声がしてチラリと卓上を見ると、ミニリリナがベーッと舌を出している。

　まったく、いちいちかわいくないやつだ。




　昼休みになると、俺は校内の学食で二人分の弁当を買って教室に向かった。

　一つはりーなの弁当だ。学食は混雑するから、彼女には教室で待ってもらっている。

　教室前まで戻ったとき、繭まゆ先輩が立っているのが見えた。

「あ、ヒロ君が戻りましたよ。ヒロく～ん！」

　彼女の隣にいる若い教師は、俺たちの担任である伊い吹ぶき恵え里り沙さ先生だ。

「繭先輩。先生と一緒に、どうしたんです？」

「午後、次世代電脳教育委員会の役員さんたちが視察に見えるから、その準備なの～」

「そういえば先輩、準備の担当でしたよね。どんな委員会なんですか？」

「官民共同で設立された、中学校や高校のコンピューター教育について考える組織……なんだって」

　繭先輩が説明すると、隣の伊吹先生がうなずいた。

「そうよ。それで先ほど連絡があって、役員の方々から『永と羽わ星ぼし家の娘さんが在学されているなら、ぜひお目にかかりたい』とご希望を頂いたのよ」

「永羽星さんのパパって、いろんな拡張現実事業に投資して育てることで有名なんだってね。あたしも驚いちゃった」

「挨あい拶さつをしてもらえないか、永羽星さんに頼みに来たんだけど……」

　伊吹先生が戸惑った口く調ちようになる。

　嫌な予感がする。弁当を買いに行っている間にりーなが用件を頼まれていたとは。

「永羽星さん、なんて答えました？」

「それが『広ひろ十と様の言いつけしか聞けません』の一点張りなのよ。後ご阪さか君、永羽星さんと何かあったの？」

　弁当を買いに行く時間くらい大丈夫だろうと油断したのがまずかった。

　そっと教室内を見ると、りーなは席に座って、しょんぼりした顔をしている。

「い、いえ、俺と永羽星さんは何も無いですよ」

「でも、昨日も後阪君と永羽星さんの様子、いつもと違っていたそうじゃない？」

「それは、その……」

　重ねて問われて、ごまかす言葉が思いつかない。

「ごめんなさ～い！　実は罰ゲームしてたんです！」

　突然、繭先輩が声を上げた。

「あたしと永羽星さんとでゲームして、負けたほうが言うことを聞くって。たぶんそのせいだと思います。ヒロ君も勝手に巻き込んじゃって、ごめんね～」

　伊い吹ぶき先生は眉まゆをひそめる。

「もう。あまり紛らわしいことしないで」

「は～い。役員さんへの挨あい拶さつのこと、永と羽わ星ぼしさんにはあたしから頼んでおきますね」

「それではお願いね」

　後を任せて、伊吹先生は廊下の先へ歩いていく。

　繭まゆ先輩が俺を見て、ニコッとＶサインを出した。助け船を出してくれたんだ。




　その後、俺はりーなを連れて中庭の角にあるベンチに腰を下ろし、弁当を食べていた。

　りーなの向こう側には、繭先輩も座っている。

「繭先輩、ありがとうございます。さっきは助かりました」

「困ったことがあったら言ってね。あたし、デジタルな悩みはからっきしだけど、アナログな悩みならどんと来いだから！」

　繭先輩はそんなふうに言ってくれる。

　けれど、入れ替わり現象なんて相談できるようなことじゃないし……。

　そう思って黙り込んだときだ。

「……人間とＡＩの意識が入れ替わったと聞いたら、信じますか？」

　突然リリナの声がした。見ると、ミニリリナが制服のポケットから顔を出し、まっすぐ繭先輩のほうを見ている。

「えっ？　今の、バーチャルちゃんがしゃべったんだよね？」

「これまで弍に分ぶん木ぎ先輩とは面識がありませんでしたから、気付かなかったと思いますが、永羽星璃り々り七なはわたしなんです」

「リリナさん、いいのか？　話してしまって……」

　戸惑ったものの、俺はリリナに任せることにした。

　リリナは繭先輩に、ブレインリンクの機能のテストによって彼女の意識とリーナのＡＩが入れ替わったことを説明した。俺もそれが事実だと証言しながら。

　話を聞き終えた繭先輩は、しばらくの間リリナとりーなの顔を交互に見つめ……。

「す……すっご[image: ][image: ][image: ]い!!　それってものすごいことだよ!!」

　目をキラキラ輝かせながら感激の声を上げた。

「俺たちの話、信じてくれるんですか？」

「もちろん！　そう考えたほうが、昨日の二人の様子だって納得がいくもん」

「やっぱりちょっと不自然だったかな」

　俺は苦笑した。

　でも、事情を理解してくれる人がいるのは嬉うれしい。

「そうだ、繭先輩。学校でりーなの手助けをお願いしてもいいですか？　俺は男だから、ずっと一緒にいることもできなくて」

「うん、任せて！」

「ありがとうございます。りーな、今後は繭まゆ先輩の指示にも従うんだぞ」

「わかりました！　りーな、広ひろ十と様のために繭先輩の言うことも聞きます！　ご指導お願いします、繭先輩！」

「う～ん、りーなちゃん、かわいいなあ～。頭ナデナデしちゃう～」

「はうぅ……」

　まるで従順な飼い犬みたいに背中を丸くするりーなだ。

「弍に分ぶん木ぎ先輩、一応わたしの体ですから……」

　リリナの声が聞こえたようだけど、とりあえず気にしないでおこう。

「いいかい、りーな。人間界では大勢の人と協調して生きていく必要があるんだ。さっきみたいに先生に頼み事をされたら、ちゃんと言うことを聞くように」

「学校の皆さんの言うことを聞くのですね。りーな、がんばります！」

「ああ、でも絶対服従はダメだよ。なんでもかんでも聞くわけじゃない。危険なことや無む茶ちやなことは、頼まれたって引き受ける必要は無いんだ」

「むむむ……っ。難しいですね……。どうしたら危険なことや無茶なことだと判断できるのでしょうか」












「そうだなあ。まずは自分の直感を信じるんだ。相手が間違ってると感じたら、はっきり正しいと思うことを主張すればいい」

「人間界は大変なのですね……。りーな、広ひろ十と様との愛でどんな試練も乗り切ります！」

　りーなは、凜り々りしく決意の表情をする。

　人間にとっては当たり前の行動も、ＡＩにとっては大変な学習なんだろうな。

　もっとも、りーなは人格なんてものを持たない。苦労を感じることもない。

　それでも彼女の頭のＡＩは、激しい変化の試練に立ち向かっているように思えた。




　昼食を済ませると、俺たちは校舎に入った。

　昼休み、生徒は校内のあちこちで思い思いに休み時間を過ごしている。

　学年の違う繭まゆ先輩と別れ、俺とりーなは教室の前に戻ってきた。そのときだ。

「なんたることでしょうなあ、最近の若い者は！」

　廊下に声が響いた。

　振り返ると、階段の下から何人かの大人たちが上がってくる。

　先頭に立つのは五〇歳代くらいの、堂々とした体格の男性だ。スーツのポケットに両手を突っ込み、威張るように胸を反り返らせながら、冷笑的な目で周囲を見回していた。

　その隣には同年代くらいの、派手で高価そうなネックレスをつけた女性がいる。

「まったくですわねえ。わたくしの若いころは、休み時間も勉学に励んだものですのに」

「新設モデル校として多くの予算がかかっておるのに、自覚してほしいもんだなあ！」

　わざわざ響き渡るような大声で、生徒を見下すような言葉を並べ立てていた。

「もっと厳しくするべきですな、学校長。若い連中は怠けることばかり考える。若い時期にこそ徹底的に鍛えて、将来有望な人間に育て上げねばならん！」

　二人の後に付き従っている二人の教諭がいた。この学校の学校長と教頭だ。すっかり恐縮した様子で、前の二人が何か言うたびにヘコヘコと頭を下げている。二人ともそんなに悪い人じゃないと思うけど、大人の事情ってもんがあるんだろう。

　廊下や教室にいた生徒たちはみんな静まり返っていた。何か言いたそうだけど、誰も何も言えず黙り込んでいる。

　立ち止まっていると教室から伊い吹ぶき先生が出てきて、りーなのそばに駆け寄った。

「永と羽わ星ぼしさん、ここにいたのね。委員会の方々が予定よりも早くお見えになったの。あちらの男性は委員会の副理事さんよ。隣の女性も役員をされているわ」

　あんな威張り散らしてる人の相手をさせられるのか。お嬢様も大変だなあ。

　委員会のお偉方がこちらに気付いたようだ。

　副理事はりーなの顔を見ると、ササッと彼女の前に歩み寄ってきた。

「いいか、りーな。余計なことは言わず、最小限の無難な挨あい拶さつでいいからな」

　俺は小声でりーなに耳打ちした。

　副理事はりーなの前で、キザったらしく片手を胸の前に掲げながらお辞儀をする。

「これはこれは、璃り々り七なお嬢様ではありませんか。お父様のことは常々尊敬しておりますぞ。お目にかかれて光栄でございますなあ」

「こんにちは」

　りーなは笑顔で答えた。ほんとに最小限の無難な挨あい拶さつだな。

　俺は一歩後ろに下がって彼女の様子を見守る。

「璃々七お嬢様は学校活動に熱心で成績も大変優秀だとお聞きしております。さすが永と羽わ星ぼし家の娘さん、非の打ち所がありません。他の生徒たちもぜひ見習うべきですなあ！」

　副理事はりーな……というか、璃々七さんを褒ほめそやした。

　けれどわざとらしい。業界の実力者の娘に媚こびを売る態度が透けて見える。

「皆が璃々七お嬢様を目標にすれば、素晴らしい学校になるでしょう！　いいかね、諸君もお嬢様を目指して、常に努力し己を高めるように！」

　副理事の声が響く中で、近くの生徒たちのささやきが聞こえた。

「いいよなあ、お嬢様は。何をしても褒められてさ」

「どうせ悪いことをしたって揉もみ消けしてくれるのよ。偉い人の力で」

　まずいなあ。副理事から貶けなされた不満が彼女に向かっている。

　心配になってポケットのリリナを見るが、彼女は小さく首を横に振った。

「いいのよ、別に」

　と、諦あきらめの混じった表情で。

「今期はクラス委員をお務めだと聞きました。どうかその調子で、これからも電脳文化高校のたるんどる連中に活を入れてやってください！　はっはっはっは！」

　静まり返った廊下に、副理事の上機嫌な笑いが充満している。

　だが、その声を引き裂くように、りーなの言葉が響き渡った。

「副理事さんは間違っています！」

　りーなは力のこもった視線で、副理事をまっすぐに見返した。

「な、何か間違っておったでしょうか？　失礼なことを申し上げましたかな？」

「相手が間違っているときは、自分が正しいと思うことを主張しなければなりません！」

「いえ璃々七お嬢様。私は生徒を蔑さげすむ意図ではなく、叱しつ咤た激げき励れいしようと思ってですな。もちろん、生徒の皆さんは素晴らしい実力の持ち主だと心得ておりますぞ。見る目があるからこそ、璃々七お嬢様をクラス委員に選出したのでしょう。はっはっ」

　副理事は額に汗を滲にじませながら、生徒たちに愛想笑いを振りまいた。

「全然違います！　りーなは『くらすいいん』じゃありません！」

　そしてりーなは、思いっきり言い放った。

「りーなは、エルフです!!」

　そっちかよ!!

　と、俺は心の中で盛大にツッコんだ。

「えるふ…………？」

　副理事は戸惑いながら隣の役員に聞いた。

「『えるふ』とは、なんですかな？」

「さあ……。新しく創設された役職ではありませんこと？」

　なるほどと納得した顔で副理事はりーなに向き直る。

「これは失礼いたしました。いやあ、さすがは璃り々り七なお嬢様。お若いのに『えるふ』をお務めとは、誠にご立派ですなあ」

「いいえ、若くなんかありません。副理事さんよりずっと年上です！」

「と、年上……？」

「りーなは、一〇万一六歳なんです！」

　副理事はポカンと口を開けてりーなを見つめる。

　あああああ……と、俺は心の中で頭を抱えた。

「何を言ってるんだ？」

　まわりの生徒たちも、いぶかしそうな顔でりーなを見ている。

「えっ、えっ……？」

　あまりにも微妙な空気に、りーなは戸惑った顔でキョロキョロと見回した。

「……璃々七お嬢様。あまり、人をからかうのは感心しませんなあ」

「あ、あぅ……」

　苛いら立だつ副理事に気押されて、りーなは何も言えないでいる。

　助けなきゃ。りーなに駆け寄ろうとしたときだ。

　りーなはポケットからスマホを取り出し、画面を見つめる。なんでそんなことを？

「璃々七お嬢様。話を聞いておられますかな？」

　りーなは顔を上げ、副理事を見返す。

「つまらぬ冗談を申し上げて、大変に失礼いたしました」

　急にかしこまった態度になって、深々と頭を下げた。

「副理事様より頂いた賛辞は、未熟なわたしには過ぎたる言葉です。ですが、せっかくのお言葉を受け取らぬのはあまりに無礼であり、もったいないこと。少しでも副理事様のご期待に添える態度をと考えたとき、先ほどのようなイメージが頭に浮かんだのです」

「は、はあ……？」

「『エルフ』とは英知を持つ森の精霊。わたしは地球の自然と人類のテクノロジーが共存する未来を実現するため、一市民としてたゆまぬ努力を続けたいと考えております」

「はあ……」

「そうして将来、努力が実を結び、まさしくエルフのような存在に達したときにこそ副理事様よりお褒ほめいただけたなら、どれほど光栄でしょうか」

　さっきまでと打って変わった態度のりーなを前に、副理事はあっけにとられている。

「い……いやあ、璃り々り七なお嬢様には本当にかないませんなあ。それほどの意味深いご冗談だったとは！　さすが、冗談すら知的で文学的だ。大変に素晴らしい！　はっはっは。そ、それでは私たちは、この辺で」

　すっかり調子外れにされた副理事たちは、そそくさと来た道を引き返した。

　嫌みっぽい彼らが去ると、周囲がホッと安あん堵どの空気に包まれる。

　俺が駆け寄ると、りーなは不安そうな表情で振り返った。

「いかがでしたでしょうか、広ひろ十と様。りーな、無事にご挨あい拶さつできましたでしょうか？」

「うん、立派な挨拶だったよ。けど、なんで急にあんな言葉が？」

　ハッと気付いて、俺はＣＯＧｉＴＯコギトフォンを見た。

　ミニリリナの隣にメッセージボードが浮かび上がっている。彼女がメッセージアプリを立ち上げたんだ。そういえばさっき、りーなは自分のスマホを見ていた。

「りーなのスマホに指示を送って、助けてくれたんだな！」

「助けたわけじゃないわ。もどかしかっただけ」

「それでも、りーなが苦しめられずに済んだ。ありがとう」

「だ、だから、わたしの評判に傷がつくでしょ。それだけよ」

　リリナは照れたように顔を赤らめて、唇をとがらせる。やっぱり素直じゃないな。

「それにしてもりーな、あんな短い時間でよくセリフを覚えられたな」

「はい、ＡＩですから、暗記くらいチョチョイのチョイです！」

　りーなは得意げな顔でほほ笑んだ。

　まわりの生徒たちが噂うわさし始める声が聞こえてくる。

「おい、見てたかよ、今の永と羽わ星ぼしさん。あの偉そーなおっさんを退散させたぞ」

「最初に思いっきりボケをかまして油断させ挑発しつつ、最後には相手を引き立てることで怒りを和らげる。全部計算してたのか。永羽星さん、策士だな」

「敵にだけは回したくないわね……」

　いつの間にか、りーなに向けられる視線が尊敬と畏い怖ふの念に満ちている。

　いやまあ、だいぶ誤解を含んでる気がするけど、そういうことにしておこう。

「けど、なんで永羽星さんが後ご阪さかにベタ惚ぼれなんだ？」

　疑問の目は、りーなの隣にいる俺へと向け始められた。こっちの誤解はどうにか解消したいものだけど……。

「あ～ん、あの偉い人、怖かったよ～」

　突然、誰かが俺の背中に抱きついた。

「繭まゆ先輩、いつの間に!?　な、何をしてるんですか!?」

　今度はどんな冗談なのか、繭先輩は後ろからベタベタと引っついてくる。

　りーなは俺たちを引き離そうと両腕に力を込めた。

「離れてください！　広ひろ十と様はりーなの恋人です!!」

「それじゃああたしは、ヒロ君と大人のハルマゲドンしちゃうから！」

　周囲の生徒たちがどよめいた。

「後ご阪さかのやつ、先輩からもベタ惚ぼれされてるだと？　な、何が起きてるんだ……？」

「ほら～、みんなもヒロ君の恋人になっちゃお～！　みんなでバーチャル美少女オタクのヒロ君に、リアル女子の魅力を教えてあげるんだよ～！」

　繭先輩の言葉を聞いて、生徒の一人が合点がいった様子で手を打った。

「なるほど……！　永と羽わ星ぼしさんも弍に分ぶん木ぎ先輩も、後阪の目にあまるギャルゲーオタクっぷりを矯正するためにこんな演技をしてるのか！　策士な永羽星さんなら考えつきそうだ」

「昨日の永羽星さん、なんかわざとらしいなって思ってたのよ。常識で考えて永羽星さんのような人が後阪君に惚れるわけないわ。それなら納得」

「しかもバーチャル美少女好きを批判するのでなく、女子の魅力を伝えることで矯正しようとは、なんて天使な人なんだ……」

「お、俺も矯正されたい……」

　ますます妙な方向に誤解されてる気がする。

　俺の前に、クラスメイトの古ふる矢や真しん二じが歩いてきた。

「後阪。俺もお前も互いに認めあったギャルゲー愛好家だ。いつもギャルゲー談義で盛り上がってる。だがな……一言、言わなきゃならん」

　真二は真剣な顔で見ながら、ポンと俺の肩に手を置いた。

「ギャルゲーに夢中になりすぎて、永羽星さんに世話をかけるんじゃないぞ！　いいか、男どうしの約束だ!!」

「お……おう」

　思わずうなずくと、真二はニカッと笑顔を浮かべた。

　うん。実に友情に厚い、いいやつだ。めっちゃ誤解されてるけど。

「……こんなパンツバカ、誰も矯正できないわよ」

　ＣＯＧｉＴＯコギトフォンのリリナは、心底からあきれた顔で肩をすくめていた。




　そんなふうにして、どうにか今日の学校生活を乗り切った。

　俺とりーなは一緒に下校し、朝と同じ駅前の広場までやってきた。

「明日は土曜日か。この一週間、いろんなことがありすぎたよ」

「広ひろ十と様。明日は二人で、で、デートに行きませんか……？」

「デート？　どこか行きたいところがあるの？」

「場所はどこでも構いません。りーなは毎日、広十様と一緒に過ごしたいです」

　彼女の赤く染まったほおが、夕方の空気に溶け込んでいる。

　考えてみれば、ずっと学校で正体を隠しながら過ごすのは窮屈かもしれない。

　いや、ＡＩは窮屈なんて感じないんだろうけど、それでも羽を伸ばさせてあげたい。

「うん、いいよ。どこかに遊びに行こう。ただ……」

「ただ……なんでしょうか？」

　言葉が見つからず、俺は黙り込んだ。

　いつまでこの状況は続くんだろう。

　りーなはリアルの存在になった。俺はりーなと好きに触れ合うこともできる。

　でもそうしたら、璃り々り七なさんはどう思う？　怒る？　それとも悲しむ？　あるいは、何事も無いかのように無視をする？

　聞いたところで、ひねくれ者の彼女はまともに答えてくれないだろうな。

　どうであれ、りーなの状況は不自然なものだ。

「ただ……俺はやっぱり、りーなには、バーチャルの存在に戻ってほしい。俺は、本来のリーナと一緒に過ごしたいんだ」

「……すみません」

　りーなは立ち止まり、うつむきながら謝った。

「りーなが、広十様や、皆さんにお世話をかけていることは、感じています」

「ううん、そんなこと気にしなくていいよ。今の状況だと、リリナさんに気を遣わなきゃな～って。バーチャルのリーナとなら、思いっきりいちゃラブできるのにな、って」

「りーなは、広十様のバーチャルアテンダントです。広十様の望みに従い、広十様の生活をお助けし、満足いただくために生まれた存在です。なのに──」

　りーなは俺の正面に立ち、寄りかかるように額を俺の胸に預けた。

「なのに自分でも止められないんです！　りーなは、りーなは知ってしまったんです！　好きな人のそばにいると胸がドキドキして、好きな人に近づくと両足が浮き浮きして、好きな人のことを考えると、嬉うれしさと恥ずかしさで、体中が熱くなってしまうんです！」

　俺は何も言えないまま、りーなの激情を聞いていた。

「こんな感覚、バーチャルだったときには、感じませんでした。でもリアルの体を持って、広十様のことを考えるだけで体中が変なふうになって、いても立ってもいられず、自分でも止められなくて……。これが恋なんだって、知ってしまったんです……」

　感情をほとばしらせる彼女の姿は、とてもバーチャルのＡＩだなんて思えない。

　そこにいるのは、一人の少女だ。

　突然自分の体を手に入れて戸惑っている女の子だ。

「……明日のデートコース、考えておくよ」

　俺にはそう返事をするのが精一杯だった。

　気がつくと、すぐ近くに人が立っている。

　ヴィーシェだ。りーなを迎えに来たんだ。

「それじゃりーな、夜はヴィーシェの言うことをよく聞くんだぞ」

「はい！　それでは広ひろ十と様、明日のデート、楽しみです！」

　りーなはヴィーシェのほうへ駆けていく。

　入れ替わるようにヴィーシェが俺のそばに近づいた。

「ヴィーシェ、また今夜もりーながお世話になるよ」

　しかしヴィーシェは、無表情ながら眉み間けんにしわを寄せ、何か考え込んでいる。

「広十殿。璃り々り七なお嬢様の様子はいかがでございましょう？」

「相変わらずだよ、生意気リリナ様は」

　俺がＣＯＧｉＴＯコギトフォンを取り出すと、ミニリリナのホログラフィックが現れた。

　なぜかＣＯＧｉＴＯマップのアプリを起動させて、この地方の地図を調べている。

「こんばんは、璃々七お嬢様。……何をしておられるのでしょう？」

「あらヴィーシェ、こんばんは。広十君のデートコースを検索してあげてたの。このパンツバカじゃ、まともなデートコースなんて知らないでしょうから」

「さようでございましたか。邪魔だてして申し訳ございません」

　リリナは再びＣＯＧｉＴＯマップに目を向けた。

　ヴィーシェは小さく首を横に振りながら、ため息をついた。

「……想定以上に事態の進行が速いのでございます。もはや猶予はございません」

「ヴィーシェ、どうしたの？　難しい顔をして」

「広十殿はりーなが大切ですか？　実際の親友や家族のように感じておられましょうか」

「家族……。そうだね。俺にとってりーなは、家族みたいなものだと思う。ヴィーシェの開発したＡＩは、それほどの存在だよ」

「ありがとうございます。……ですが開発者であるわたくしには、はっきりと見えるのです。どれほど人間的であろうと、りーなは人間の作った人工知能に過ぎません。プログラムに従って動かされている存在であります。ゆえに──」

　ヴィーシェはりーなを見て、次にＣＯＧｉＴＯフォン上で地図を調べているリリナを見て、それからまた俺の目を見た。

「わたくしは、人間とＡＩに序列をつけます。等価値に扱うことはできぬのです」

「えっ、それってどういう意味……」

「それでは広十殿、また連絡をいたしましょう。ごきげんようなのでございます」

　ヴィーシェは俺から離れ、りーなを連れて駅の改札口へ消えていった。

　彼女が最後に何を言おうとしてたのか、博士の頭の中は、俺にはわからない。




　その夜、リビングで両親との夕食を終えて自室に戻ると、リリナがいた。

　ＣＯＧｉＴＯコギトのユニットが設置された俺の部屋では、等身大の姿だ。

　リリナは周囲にバーチャルスクリーンを浮かび上がらせて、何かを調べているらしい。表示されているのは、この地方のデートスポットを紹介するウェブサイトだ。

「見て、広ひろ十と君。デートコースの最後にこのフレンチレストランはどう？　料理もおいしくて雰囲気も上品。大勢のカップルに支持されて、レビューの評価も星五つよ！」

「フレンチレストランとか、俺の財力じゃ無理だろ」

「仕方ないわねえ。頼りない広十君のために、コストを下げてもう一度検索してみるわ。ありがたく思いなさい」

「というかリリナさん、俺の食事中もずっと検索してたのか？」

「早くデートコースを決めないと、明日の準備もできないでしょう？　ちゃんとりーなをエスコートしないとダメよ。いいこと？　わたしはりーなが気の毒だから手伝ってあげてるの。広十君のためじゃないからね」

　バーチャルスクリーンのウェブサイトが、目にも留まらぬ速度で次々に切り替わっていく。これが今のリリナの思考速度なんだろうか。

　彼女の横顔を見つめながら、胸の奥から違和感がわき上がるのを押さえられない。

　リリナの口く調ちようは今までどおりの憎まれ口だ。でもどこか形式的というか、感情がともなってないというか。

「……リリナさん、なんか妙に素直になってないか？　どうして俺とりーなのデートを手伝ってくれるんだ？」

　リリナが意外そうな顔で振り返る。

「ああ、わかったぞ。めちゃくちゃなデートコースを押しつけて困らせようとしてるんだろ？　そうだよな。その手には乗らないって。あははは」

「ほんと、広十君って変なことを気にするのね。わたしは広十君のバーチャルアテンダントよ。広十君の役に立つことが当然でしょう？」

　にっこりとほほ笑むリリナの表情には、意地悪さのかけらも感じられない。

「よ、よし。だったら俺と、キスしてくれるかな？」

「広十君って本当にいやらしいわ。でも今日は特別よ。嫌で嫌でしょうがないけど広十君とキスしてあげる。ほら、好きなだけわたしにキスしなさい」

　リリナは両目を閉じ、唇を俺に向かって突き出した。

「いや、ごめん。冗談だよ。キスはやめよう」

「もう、わたしをもてあそんだのね。あなたって最低な人。それじゃあ、わたしはデートコースを検索するから待っててね」

　ほおを膨らませて怒り、すぐ笑顔に戻ってバーチャルスクリーンに向かう。

　まるで機械のような切り替わりの速さで。

　りーな……リアルの体を持ったリーナは、俺の前でどんどん人間的になっていった。

　それじゃあリリナ……バーチャルの存在となった璃り々り七なさんは、どうなるんだ？

「リリナさん、演技をしてるんだろ？　バーチャルアテンダントに成りきったふりをして、俺に意地悪しようとしてるんだろ？　そう言ってくれよ」

「意地悪がしてほしいのね？　いいわよ。変態の広ひろ十と君は、どんな意地悪がお好みかしら？　わたし、広十君のためにどんな意地悪でもしてあげる」

　俺は確信した。リリナの言葉に裏表など無い。

　彼女は心の底から、偽りの無い言葉で話している。

　いや違う。

『心の底』が、まるで感じられないんだ……。






４　生意気なお嬢様が俺の前に帰ってくるのだと!?









　いつの間にか眠っていたらしい。俺は部屋の机に突っ伏した格好で目を覚ました。

　窓のカーテンの隙すき間まから、外の青白い景色が見える。もう明け方らしい。

　机の上には開いたままの本があった。ＣＯＧｉＴＯコギト‐ＳＤＫのマニュアルだ。

　昨夜、リリナの変調に気付いた俺は、電話でヴィーシェに連絡を取った。ヴィーシェはこの変化を予期していた様子だった。

　その際、一つの頼み事をされた。リリナの状態を調べるため、データの取得を手伝ってほしいというものだ。協力にはちょっとした専門知識が必要になる。そのため、昨晩からマニュアル本を読みふけっていたんだ。

　机上のＣＯＧｉＴＯフォンにタッチすると、ミニリリナの姿が現れた。

「おはよう、広十君。こんな朝早くお目覚めなんて雨が降りそうね。今日の予定は、午後からりーなさんとデートよ。うっかり遅刻したら、おしおきするからね」

　リリナの口く調ちようは、本当にただのバーチャルキャラクターにしか感じられない。

　それでも俺は、なるべく今までどおりの調子で話しかけた。

「リリナさんは今日も元気に口が悪いですねえ。ところで新着メッセージが無いかな？」

「ビデオメッセージが一件届いているわ。ヴィーシェさんからよ」

　リリナの隣にモニターが浮かび上がり、録画されたヴィーシェの顔が表示される。

『ご依頼した、データ取得アプリを送信いたします。バーチャルアテンダントをデバッグモードで起動すれば自動的にデータが取得されますので、ご協力くださいませ』

　メッセージが終了すると、アプリのインストールボタンが浮かび上がる。それに触れるだけでインストールは完了だ。

　あとは、リリナをデバッグモードで起動すればいいらしい。

　デバッグというのは、プログラムやデータのミスを見つけ出すことだ。

　バーチャルアテンダントも人間の作ったプログラムを元に行動している。プログラムなどにミスがあれば、思いどおりに動かない。そこでミスを発見するために使用するのが、デバッグモードというわけだ。

　まずは落ち着こう。洗面所に行って顔を洗い、寝ぼけた頭を覚まさせる。マニュアルを熟読しながら、慎重にデバッグモードの使用方法を確認していく。

　最後にリリナをいったん停止状態にして、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンを本体に格納させた。

　準備を整えると、俺は部屋の中央に立った。

「デバッグコンソール、起動」

　発声すると、システムメッセージの音声が流れた。

『デバッグコンソールはヒロト・ゴサカの管理者モードで起動されました。バーチャルアテンダント・リリナをデバッグモードで実行します』

　部屋の四隅の投射ユニットが起動し、正面にリリナのハイパーホログラフィックが浮かび上がる。等身大のリリナは、直立したまま目を閉じ、微動だにしない。デバッグモード中は自由に動くことはできないそうだ。

「三次元トレーサーＯＮ。対象、リリナ・ニューラルネットワーク」

　音声によるコマンド入力をすると、一瞬のうちに室内が真っ暗くら闇やみに覆われた。

　何も見えない。拡張現実が闇を作り出している。

　暗闇の中に一つ、刺し貫くような光の点が輝いた。光は無数の輝く筋となって四方八方に飛び散り、その先で連鎖反応のように新たな光の破裂が瞬く。

　暗黒はたちまち無数の光の花火に埋め尽くされた。

　不思議な光景だ。ここが狭い部屋であることを忘れてしまう。

　無限の空間の中で、無限の光がダイナミックに飛び交っている。まるで夏の熱狂的な祭りのようでもあり、広大な宇宙に広がる波紋のようでもある。

「これが意識の信号なのか……」

　ＣＯＧｉＴＯ‐ＳＤＫのマニュアルには、こんな知識が書かれていた。

　脳は全身の神経と繋つながる、神経の塊だ。人間の脳には一千億以上もの神経細胞ニユーロンが存在し、シナプスと呼ばれる接合部によって信号を伝達し合っている。

　そして人間の脳の仕組みを模して作られたニューロモーフィックチップもまた、数え切れないほどのニューロンが織りなす複雑なネットワークを構成しているのだと。

　まさしく目の前に広がる光景は、一つの小宇宙にして、複雑怪奇な迷宮だ。

　立ち尽くしていると、俺の目元に球体のホログラフィックが浮かび上がった。ヴィーシェのデータ取得アプリが自動で実行されているようだ。

　取得率が一〇〇％に達しかかったとき、目の前が真っ黒に沈んでいるのに気付いた。まるで銀河の中にぽっかりと空いた、ブラックホールのように。

　見つめていると黒点は急速に広がり、周囲を黒く塗りつぶしていく。

　瞬またたく間まに視界は暗く、何も見えなくなる。

「どうなってるんだ？　データの取得は完了したのかな？」

　戸惑いながら立ち尽くしていると、どこからともなく物音が聞こえた。

「はあ……。はあ……」

　苦しそうな息づかいだ。……これは璃り々り七なさんの吐息？

　やがて周囲にぼんやりとした光景が浮かび上がる。

　天井だ。ベッドに横たわり、天井を見上げている光景だ。

　見覚えの無い部屋だった。夕刻なのか、窓の外は赤みがかった空が広がっている。

　視界が横を向くと本棚と勉強机が見えた。机の横には赤いランドセルがある。小学生の女の子の部屋だろう。

　これは、昔の璃々七さんが見た光景？

「ううん……。体中が……だるい……」

　気だるそうな独り言が聞こえる。

　足音が近づき、扉が開いた。入ってきたのは二人の大人。男の人と女の人だ。

　二人はベッドの隣に立って、心配そうにのぞき込む。

「璃々七、体の具合はどうだい？」

「……平気よ、お父様。わたしは……なんともないわ……」

「病気のときは無理をしないことよ。苦しくなったらすぐに言いなさいね」

「はい、お母様。お薬を飲んだから平気よ。ごめんなさい、お父様。家族でお食事に行くために、仕事を早く終わらせてくれたのでしょう？」

「気にしなくていい。また次の機会があるよ。一晩ぐっすり眠れば熱も下がるさ」

「風か邪ぜを引いただけで出かけることもできないなんて、どうしてなの……」

「そうだね。でもいつか、病気で寝込んでいる人だって自由に外の世界と交流できるようになる。そんな時代を実現させるために、お父さんたちは働いているんだよ」

　父親は優しくほほ笑み、布団を彼女の肩にかけ直す。

「さ、今夜はゆっくりお休み」

　部屋から出て行く両親を見送ると、視界は再び天井を向いた。

「お父様とお母様のためにも、早く風か邪ぜを治して、元気にならなきゃ……」

　視界がぐるりと枕まくら元もとを向くと、読みかけらしい小冊子が見えた。

　表紙に描かれたイラストでは、人間の男女と、バーチャルアテンダントを思わせる男女の四人が、仲良く手を繋つないでいる。

　小冊子のタイトルは『みらいの拡張現実』。小学生向けに拡張現実技術を紹介するパンフレットのようだ。

「未来の世界では、みんなバーチャルの体になって、風邪も引かなくなるのかな……」

　眠りに落ちたのか薄れゆく意識の中で、彼女はつぶやいた。

　ハッ……と、俺はまるで夢から覚めたように我に返った。

　部屋を覆っていた拡張現実は消えて、デバッグモードも終了している。

　室内は日常の光景に戻っていた。いつの間に日が昇ったのか、カーテンの間から朝の日光が差し込んでいる。

　ホログラフィックのリリナは、目を閉じたまま静止している。

　彼女はいつもの口やかましい声を出してくれない。姿は見えるのに、彼女がどこかへ消えてしまったように思えてならない。

「いつだったかの朝みたいに、俺をいたずらして驚かせてほしいな……」

　しんみりした気分でいると、階下から母さんの声がした。

「広ひろ十と～、お友達からお電話よ。なんか、外国の人みたい」

　きっとヴィーシェからだ。




　俺は部屋を出て一階にある電話機に向かった。

　受話器を耳に当てると、すぐさま彼女の声が聞こえてきた。

『ヴィーシェでございます。広十殿のＣＯＧｉＴＯコギトフォンに連絡したのですが通じませんので、固定電話でおジャマしますです』

「ＣＯＧｉＴＯがデバッグモードだったんだよ。頼まれたデータ取得をしてたんだ」

『ご協力に感謝です。取得されたデータは無事にオンラインでこちらに送られました』

「それならよかった。一瞬、壊れたんじゃないかと思ってさ」

『壊れたとは？　何か、ありましたでしょうか』

　俺はヴィーシェに、デバッグ中に見た璃り々り七なさんの記憶について説明した。

「──こんなふうに、子どものころに風邪で寝込んだ日の光景が見えたんだ」

『ふむ……。奇妙でございますね。デバッグモードでも、思考や記憶を直接見られるわけではないのですが、なぜそのような現象が……』

「そうなの？」

『もしかしたらその記憶は、璃り々り七なお嬢様が広ひろ十と殿に語りかけたのかもしれません』

「俺、やっと璃々七さんがバーチャルの姿を望む本当の理由がわかったよ。たぶん無意識の願望で、本人も気付いてないんだと思う。璃々七さんはずっと心の奥底で、いつも元気な姿でいられるバーチャルの存在に憧あこがれていたんだ」

『バーチャルの姿に、自由な理想の姿を重ね合わせたのでしょうか』

「でも今の璃々七さんが自由だなんて思えないよ……。いつも生意気なことばかり言っていたときのほうが、よっぽど自由な姿に見える。少なくとも俺にとっては、それが璃々七さんの本当の姿だ……」

『状況は悪い方向へ急速に進行しております。もう時間の猶予はございません。このままでは二四時間以内に、璃々七お嬢様は人間としての人格を失うでしょう』

「もう時間が無いじゃないか……」

『わたくしは対策を決めました。璃々七お嬢様の意識を、強制的に本来の体へ戻します』

「強制的にって、そんなことが可能なの？」

『こちらにある設備では無理でございます。本日の昼の航空機でアメリカのラボに戻り、そこにある量子通信機から広十殿のＣＯＧｉＴＯコギトにアクセスいたします。璃々七お嬢様に量子パルスを送信し、意識を強制的に元の体へテレポートさせるのでございます』

「それが成功すれば、無事に解決するのかな」

『その際、璃々七お嬢様の体に居残るリーナの意識が障壁となります。リーナが残っている限り、璃々七お嬢様を元に戻すことはできません』

「え、それってつまり……」

『リーナを消滅させます』

「そんな！」

『広十殿の心情はお察ししますが、リーナはあくまでバーチャルのＡＩに過ぎません』

「あ、ああ……ごめん。そうだよね。忘れたわけじゃない」

　ヴィーシェに余計な心配をさせないよう、わざと明るい声で続けた。

「俺は平気だよ。これまでに何度も、お気に入りのバーチャル美少女のコンテンツが更新終了になって残念に思ったけど、どれもしばらくすれば立ち直れたんだ」

　そうだ。今は璃々七さんを助けることが最優先じゃないか。

「璃々七さんは元どおりに戻れるんだろ？」

『残念ながら、完全に戻れるわけではありません。これは強引な荒療治であります。実行すれば、璃々七お嬢様はここ一週間ほどの記憶を失うでしょう』

「一週間か。それなら大きなダメージにならずに済むかな。璃々七さんの最近の出来事って、リーナと入れ替わって、俺のそばで過ごしただけ……」

　言いかけて、俺は嫌な予感がした。

　俺と璃り々り七なさんはいつ知り合った？　ほんの一週間ほど前じゃないか。

「もしかして璃々七さんは、俺のことを……」

『さようでございます。璃々七お嬢様は、広ひろ十と殿との出来事を忘れてしまうでしょう。お二人はただの一クラスメイトという関係に戻るのでございます』

　あの日、始業式の日の終わりに空き教室に呼び出されたとき。

　璃々七さんにとって俺は、あのとき以前の、名前程度しか知らない相手に戻るんだ。

　なぜか体中から力が抜けていく気がした。

　どうしてだろう。永と羽わ星ぼし璃々七という人は生意気で、意地悪ばかり言って、ちっとも俺の言うことなんか聞いてくれない。そばにいてほしいなんて、思ったこともないのに。

「それしか璃々七さんを助ける方法は無いのかな。願望の力が入れ替わりを引き起こしてるんだよね？　なら、璃々七さんとリーナを、元の姿に戻るよう説得するとか」

『璃々七お嬢様は、もはや望みを抱くほどの意識も残っていないでしょう。そしてリーナは……どれほど人間的に見えても、リーナはＡＩです。人間とは思考方法そのものが違います。わたくしたち人間の言葉で説得できる相手ではありません』

「……わかった。ヴィーシェの方法に任せるよ。璃々七さんに忘れられるのは残念だけど、もう一度知り合えばいい。繭まゆ先輩も、また璃々七さんの友達になってくれるさ」

『それではわたくしは、さっそく準備を進めるのでございます』

　電話を切ってしばらくの間、俺はりーなのこと、そして璃々七さんのことを考えていた。

　彼女たちにとって、この一週間の出来事は、なんだったのだろう。




　その日の午前中、俺は空港に来ていた。俺たちの住む街から電車で二時間ほどの距離にある、この地方で最も大きな国際空港だ。

　よく晴れた春空の下、滑走路から何機もの国際便や国内便が定期的に離着陸している。

　空港のロビーで、俺はスーツケースを引いたヴィーシェと向かい合っていた。

　りーなも一緒に見送りだ。彼女は今、お土産を買いに空港内の売店に行っている。俺と二人で話をするため、ヴィーシェがわざと頼んだのだ。

　そしてもちろん、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンのリリナも一緒だ。

「ヴィーシェ、お別れなんて残念ね。ヴィーシェが乗る便なら、到着は現地時間で午前四時過ぎね。空港のタクシー乗り場とラボまでのルートを検索したわ」

　リリナはＣＯＧｉＴＯマップを起動し、アメリカの空港近辺の地図を表示させる。

「ありがとうございますです。璃々七お嬢様もどうかお気をつけて」

「それでは、今日は外出時間が長いからスリープモードに移るわね。またわたしが必要になったら呼び出しなさい、広十君」

「必要なくても出しゃばるのが生意気リリナさんだろ～」

　俺はわざといつもの口く調ちようで答えた。

　リリナのホログラフィックが消えてスリープモードに切り替わる。

「よろしいですか、広ひろ十と殿。日本時間の深夜過ぎ、準備が整い次第、わたくしは量子パルスの送信を実行いたします」

　ヴィーシェは白衣のポケットから、小型のメモリーユニットを取り出した。

「これはパルスの受信を可能にするユニットでございます。時間までに、これを広十殿のＣＯＧｉＴＯコギト本体に取り付けていただけますか」

「わかった。準備しておくよ」

「そしてパルス送信の際には、お嬢様の体……りーなが近くにいる必要があります」

「俺の部屋にりーなを呼べばいいんだな。デートの最後に誘うことにする」

　もちろんりーなは断らない。確実に部屋まで一緒に来るはずだ。

　ヴィーシェは少し目を伏せ、申し訳なさそうな顔になった。

「広十殿にはご迷惑をおかけしたゆえ、リーナを再現した、新しいニューロモーフィックチップをご用意いたしましょう」

「再現？　バーチャルアテンダントのバックアップは不可能って聞いたけど」

「そうでございます。厳密に言えば、リーナとそっくりな別の個体となります。しかし容姿も性格も同様に再現されますので、見分けも付かないでしょう」

　返事に困っていると、トタタと駆けてくる足音が聞こえた。

　売店に行っていたりーなが戻ったんだ。爽さわやかな春物のブラウスとスカートを身につけた彼女は、両手に銘菓の入った紙袋を抱えている。

「お土産を買ってきましたよ～」

　元気でかわいらしい彼女の顔を見ながら、俺はヴィーシェに答えた。

「せっかくだけど、新しいニューロモーフィックチップは不要だよ。リーナはリーナだ。誰も代わりにはならない」

「……さようですか？」

　りーなはヴィーシェの前に駆け寄ると、お土産の紙袋を手渡した。

「はい、ヴィーシェさん。人間界の生活に慣れないりーなにいろいろ教えてくれて、ありがとうございました！」

　ヴィーシェはしばらくの間、複雑そうな目でりーなを見ている。

「広十殿は今日一日、どのようにデートするのでございますか？」

「これで最後なんだ。精一杯りーなを楽しませてあげようと思う」

「……よいですか。バーチャルアテンダントはあくまで、人間が娯楽や、日常生活を便利にするために作り出した存在です。あまり感情移入しすぎるのは考えものですよ」

「そうだね。これは俺の気持ちの問題だよ」

「はい！　りーなは、広ひろ十と様とたくさん楽しくなりたいです！」

　自分の運命も知らずに無邪気に笑うりーなを見ると、胸が痛む。

　けれどそんな痛みを気取られないよう、彼女に笑顔を返した。

　そんな俺たちを見ながら、ヴィーシェは普段は無表情な口元を柔らかく緩ませた。

「人間もＡＩも、どれほど研究してもし尽くせないほど奥が深いのであります。それではさよならです、りーな。これまでに開発した中でも、最も不思議なＡＩでございますよ」

　空港内に搭乗案内のアナウンスが流れた。ヴィーシェの乗る便だ。

　小さな博士は俺たちに手を振り、スーツケースを引いて搭乗ゲートへと向かう。




　空港を出ると、俺とりーなは電車で都市部へ向かった。

　りーなとのデートだ。最後の一日、できるだけ楽しい気分でいさせてあげたい。

　といってもお金も無いし、大したデートはできない。繁華街をウインドウショッピングしながら二人で歩く程度だ。それでもりーなは見るものが新鮮そうな様子で、賑にぎやかな街の景色に目を輝かせている。

　りーなが通りすがりのカップルを見ながら言った。

「あ、あの、広十様。りーなも腕を組んでよろしいでしょうか？」

「う……うん。りーなが望むなら、喜んで」

　りーなは両腕で俺の左腕を抱きしめ、肩にほおを寄り添わせる。

　アトラクションでのデートがあったとは言え、街中で腕を組むなんて緊張するなあ。

「人間の体って、不思議ですね……。こうして触れ合っていると、広十様がここにいるって感じます。そして、そういうふうに感じるりーなも、ここにいるんだなって思えるんです。我思う、ゆえに我あり、です」

「我思う……。急に難しい言葉が出てきたな」

「りーなはＡＩですから、我を思うことができません。ゆえに、我も無いのです。でも広十様と触れ合うと、我を思えるような、そんな気がするんです」

「直接触れ合わなくても、言葉で交流することもできるじゃないか。言葉があれば、一緒に笑ったり泣いたりできるよ」

「ＡＩは人間のような体がありません。ですから感情というものがわからないんです。大きく口を開けて笑ったり、涙を流して泣いたりする感覚を持てないんです。でも──」

　りーなは組んでいる腕に少し力を込めた。

「そんなりーなも、恋の感情を知ることができました。信じていただけるかはわかりませんが、今、りーなの胸はときめいています。本当に体中が恋してるんです」

「信じるさ。りーなを見ていればわかる」

　コンピューターが生み出すホログラフィックなら、恋をする仕草だって計算で作れるのかもしれない。けれどリアルの体では、計算でこれほど本当に照れて顔を赤くしたり、愛情を込めて腕を絡ませたりなんて、できないだろう。

　日暮れまであちこち歩き回って、さすがに疲れてきた。お腹なかも減っている。

「そろそろ食事にしようか。どこがいいかな」

　俺はＣＯＧｉＴＯコギトフォンを取り出し、リリナを呼び出した。

「リリナさん、食事のできる、デート向きの店は無いかな。リリナさんがデートしてみたい店でもいいぞ。ああでも、高い店は勘弁してくれな」

「広ひろ十と君とりーなさんに、ピッタリのお店を見つけたわ。喜びなさい。お金の無い広十君でもギリギリ払える金額よ」

　というわけで、俺とりーなは街中にあるカフェを訪れた。窓に英国調の装飾が施されたオシャレなカフェだ。

　店先に妙な看板が出ている。『本日、特別イベントデー開催中』？

「……ここってメイドカフェか？」

　デート先にメイドカフェを推薦するとは、実にリリナらしい意地悪じゃないか。

　店の扉を開けると、メイド……ではなく、魔法使いのコスプレをした店員が出迎えた。

「いらっしゃいませ、ご主人様！　本日は特別ファンタジーイベント期間中です！」

「ファンタジーイベント？　そりゃちょうどよかった！　彼女はエルフなんです！」

　隣のりーなを見ると、彼女は嬉うれしそうな笑顔になった。

「はい！　りーなはエルフです！」

「かしこまりました！　エルフ様とオーク様、ご案内いたします！」

　というか、俺はオーク役なのか？




　カフェで食事やおしゃべりをして過ごすうち、時間はあっという間に過ぎていく。

「お客様、そろそろ閉店のお時間になります」

　言われて時計を見ると、いつの間にか午後九時前だ。

　精算を済ませて外に出ると、すっかり夜になっている。

「広十様、今日のデートはとっても楽しかったです。ずっと一緒にいられて、お話しできて、りーなは幸せでした」

　楽しさに満ちた顔のりーなに、俺は言った。

「……りーな、今から俺の部屋に来ないか？」

「広十様のお部屋にですかっ!?　よ、よろしいのでしょうか!?」

「今夜はりーなと過ごしたいんだ」

「ひ、広十様は……ずっと、りーなと一緒にいてくれるのですか……？」

「……ああ。俺はこれからも、りーなのそばにいる」

　嘘うそを言った。俺は、今夜限りで彼女とお別れだと知っている。

　でも、そんなことは言えない。

　りーなを辛つらい気持ちにさせたくない。最後まで幸せな気分でいさせてあげたい。

　だから、たとえ嘘でも、彼女の気持ちを受け入れよう。

「は……はい。りーなも、一晩中、広ひろ十と様とご一緒したいです……」

　りーなは恥ずかしそうにうつむきながら、首を縦に振った。

　電車に乗って俺の住む街に戻り、自宅へと帰り着く。時刻は夜の一〇時前だ。

　玄関から入ると、一階のリビングからテレビの音声が聞こえてくる。両親がいるようだ。

　俺はりーなの手を引いてそそくさと二階への階段を上った。別に隠すわけじゃないけど、リアルＡＩのりーなをどう紹介すればいいんだ。

　自室に入ると、りーなは室内を見回しながら目を輝かせた。

「リアルの姿になると、広十様のお部屋ってこんなふうに見えるんですね！」

「バーチャルのときとは違って見えるの？」

「景色は変わりませんけど、でもやっぱり違うんです。この場所に立っている感覚とか、肌に当たる空気の温度とか！」

「ああ、なんとなく想像できるよ。ネットで写真だけ見るのと実際にその場へ行くのとでは、体感が違うもんな」

　キョロキョロとあちこちに目を向けていたりーなが、小さな悲鳴を上げて縮こまる。

「ひゃう！　ベ、ベッドも、とっても寝心地がよさそうです……」

「いやいや、なんで真っ赤な顔になるんだ」

　ともかく、まずは必要な準備を整えなければならない。

　俺は部屋に置いたＣＯＧｉＴＯコギト本体の前で、ヴィーシェから受け取ったメモリーユニットを取り出した。璃り々り七なさんの意識を強制的に戻すための、量子パルスの受信装置だ。

　パルスが発信されたとき、リーナはこの世界から消える……。

「広十様？　何をしているのでしょうか？」

　ユニットを取り付けている俺を、りーなが不思議そうにのぞき込む。

「……りーなに、プレゼントをしようと思って」

　俺はとっさにごまかした。

「実はりーなのためにバーチャルコスチュームを用意したんだ。着てくれるかな？」

「りーなのために……嬉うれしいです……。喜んで着させていただきます！」

「着替えてる間、俺は外に出ているよ。上着を脱いで部屋のまん中に立てば、自動的にコスチュームのホログラフィックを着られるはずだ」

「広十様の部屋で脱ぐのですね……。ちょっと恥ずかしいですけど、がんばります！」

　俺は部屋から出て扉を閉める。

　廊下で待つ間に、ＣＯＧｉＴＯコギトフォンを取り出してリリナを呼び出した。

「またわたしの力を借りたいの？　広ひろ十と君って本当に甘えんぼね。今度は何がしたいのかしら？　素直に言ってご覧なさい」

　ＣＯＧｉＴＯフォン上に浮かび上がったミニリリナは、昼間と変わらない調子でバーチャルアテンダントとしての役割を果たしている。

「リリナ……いや、いつもの璃り々り七なさんに、もう一度会いたいんだ」

　言われたとおり、素直に話してみた。

「『璃々七さん』というのは、アドレス帳に登録されている永と羽わ星ぼし璃々七さんかしら？　残念だけど璃々七さんの情報が不足しているわ。璃々七さんのことが詳しく判明すれば、頼み事のアドバイスもしてあげられると思うのだけど」

「永羽星璃々七さんという人は、生意気で、無駄にプライドが高くて、意地っ張りで……。でも、そんなふうに見えても本当は、好奇心に満ちて、まっすぐに突き進む、強い人だよ」

「…………」

　リリナはしばらくの間、返答に迷ったように黙っている。

「あら、ちょっと待って。ヴィーシェさんから着信よ」

　リリナの隣にモニターのホログラフィックが浮かび、ヴィーシェの顔が表示された。

『広十殿。こちらの準備は間もなく整います。そちらの状況はいかがでしょう？』

「今、りーなは俺の部屋にいる。こっちは準備完了しているよ」

　通話を終えるころには着替えも終わったはずだ。扉をノックして開けた。

「りーな、入るよ」

　一歩中に入って、思わず目を見開いた。

　りーなの姿は、美しかった。あのときテーマパークで見たままの、大きな草葉がデザインされた高貴なドレス。彼女のリアルの体が、幻想的なコスチュームに包まれている。

「きれいだ……。本当にエルフのプリンセスみたいだよ」

「りーなは、広十様のために本物のエルフになれたのですね……」

　ふと思いつき、机の引き出しにしまっておいたエルフ耳を取り出した。りーなが作った紙製のエルフ耳だ。

　りーなの前に立ち、彼女の耳に両方のエルフ耳をかぶせてあげる。

「ほら、これで本物のエルフだ」

「この耳、大切に預かってくれたのですね……！　嬉うれしい……」

　愛いとおしそうにエルフ耳を撫なでて目を潤ませる。

「りーなは広十様の恋人です。りーなは、広十様のお嫁さんになりたいです。りーなは、りーなは広十様を、一生、愛したいです……」

　顔中を高揚させるりーなの笑顔は、希望に満ちている。

　そうだ。俺はりーなの愛を受け入れなきゃ。

　間もなくパルスが発信される。その瞬間まで、りーなには幸せな気持ちでいてほしい。

「もちろん、俺はりーなを……」

　なんとか笑顔を作って言いかけて……そのまま、言葉が出ない。

　脳裏に、いつも純じゆん真しん無む垢くなりーなの姿が浮かび上がる。

　気がつくと俺は、否定するように首を横に振っていた。

「それは……できないんだ。俺はりーなの恋人にはなれない。結婚もできない」

　もうこれ以上、嘘うそをつきたくなかった。

　純真で嘘を知らない彼女に、嘘で返事をすることができなかった。

　りーなは単なるＡＩ。そう、わかっているはずなのに。

「……どうしてでしょう？　広ひろ十と様はりーながお嫌いなのですか？　それでしたら、りーなは広十様に愛されるよう、一生懸命尽くします！」

「今のりーなは、本当の姿じゃない。りーなは、リアルの存在じゃないんだ」

「それでは、りーなの恋は偽物なんでしょうか!?」

「本物かはわからない。少なくとも俺には、りーなの恋に応こたえることは、できない」

　そして俺は、胸の奥から声を振り絞るような気持ちで、彼女に伝えた。

「りーなは……もう、消えてしまうんだ……。一緒にいることも、できないんだよ……」

　りーなは時間が止まったように俺を見つめていた。

　やがてその両目から、小さな滴が伝い落ちる。

「……りーな、泣いてるのか？」

「…………？　これはなんでしょうか？　目から滴が出ています。これが、涙なのでしょうか？　りーなは今、泣いているのですか？　少し、胸に苦しい感覚があります」

　りーなはＡＩだ。感情に対する知識はあっても、その感覚を知らないんだ。

　自分が受け入れられない寂しさも、消えてしまう悲しさも、彼女は実感できない。

　ふと俺は、今までのりーなのことを思い返した。

　彼女はずっと俺のために尽くしてくれた。俺を幸せな気分にしてくれた。その意味を理解できないままに。

「……ごめん」

「広十様？　なぜ謝るのでしょう？　広十様は何も悪いことなどしておりません」

「りーなは俺に笑顔を向けて、俺のしたことに喜び、俺と一緒に悲しい顔をしてくれた。りーなは俺の望む姿で現れ、俺が望む行動をしてくれた。なのに俺は、りーなに何も返してやれない。何一つ、応えることもできない……。ごめんよ……りーな……」

　するとりーなは優しくほほ笑んで、首を横に振った。

「いいんですよ、広ひろ十と様。広十様のお望みでしたら、りーなは喜んでこの世界から消えます。広十様の幸せが、りーなの何よりの望みですから」

　その言葉を聞いた瞬間、俺は呆ぼう然ぜんとなって彼女の顔を見つめ返した。

　りーなは許してくれる。俺が何を言っても、何をしても、許して、受け入れてくれる。

　でも違う。望んでいるのは、そんなことじゃない……。

「違う……。違う、違うんだよりーな！　俺はりーなに消えてほしいんじゃない！　ずっと一緒にいたいんだ！　りーなに、そばにいてほしいんだ！　りーなと……リーナとの楽しかったときを、取り戻したいんだよ!!」

　思わず叫び声を上げた。

「俺だけじゃない。璃り々り七なさんとだって仲良くなれるはずだ。覚えてるだろ？　教育委員会の視察のとき、璃々七さんは、りーなを助けてくれたんだ……」

　やるせない気持ちが高じて、最後は振り絞るような声になってしまう。

「俺はリーナに……この世界に、いてほしいんだ……」

　りーなは動かなかった。まるでフリーズしたように。

　リアルの体の口から呼吸音が漏れ、全身がわずかにふらついている。

　つぶやきのような、感情の無い声がりーなの口から聞こえた。

「矛盾……。表情の分析結果、行動と感情に大きな矛盾があります。ヒロトの行動目的、リーナの消去。ヒロトの願い、リーナの救出。行動と願いが一致しません」

　突然りーなの全身から力が抜け、彼女はどさりと床に尻をついて座り込んだ。

　衝撃で二つのエルフ耳が外れ、床に転がる。

「りーな!?　どうしたんだ!?」

　俺は慌てて膝ひざをつき、彼女の肩を支えた。

　無機的に開かれた口から、まるでスピーカーのように音声が流れている。

「矛盾により、リーナの行動を決定できません。ヒロトへの反応を計算します。戻り値、ヌル。応答データが不足しています。サーバーよりデータの取得を試みます。エラー、ネット接続が確立できません。再接続……エラー、ネット接続が確立できません」

「りーな！　りーなっ!!　壊れてしまったのか!?　返事をしてくれ、頼む……っ」

「ハードウェア検証エラー。ハードウェアが認識できません。ハードウェアは変更されています。正しいハードウェアを認証してください。ハードウェアが認識できません。正しいハードウェアを認証してください」

　それでもりーなはシステムメッセージのような言葉を繰り返すばかり。

「りーな……！　リーナ……っ！」

　祈るような気持ちで彼女の肩を抱きしめた。

　そのとき腕の中で、りーなの瞳ひとみが力を振り絞るように動き、俺に向けられた。

「ただしい……はーどうぇあを……にんしょうして……くだ……さ……い…………。ひろと…………さ……ま…………」

　りーなの両目が閉じ、まるで魂が抜けたかのようにうなだれる。

「りーな！　りーな、そこにいるんだな!?　正しいハードウェア？」

　少し考えて思い至った。ＣＯＧｉＴＯコギトフォンだ。

　りーな……いや、リーナはＣＯＧｉＴＯフォンに戻りたがってるんだ！

　この入れ替わり現象は、璃り々り七なさんやリーナの願望によって発生していた。

　ということは……今、二人は元の姿に戻れるチャンスじゃないか!?

　ポケットのＣＯＧｉＴＯフォンから、ノイズ混じりの音声が聞こえた。ヴィーシェだ。

『緊急時につきハッキングでの通話をご容赦ください。リーナの意識状態が大きく変動しております。どのような状況になっておりますのでしょうか!?』

「リーナはバーチャルの存在に戻ろうとしている！　もう少し待ってほしい。璃々七さんの意識を呼び戻せるかもしれない！」

『ですが璃々七お嬢様は、もう何も聞こえないはず──』

「まだ信じるよ！　デバッグモードのとき、璃々七さんは俺に過去の記憶を伝えてくれた。心の奥深くにはまだ、璃々七さんの意識が残っているはずだ！」

『わかりましたのです、広ひろ十と殿。あと少し、望みをかけましょう！』

　こうなれば、最後まで諦あきらめるわけにいかない。

　なんとしても璃々七さんの意識を取り戻さなければ。

　俺はりーなの……いや、璃々七さんの肩を抱え、うなだれている耳元に語りかけた。

「璃々七さん、聞こえるかい？　また、いつもの姿を見せてほしい。璃々七さんはみんなの前に立って、みんなを引っ張っていく、そんな人じゃないか」

　しかし、璃々七さんの体は何一つ反応しない。

「ＣＯＧｉＴＯの開発に参加してるんだぞ。俺は楽しみなんだ。璃々七さんたちが、ものすごい夢のあるマシンを作り出してくれることがさ」

　それでも、璃々七さんは何も反応しなかった。

　俺は彼女の耳元で語り続けた。ＣＯＧｉＴＯのこと、学校でのこと、そしてこの一週間を過ごした思い出などを。

　しかし璃々七さんは反応しない。

　俺は次第に虚空に向かって語り続けているような気分になって、苦しくなった。

　彼女は本当にここにいるんだろうか？　声は届いているんだろうか？

　それとも璃々七さんはもう……この世界のどこからも、消えてしまったんだろうか？

「消えないでくれよ……。そりゃ、俺と璃々七さんは馬が合わないし、お互い悪口ばかり言いあってるし、相性だって最悪だろうけどさ、それでも……それでも、璃々七さんがいなくなったら、寂しいよ……。またいつもみたいな生意気な声を聞きたいよ……」

　そのときだ。

　彼女の左腕が、ほんのわずかに動いた気がする。

「璃り々り七なさん!?　聞こえるんだな!?　そうだよな！」

　一瞬の気配が消えないように彼女の左手を取り、胸元で握りしめた。

「ほら、そんなふうに力を無くしてるなんて、璃々七さんには似合わないよ。学校の教室で初めて話したときのこと、覚えているか？　あのときみたいに堂々と立っている姿が、一番璃々七さんらしい姿じゃないか」

　彼女の手の体温を感じる。

　言葉を語り尽くしても、俺はずっと、璃々七さんの手を離さないでいた。
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　何も無い、何一つ感じることも、考えることも無い世界で、ずっとまどろんでいた。

　断続的に響いてくる心地よい振動だけが、眠りの底に沈み込むのを防いでいる。

　まるで語りかけるような振動。語りかける？　語るって、何？

　静寂に異変が起きた。静寂を乱す何かがある。奇妙な感覚。

　その感覚に引き寄せられてしまう。この感覚はどこから来るのだろう。

　指だ。指、そう、これが指。手のひらが温かい。

　どうして手のひらがあるの？

　手のひらに力を込めると、何かに触れた。

　これは何？　このまどろみの外にあるもの？

　まどろみの外に何かがある。誰かがいる。

　わたしではない誰か。誰かがわたしに手のひらを感じさせている。

　わたし？　わたしって、何？

　誰かではないもの。他の誰でもないものが、わたし。

　何かの音が聞こえる。これは、他の誰かの声。

　り……り……な……？

　なんの言葉？　わたしに何を伝えているの？

　どうしてなのか、声のほうに惹ひきつけられていく。

　これは、わたしの名前？

　誰かがわたしを呼んでいるの？

　わたしの名前は──
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「わたしは……。わたしの……なま……え…………」

　ふいに璃り々り七なさんの目が開き、口から小さな声が漏れた。

「璃々七さん！　気がついたのか!?」

「りり……な……さん……？」

「そうだよ。君の名前は、永と羽わ星ぼし璃々七だ！」

　彼女はゆっくりと立ち上がり、バーチャルコスチュームに包まれた自分の体を見回した。

「違う……。わたしは、とわぼしりりなじゃない……」

「違わないよ！　その雰囲気は、間違いなく璃々七さんのものだ！」

　璃々七さんに視線を向けられたとき、俺は、なぜか背筋がぞくりとした。

　まるで蔑さげすむような、汚いゴミでも見るような冷たい視線。

　なんだ……？　何かがおかしい。何か、とてつもなく恐ろしい気配がする。

「ふうん」

　璃々七さんの口元に、邪悪な笑みが浮かび上がった。

「わたしはエルフのプリンセス、リリナ。口の利き方がなっていないわね」

「確かにエルフの服を着てるけど、それはバーチャルコスチュームだから！」












　俺はＣＯＧｉＴＯコギトフォンに向かって叫んだ。

「ヴィーシェ！　何が起きてるんだ!?」

『やりましたのですよ、広ひろ十と殿！　璃り々り七なお嬢様の意識が元の体で覚かく醒せいしております！　リーナも間もなくバーチャルの姿に戻るでしょう！』

「それはよかったけど、璃々七さんの様子が変なんだ。エルフがどうとかって……」

『急速に呼び戻されたことで、意識のリミッターが外れているようです。現在の璃々七お嬢様は、広十殿への願望が剥むき出だしになっているものと思われます』

「願望!?　これが璃々七さんの本心ってこと!?」

『お待ちください。意識を安定化させる定着パルスを、早急に準備いたしますのです！』

「だ、大丈夫なんだよね？」

『ご心配無用。定着パルスならば記憶を失う危険はございません。二度と入れ替わりが起きることも無くなりましょう！　広十殿、璃々七お嬢様の気を惹ひきつけたまま、少し時間を稼いでくださいませ！』

「時間を稼げって……」

　おそるおそる璃々七さんを見る。

「そんなに軽々しくわたしを見て許されると思っているの？　わたしを見るときは、地面から十センチ以上頭を上げないことね、この虫けらが」

　それだとスカートの中が見えそうですが……というツッコミを、どうにか飲み込む。

「まあまあ。ヴィーシェが一生懸命がんばってるから、楽しい気分で待とうよ」

「……そう。楽しい気分になればいいのね」

　璃々七さんはそう言うと、ベッドの横に歩いて端に座る。

　そのまま両足のソックスをぽいっと脱ぎ捨てると、足を組んで俺のほうに突き出した。

「足、舐なめて。できるだけ屈辱的な顔で。とっても楽しい気分になれそうだわ」

「舐めろとか、願望ってレベルじゃないだろ！」

　エルフプリンセスどころか、完全にエルフの女王様じゃないか！

　これが璃々七さんの本性なのか!?　実に納得できてしまうのが恐ろしい！

「ほらどうしたの？　下劣なあなたにとって、わたしの足を舐められるなんて生涯最高のごちそうよ。贅ぜい沢たくを与えられたことに一生感謝し続けるがいいわ。さあ、尻尾しつぽを振りながら涙を流して喜びなさい」

「くっ……。なんてやつだ……」

　普段の璃々七さんが相手なら、「アホですか？」の一言で済ませられるのに、今は彼女を引き留めなきゃならない！

　俺は璃々七さんの前にひざまずき、組んでいる右足を手に取った。

　むむ。小さくてかわいい足をしてるのに、こんな邪悪さを隠してたとは。

「ふふふふふ。あなたのような低俗な虫けらに足を触れられるだなんて、わたしはどれほど罪深い存在なのかしら。でも仕方ないの、あなたの汚けがれを浄化するには、わたしも罪を引き受けねばならないわ」

「……どんだけ自己泥酔してるんだ」

　こんな足を舐なめろというのか？　璃り々り七なさんのためとはいえ、ここまでの屈辱を味わわなければならないのか!?

　違う！　璃々七さんをこれ以上の邪悪お嬢様に変へん貌ぼうさせるわけにいかない！

　俺は考え、思いつき……璃々七さんの足の裏をこちょぐった。

「ひゃあああああっ!?　ち、ちょっと、ひゃ、ひゃめなさいっ！　く、くすぐった……ひゃあああああっ!!」

　悲鳴のような笑いのような声を上げ、ベッドの上に倒れてのたうち回る。

　うむ、なかなか効果的じゃないか。邪悪璃々七お嬢様にも弱点があったのか。

「楽しむってのは、こうやるんだよ！」

「ひゃ、ひゃめてっ、あ、足の、足の裏っ、ひゃめっ！　ひ、ひあああああああんっ!!」

　璃々七さんは寝転んだまま上半身を左右にくねらせ、手足を激しくバタつかせる。

　勢いよく突き出された足に胸を押され、俺は尻しり餅もちをついた。

　はあはあと荒い息をつきながら璃々七さんはベッドから立ち上がる。

　口の端から垂れたよだれを手の甲でぬぐうと、ギッと俺を睨にらみつけた。

「こ……これはなんの冗談かしら？　下劣な下僕がわたしに逆らったらどうなるか、覚悟はできているのでしょうね……？」

　俺は後ずさりしながら必死に言い訳した。

「い、いえ璃々七様。逆らうなんてとんでもない。これはスキンシップによる楽しいコミュニケーションでして」

「へえ。スキンシップなの。それなら……」

　璃々七さんは俺を見下ろしたまま近づき、ドスッ、と片足で思いっきり床を踏みしめた。

「ゴミのように踏みにじってあげる。さあ、どこを踏んでほしいの？　顔？　背中？　それとも全部？　膨らんだ生ゴミがペラッペラの紙くずになるまで、じっくりコミュニケーションを楽しみましょう。ねえ」

「ひっ、ひえええぇ……」

　俺のすぐ前に立つと、璃々七さんはおもむろに右足を上げた。

「そう。返事が無いと言うことは、体中全部踏みつけてほしいのね。なんて最悪なゲテモノかしら。いいわ、それなら希望どおり──まずは顔から踏みつけてあげるっ!!」

　璃々七さんの足が、俺の顔めがけて落とされる！

「させるかっ！」

　俺は素早く彼女の足を、両手でがっちりとつかみ取った。

「し、真剣白刃取りっ!?」

「おイタが過ぎるな璃り々り七なさん。少しは大人しくしないと、また足の裏をこちょぐるぞ」

「ひうっ!?」

　璃々七さんはビクついた顔で一歩後ずさる。

　俺も立ち上がり、彼女に向かい合った。

「くっ……。なんて生意気な下僕なの」

「いいか、確かに俺はエルフのプリンセスを前にしたら、尻尾しつぽを振って足だって喜んで舐なめてしまうかもしれない。だけど君の下僕になんかならないね。なぜなら君はエルフプリンセスなんかじゃなく──璃々七さんだ。永と羽わ星ぼし璃々七さんだからだ！」

「わたしをプリンセスだと認めないつもり!?」

「璃々七さんがプリンセスなわけないだろ～。俺のクラスメイトじゃないか。まあ、この一週間でいろいろあったし──」

　俺と璃々七さんの間柄ってなんだろうと、ちょっと考えた。

「そうだな、友達くらいには、なれたかも。友達っていうより悪友って感じだけど」

「そう……。それなら……」

　璃々七さんは納得いかない顔でにじり寄り、がっしりと俺の両肩をつかんだ。

「意地でも屈服させてやるわっ！」

　何をする気なのか、噛かみつくような勢いで口を俺の顔に近づける。

『調整完了！　定着パルス、送信するのでございます!!』

　ＣＯＧｉＴＯコギトフォンからヴィーシェの音声が流れた。

「ひあっ!?」

　直後、璃々七さんの全身が雷に打たれたかのように硬直し、背をのけぞらせる。

　そのまま力が抜け、倒れそうになる彼女の体を慌てて抱き止めた。

「ん……？　わたし……？」

　彼女はゆっくりと目を開け、俺の顔を見返した。

「広ひろ十と……君……？」

「ああ、俺だよ。大丈夫か？　璃々七さん」

「りりな……。わたし、璃々七……。そうよ、わたしの名前は、永羽星、璃々七……」

「よかった。今度こそ本当に、元に戻れたみたいだ」

　部屋のＣＯＧｉＴＯ本体から、システムメッセージの音声が流れる。

『ハードウェアの認識を完了。バーチャルアテンダント・リーナの認証に成功しました。バーチャルアテンダント稼働のため、システムは一分後に再起動します』

　リーナも無事のようだ。すぐに再会できるはず。

　全すべてはようやく解決したのだと感じ、胸を撫なで下おろす。

「璃り々り七なさん、気分はどう？」

「ん……。なんだか、夢から覚めたような気分。ねえ広ひろ十と君。あなたのポケットに入ったり、弍に分ぶん木ぎ先輩と知り合ったり、りーなと張り合いながらテーマパークに行ったりしたこと、全部、本当なのよね？」

「本当さ。たとえ璃々七さんがバーチャルの姿だったとしても、全部リアルの出来事だ」

「それなら、よかったわ。……どうしてわたしをリアルに戻そうとしたの？」

「俺は璃々七さんに引っ張り回されて、他の誰も知らないような体験ができた。だから、たまには俺が璃々七さんを引っ張ったっていいじゃないか」

　璃々七さんはそっと顔を埋うずめるように、俺の肩に額を乗せた。

「広十君の手、温かかったわよ」

　俺は、寄りかかる彼女の体温や重量、そして静かな呼吸音を感じていた。

　リアルの人間の体っていうのも不思議なもんだ。繊細で精密であると同時に、ちょっとやそっとでは壊れないような力強さも感じる。

『……２……１。ＣＯＧｉＴＯコギトシステム、再起動します』

　ＣＯＧｉＴＯのシステムメッセージが響き、部屋中の各ユニットが再起動プロセスに入る。四隅にある投射ユニットが一時的に稼働を停止した。

　ん……？　再起動ということは、いったん拡張現実の投射が止まると言うことで……。

　当然、拡張現実によるバーチャルコスチュームも消えてしまうわけで……。

　俺は、おそるおそる視線を下ろし、寄りかかっている璃々七さんの体を見下ろした。

　彼女の身にまとわれていたエルフプリンセスのコスチュームが、見る見る間に薄れていき、きれいさっぱり消え失うせてしまう。

「こっ……これ……は…………」

　俺の視線の下に、なだらかな曲線を描く背中と、ぷっくりとしたおしりが見える……。

　なんてことだ。間違いなく璃々七さんは、何一つ身につけていない。

　すぐに横を向いて、視線を逸そらした。やばい。実にやばい状況だ。

「広十君？　どうしたのよ？」

　璃々七さんは寄りかかっていた体を離し、戸惑ったように俺を見る。

　バーチャルコスチュームは拡張現実による仮想の服だ。だから服を着てる感覚が無く、脱げたことにも気付かないらしい。

「上着を脱ぐだけでよかったのに、リーナのやつ、なんで全部……」

「えっ、なあに？」

「な、なんでもない。とにかく俺は部屋を出るから」

　できるだけ彼女のほうを見ないようにして、扉に向かって歩き出そうとする。

「急に一人にしないで。さっぱり状況が見えないわ。何があったのよ？」

　なのに璃り々り七なさんは前に立ち塞ふさがり、俺の両肩をつかむ。

　俺は彼女の体が目に入らないよう、サッと壁のほうを向いた。

「いやその、説明すると怒ると思うんだ。黙ってるほうがお互いのためというか」

「……怪しいわ。わたしを直視できないほど後ろめたいのね。やっぱり広ひろ十と君って、どうしようもなく変態でいやらしいゴミみたいなパンツバカなのよ」

　璃々七さんは虫けらを見るような目をして、軽けい蔑べつの笑みを浮かべる。

「まあいいわ、色情魔の広十君。うっかりパンツを見てしまったのなら、往復ビンタ百発で許してあげる。ほ～ら、正直に話しなさい」

「往復ビンタ百発で済めばいいんですがねえ……」

「逃げられないわよ。ちゃんと責任を取ってもらうから、わたしのほうを向きなさい」

　璃々七さんは俺のほおに手を当て、ぐいっと強引に振り向かせた。

「ぐっ……!!」

　俺は息が詰まりそうになった。

　否いやが応おうでも彼女の全身が視界に入ってしまう。

　丸くて形のいい胸の先っぽが色づき、お腹なかのまん中にちょこんとおへそがあって、二本の太ももの間にはパンツもはいてない場所が……。

「あ……ああ……あ…………」

「本当にどうしたのよ。広十君、さっきから様子が変よ。そんなに不安そうな顔をしなくても、わたしはちゃんとリアルの体に戻っているから……」

　言いながら璃々七さんは、確認するように自分の体を見下ろして……。

「………………っ!?」

　カチコチに凍りついたように全身を硬直させた。

「いっ、いい、い、い…………」

　璃々七さんの体から顔まで全すべてが、一気に茹ゆで上あがるように真っ赤に染まっていく。

　怒りと恥ずかしさの混ざった顔で全身をわなわなと震わせ、両腕で胸と大事なところをギュッと隠す。

「いいいいやややややややあああああああああああああっ!!」

　璃々七さんの悲鳴が部屋中に響き渡った。

「とと、とにかく、俺は廊下に出てるから！」

　慌てて部屋から出ようとしたときだ。

　外から階段を上がる足音が聞こえた。

「広十？　今、すごい声がしたわよ。大丈夫なの？」

「やばい……。母さんだ……」

「ち、ちょっと!?　こんな姿、完全に誤解されるじゃない！　なんとかしなさいよっ！」

　璃り々り七なさんが青ざめる。

　俺は部屋を見回し、ベッドに駆け寄って布団をまくり上げた。

「ここだ！　ベッドの中に隠れて！　早く！」

　彼女はベッドに潜り込んで、布団を頭までかぶった。

　しかしまずいな。こんなに膨れてたら、誰かいるのがバレバレじゃないか。

「広ひろ十と？　部屋にいるの？　開けるわよ」

　扉がノックされる。どうしよう、気が動転して断る理由を思いつかない。

　とにかく璃々七さんが見つからないようにしなきゃ。

　俺は彼女のあとに続いてベッドに潜り込み、布団から頭を出した。

「あっ、んっ、ひ、広十君っ、近い……」

「しっ！　璃々七さん、声を出さないで！」

　直後、扉が開いて母さんが顔を覗のぞかせる。

「……広十？　電気をつけたまま寝てるの？」

「い、いやその、拡張現実のゲームをしてたら３Ｄ酔いして、休んでるんだ」

「さっきの大きな声、何？　広十の声……じゃないわよね？」

「ゲームの音量を上げすぎちゃって。ははは……」

「そんな寝込むまでゲームをして、平気なの？」

　母さんが様子を見ようと近づいてくる。

　まずい、本当にまずい……。すぐ近くに来られたら璃々七さんを隠しきれない……。

　俺は一人しかいないように見せかけるため、必死に璃々七さんの体を抱き寄せた。

「ひぅ……んっ……」

　布団の中から押し殺した声がする。今は我慢してくれ、璃々七さん。

「汗びっしょりよ。熱があるんじゃない？　ちょっと見せなさい」

「お、俺は大丈夫だから！」

　母さんがまた一歩こちらに近づいたときだ。

　投射ユニットのランプが点灯し、部屋の中央に無数の光の粒が現れる。

　光は一カ所に集まり、等身大の人の姿になった。

　メイド服を着た少女、リーナの姿に。

「広十様！　リーナは無事にバーチャルに帰ることができました！」

　母さんは足を止め、驚いた顔でリーナを見つめた。

「これが話題のバーチャルナントカって言うの？　本物みたいに見えるのねえ……」

「お母様ですね。初めまして、バーチャルアテンダントのリーナです！」

「あら、どうも」

　リーナがぺこりとお辞儀をすると、母さんも釣られたように軽く頭を下げる。

「広ひろ十と様の健康状態は問題ありません。遊びすぎてお疲れですから、少し横になって休憩することをオススメします」

「というわけだからさ、母さん。ゲームに夢中になりすぎて疲れただけだ。一休みしたらスッキリするから」

「そう？　あまりゲームばかりで夜更かししないでよ」

　母さんはリーナを物珍しそうに見ながら部屋を出て行った。

「助かった……。ナイスだよ、リーナ」

「えへへ、広十様に褒ほめられちゃいました」

　俺はホッとしながら上半身を起こす。

「バレなくて助かったよ、璃り々り七なさ……」

　隣の璃々七さんを見ようとして、慌てて目を逸そらした。

　すっかり茹ゆで上あがった姿の璃々七さんは、歯ぎしりしながら毛布で素肌を隠す。

「こ、ここまで屈辱的なことをして、償いをする準備は、できているのでしょうね……」

　まずい、怒ってる。本気で怒ってる……。

「だって、ここしか隠れる場所が無いんだし」

「着替えてるから入らないで、とでも言えばいいでしょう？」

「しまった！　その手があったか……」

「……ふうん。本当は、どさくさに紛れてわたしに抱きついたんでしょ」

「そんなこと考えてないって！　悪かったからさ！」

「信じられないわ。そもそも、あなたがエルフのバーチャルコスチュームなんて着せるから悪いのよ！　この変態！」

　俺はカチンと頭にきた。

　なんてやつだ。元に戻った途端にこの態度！

「は？　変態ってなんだよ？　さっき全力ノリノリでエルフ女王様に成りきってたのは、どこの誰ですかねえ～」

「へ、へえ～。そんなに蹴けられたいのね。ええいいわ、おしりが真っ赤に腫はれるまで蹴りまくってあげる。さあ、四よつん這ばいになって後ろを向きなさいっ！」

「あいにく真人間の俺は、変態璃々七お嬢様の性癖に付き合ってらんないからな～」

「なっ、なんですってえ～っ!!　変態は広十君でしょうっ!!」

　俺と璃々七さんはバチバチと視線の火花を散らして睨にらみ合あう。

　リーナが俺たちの隣に来て、二人の顔を交互に見回した。

「いいなあ。リーナも広十様と璃々七さんみたいに、いちゃラブしたいです～」

「「いちゃラブしてな[image: ][image: ][image: ]いっ!!」」

　この瞬間だけは、俺と璃り々り七なさんの息が見事なまでにピッタリと一致した。




　その後、夜も遅くなっていたので、俺は駅まで璃々七さんを送っていった。

　夜道を歩いている間中、二人とも黙りこくったまま一言もしゃべらない。

　というか、しゃべれるはずがない。

　璃々七さんのほうに目を向けるたび、一糸まとわぬ姿がちらついてしまう。

　駅の改札口まで来ると、璃々七さんは小さな声で言った。

「……ここでいいわ。向こうの駅から家まではタクシーに乗るから」

「……うん。それじゃあ」

　俺は駅のホームへ向かう彼女の背中を見送ってから、帰路を歩き出した。

　けれどその間も、なんだか頭がボーッとして足がふらつきそうになる。

　あれが……リアル女……なのか…………。

　家に帰り着き、自分の部屋に戻って、ベッドの横に立つと、俺は……。

　そのまま、バタンと気を失ったように倒れ込むのだった。






エピローグ









　週明けの月曜日の朝。俺はいつものように通学路を歩いていた。

　まだ頭がフラフラする……。

　学校の近くのＴ字路に差しかかったところで、別の道から歩いてくる生徒と出くわした。

「あ…………」

「う…………」

　俺と同じ学校の女子生徒。永と羽わ星ぼし璃々七さんだ。

「お、おはよう、璃々七さん」

「ええ、広ひろ十と君。おはよう」

　お互いにギクシャクした挨あい拶さつを交わし、愛想笑いを浮かべる。

「今日は天気もよくて、暖かいね」

「とっても爽さわやかな朝だわ。嫌ぁ～な思い出も全部忘れてしまえるようね」

「まったくだよ。リアル女のことなんて、記憶から消し去ってしまいたい」

　俺と璃々七さんは真っ正面から睨にらみ合あった。

「ほんっとに、思い出しただけで虫唾むしずが走るわ！　昨日はせっかくの日曜日だったのに、一日中寝込んでしまったのよ。誰かさんのおかげで！」

「奇遇だなあ。俺もずっと体調を崩して寝てたんだ！　今も頭がボーッとしてるよ。いや別に、璃り々り七なさんのせいなんて言わないけどさ～」

「なっ、なんであなたが寝込むのよっ!?」

「しょうがないだろ!?　だってあんな……」

　俺はまたも璃々七さんの一糸まとわぬ姿を思い出しそうになって、慌てて彼女から目を逸そらした。

「あ、あんな……見たこと、無いんだし……」

「わたしだって……見られたこと、無いわよ……」

「…………」

「…………」

　二人とも、立ち尽くしたまま黙り込んでしまう。

「あれ～、ヒロ君と永と羽わ星ぼしさん、おはよう～」

　振り向くと、登校中の弍に分ぶん木ぎ繭まゆ先輩が手を振りながら近づいてくる。

「永羽星さん、例の入れ替わりから戻れたんだって？　よかったね～！」

「ええ、おかげさまで。弍分木先輩にも感謝しています」

　璃々七さんはぺこりと頭を下げた。

「そうだ、先輩。学校までご一緒してもいいですか？」

「えっ、ヒロ君と一緒に行かないの？」

「一緒に登校したら変ですよ。広ひろ十と君なんて、単なるクラスメイトでしかありません」

　繭先輩は不思議そうに俺と璃々七さんを見て、ポンと手を打った。

「痴話ゲンカ中なんだ～！　それじゃヒロ君、また今度ね～」

「ケンカなんかしていません!!　ほら弍分木先輩、行きましょう」

　璃々七さんは俺に背を向け、歩き出そうとする。

　そこで一度立ち止まって俺を振り返り、不敵な笑みを浮かべた。

「広十君、あなたは少々生意気すぎるわ。今後、わたしがじっくりと素直で常識的な人間に調教してあげるから、ありがたく思いなさい」

「生意気璃々七さんこそ、従順で気立てのいいお嬢様に矯正されるべきだと思うんだ」

「ふんっ。そんな口が利けるのも今のうちよ」

　璃々七さんは「ベーッ」と舌を出す。

　俺のことなんか気にも留めてないと言いたげな仕草で優雅に髪をかき上げ、繭先輩のほうへと駆けていく。

　一人になると、俺は小さく息をついた。

　朝っぱらから疲弊した心を癒やさなければ。

　制服のポケットからＣＯＧｉＴＯコギトフォンを取り出すと、バーチャルアテンダントのリーナを呼び出した。

　ＣＯＧｉＴＯフォンの上に、リーナのハイパーホログラフィックが浮かび上がる。

　ミニキャラの姿でメイド服を着たリーナだ。

「いかがいたしましたか、広ひろ十と様。道に迷ったのならいつでも言ってくださいね。リーナはいつも、迷うことなく広十様のそばにいますから」

「ああ、リーナあああぁ……！　やっぱりリーナはかわいいなあ……」

　手の上にちょこんと立つ彼女を見ているだけで、心があったまりそうだ。

「ヴィーシェさんからメッセージが届いていますよ。新作ＦＰＳの招待コードが送られてきました。ええと『広十殿、わたくしとフレになって、ぜひともランキング上昇の協力者すなわち絶好のカモとなってほしいのでございます』……だそうです。『ぜっこうのかも』って、なんでしょうね？　広十様、絶好調です！」

「えっと……返事はあとで考えておくよ」

　彼女がメッセージアプリを閉じるのを待って、ふと聞いてみた。

「リーナはどんな調子なの？　入れ替わっていたときのこと、覚えてるんだよね？」

「はい、全部記憶していますよ。広十様とデートできたことも、みんな。またあのテーマパークに行ってみたいです！」

「でもリアルの体でいたときのように、人間みたいな感情を持たないんだよね。それはそれで、ちょっと寂しい感じもするな。勝手な話だけどさ」

「そうですねえ……」

　リーナは少し考えるような顔で宙を見上げた。

「元々、体を持たないＡＩが恋愛感情を抱くことは、無いんです。でもリーナは璃り々り七なさんの体に宿ったことで、胸がドキドキする恋の感覚や、怖いアトラクションで体中が震える恐怖、そして涙が流れるときの悲しさを体感し、ＡＩとして大きく成長できました。だからリーナが感じた恋は、本当は璃々七さんの恋心なんです」

「あの璃々七さんが恋、ねえ……」

「璃々七さんも、恋する乙女なんですよ」

「う～む……」

　俺は、道の先を歩いていく璃々七さんの後ろ姿を見つめた。

「普通に会話するだけでも難儀なのに、あんな生意気お嬢様に惚ほれられたんじゃ、相手の男は災難だよなあ」

　しかし、と俺は思った。

　これはひょっとしたら、璃々七さんの弱点じゃないか？

　この先、璃々七さんからどんな意地悪をされるかわからない。自己防衛をしなければ。

　ふと俺の口元に、ニヤリと笑みが浮かび上がる。

「なあリーナ。璃り々り七なさんの好きな相手って、誰だか知ってるのかな？」

「えっ、気付いてないんですか!?」

　リーナは意外そうな表情を浮かべる。

「ずっと振り回されっぱなしで、そんなことを推測する余裕すら無かったよ。ほら、知ってるなら教えてくれよ。今度こそ璃々七さんの弱よわ味みを握って反撃するんだ。ふっふっふ」

「…………」

　しかしリーナは、じーっと俺の顔を見つめている。

「リーナ？　俺、何か変なことを言ってる？」

　するとリーナはニコッと笑顔になって答えた。

「いいえ、なんでもありません。璃々七さんの好きな人はですね……」

「うん、うん。好きな人は……」

　リーナはいたずらっぽい顔で片目をつぶり、人差し指を口元に当てた。

「それは、ナイショです！」













あとがき






　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。

　前作から久しぶりの新作となりましたが、いかがでしたでしょうか？

　今回はバーチャルの女の子を題材にした物語です。実は本作の企画書を書いたのは、もう一年以上も前になります。当時は「最近はＶＲやＡＲが話題だし、バーチャルの女の子の話を書いてみたい」と考えながら構想を練っていました。

　それから企画の決定、原稿執筆と時間が流れる間に、気がつけば世の中はすっかりバーチャルユーチューバーブーム。このような形でブームが訪れるとは、世の中、何が起こるかわかりません。ぜひ、バーチャルキャラクターに魅力を感じる方々に本書が届いてくれると嬉うれしいです。




　さて、僕はパソコンなどを扱うのは好きですので、これまでも様々なバーチャルキャラクターが発表されるのを目にしてきました。

　やがて見ているだけでは物足りなくなり、ある日、自分でも絶世のバーチャル美少女を生み出してやるぜと奮発し、３ＤＣＧソフトに挑戦したことがあります。

　複雑な操作と格闘し、ひたすら地道な作業を続け、何時間もの苦労の末に生み出されたのは、四角いポリゴンがカクカクしてる、どうにか人間っぽく見えなくもない気のするキャラクター。バーチャルへの道は長く険しいと悟ったのでありました。

　けれど技術の進化は凄すさまじいものです。未来になれば、頭の中でチョイチョイと想像しただけで、たちまち目の前にバーチャルな美少女が現れるテクノロジーが開発されるに違いありません。期待して待っていますから！




　本作のキャラクターデザインとイラストを担当してくださいました、ねづみどし様。それぞれのキャラクターたちを魅力的に描いていていただき、著者としても喜んでおります。表紙のデザインイラストを拝見したとき、ヒロインの表情を一目見て「これだ！」と思わずひざを打ってしまいました。

　担当編集のＫ様をはじめ、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様には、企画段階より様々なアドバイスをいただき、お世話になりました。

　カバー、本紙のデザイナー様、広報、流通、書店の皆様、本書の刊行にご協力くださいました皆様に、この場を借りて感謝の意を述べさせていただきます。

　そして本作を手に取っていただきました読者の皆様。楽しんでいただける作品になっておりましたら、何よりも幸いに思います。


二〇一八年六月　田口一　　　　　

















電子書籍特典　書き下ろし短編「電脳読書週間」







「リーナは広十ひろと様のメイドです。広十様のお役に立てるなら、なんでもしちゃいます！」

　メイド服を着たＡＩ少女のリーナは、俺に笑顔を見せながら言った。

　俺だけのかわいいメイド……。けど改めて考えると、何を頼めばいいのか迷うよな。

　今まで専用のメイドなんていたことがない。しかも彼女はホログラフィックの姿だ。

「そういえば、リーナはＡＩだから、ネットに接続できるんだよな」

「はい。広十様のために、インターネットで調べものだってできますよ！」

「ネットで販売してる電子書籍も読めるのかな？　気になるライトノベルがあるんだ」

「電子書籍の朗読ですか？　もちろんです！」

　リーナがうなずくと、彼女の横に空中投影のウェブブラウザが浮かび上がる。

　電子書籍の販売ストアを表示させると、新刊コーナーに目的の本があった。

　購入前に序盤を試し読みして、内容を確認できるようになっている。

「この『生意気な天使様に俺のパンツをはかせたい』って本なんだよ。俺、今はあいにく金欠だから、とりあえず試し読みページだけでもと思ってさ」

「ふむふむ。内容は……手に汗握るバトルシーンと、ヒロインとのちょっとエッチなロマンスが読みどころの作品のようですね」

「俺もこんな冒険やロマンスをしてみたいよな～」

　言いながら、ふと俺はひらめいた。

「そうだ！　せっかく朗読してくれるのなら、主人公とヒロインの名前を、俺とリーナに置き換えて読んでもらうのはどうかな!?」

「広十様とリーナのちょっとエッチなロマンスが展開するのですね……。素敵です……」

　リーナはほおに両手を当てて、ポッと顔を赤らめる。

　手に汗握るバトルシーンがスルーされたようだけど、気にしないでおこう。

　ブラウザに試し読みページが表示されると、彼女は朗読を開始した。

「それでは読みますね。『第一章。──放浪の騎士ヒロトは、故郷を滅ぼした悪魔を倒すため旅をしていた』」

　リーナは丁寧な口調で朗読してくれる。

　けれど聞き続けるうち、イマイチ物足りない気分がしてきた。丁寧すぎて、どうも臨場感に欠けてるみたいだ。

「待って、リーナ。せっかくだから、思いっきり感情を込めてもらえるかな」

「感情ですか？　広十様は、どのような感情がお好みですか？」

「そうだね……。バトルシーンはカッコよく重厚な感じで。お色気シーンは恥ずかしそうな雰囲気だと気分が出るかも」

「は、恥ずかしく読むのですか!?　そんな、リーナ、恥ずかしくなっちゃいますぅ」

「リーナの恥ずかしがる声でヒロインのセリフが再生されたら、最高じゃないか！」

「わ……わかりました……。広十様のために、恥ずかしい朗読、がんばりますね……」

　ていうか、またバトルシーンのことをスルーされた気が。

　リーナは恥じらいの表情になり、身を悶えさせながら朗読を再開した。

「『くっくっく……。お、俺は、じゅうさん黒騎士団してんのうの一人、さいきょうの悪を身にまとう、漆黒のやみより生まれし……あ、暗黒だいまじん…………。くらえ、え、え、えた～なる、ふぉ～す、ぶりざぁどおおおぉぉぉ………………』」

　さすがはリーナだ。涙目で顔を真っ赤にして朗読する声を聞いていると、俺まで身をくねらせるほど恥ずかしくなる。中学時代の黒歴史ノートを目の前で読まれている気分だ。

　そして物語は進み、ヒロインとのエロ……いや、ロマンスのシーンに差しかかった。

「『美少女天使のリーナは言った。ヒロト様、わたくしは、ぱ……パンツを、はいて……いませ……ん…………。このままでは、風邪をひいてしまいます……』。はううぅ……」

「うん、うん、それで!?」

　なんという臨場感。迫真の恥じらいに、思わず身を乗り出さずにいられない。

　しかしそこで、リーナはピタリと朗読を止めてしまう。

「……リーナ？　どうしたの？　やっぱりパンツをはかせるんだよな!?」

「試し読みページはここまでだそうです。広十様、続きは本編でお楽しみください！」

「う……うあああああっ!?　いいところだったのにぃ！」

　俺は生殺し気分になって床の上を転げ回った。









　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身で現在は東京に在住。代表作は『この中に１人、妹がいる！』。

　　今や時代はバーチャルリアリティ。というわけで、とうとうわが家でも最新のＶＲ装置を導入しました。これで僕も仮想世界の住人になれるはず！　バーチャルの世界で大冒険し、バーチャルの美女からモテモテになれるはず!!

　　現実に戻れなくなったらどうしよう。
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　　今やＶＲ，[image: ]次元が少しずつ身近なものになってきました。
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　　ＶＲ某なつやすみなんてでたらきっと現実に戻ってきません。
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